

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その日、樹いつき　知さとるの人生は終わった。




「『母さん』はどこだ」




　それが彼が最さい期ごに耳にした言葉だった。

　樹いつき　知さとるという人間は、亡なくなった母が遺のこした言葉を糧かてに毎日を生きていた。

　──一度しかない人生。できることは精一杯やりなさい。

　その母の遺言通り、悔いのないように日々を生きようとした。

　勉強にスポーツ。旅行にアウトドア。柔道、剣道、書道に華道。色んなことに多角的に興味を持って、一見難しそうなことでもまずは挑戦するように心がけてきた。

　気がつけば自然と多くの友人たちに囲まれていた。勉強の分野でもスポーツの分野でも優等生と持ち上げられ、期待を一身に浴びるようにもなったが、そんな周囲からのプレッシャーに臆することなく、彼はむしろそれを楽しさに捉えていた。

　そのお陰で充実した毎日を送ることができた。志望していた有名大学にも一発で合格し、交友関係もさらに広がり、順風満帆の学生生活を送ることができた。

　生きることが楽しかった。毎日が楽しくて仕方なかった。

　しかし。それなのに。それにもかかわらず。

　悔いの残る人生となってしまった。

　突然命を奪われたからだ。

　醜悪な『怪物』の手によって。

　為なす術すべなく身体からだを引き裂かれ、断末魔を叫ぶ暇すら与えられずに。

　樹いつき　知さとるは『怪物』に殺されたのだ。

　見た目も心も正真正銘の『怪物』に。




「『母さん』はどこだ」




　意識を失う直前、吐き捨てるように『怪物』はそう言った。

　自分を殺した『怪物』から発せられた意味不明な言葉。

　それを聞いた樹いつき　知さとるは、自分自身の母のことを思い出しながら、その人生を終えたのである。
















「黒猫って『不吉』の象徴だと言われているのよね」

　レストランの窓から見える三角の屋根の上。そこでジッと立つ小さな黒猫を見ながら、ケイトは言った。

「日本ではどうなのかしら？」

　一緒に食事のテーブルを囲むのは日本人の旅行者だ。そんな彼らに合わせてケイトは話を振ってみた。

「そうですね。欧州から持ち込まれた文化の影響か、日本でもそういう風に考える人は多いと思いますよ。悪い魔女の使い魔とかそういうイメージです」

　ふたりの旅行者のうち青年のほうが答えた。青年も黒猫の存在に気づいたらしく、窓の外に視線を送っている。

「ただ、古くは幸運や商売繁はん盛じようの象徴とされていたそうですよ。黒猫を企業ロゴに使っているような会社もありますし」

　黒猫は器用に屋根と屋根とを伝ってレストランの窓から見えなくなった。

「黒猫それ自体は不吉な存在ではないんです。むしろ逆で、幸運の象徴と言ってもいい。黒猫が目の前を横切ること。それが不吉の象徴なんですよ。幸運が横切ってしまうってことなんですから」

　ケイトは青年の語りをほとんど聞き流していた。彼女の関心は青年にも黒猫にもほとんどなかったからだ。

　一番の興味は青年の隣で食事を取る少女のほうだった。

　ケイトはその少女を初めて見た瞬間に心を奪われていた。出会ってから半日が経たつ今に至るまで、彼女の一挙手一投足を目で追ってしまっていた。

　クリっとした愛らしい瞳に長い睫まつ毛げ。自分のものと比べるのもおこがましいと思ってしまうほどに繊細で美しい髪。黒を基調としたゴシックな装よそおいはぴったりだったし、その美しい髪と白い肌を際きわ立だたせていた。

　ケイトにそっちの気はないし、ましてや少女性愛者などでは断じてない。それでも義務教育も終わっていなさそうな、自分より確実に10歳以上は年下に見えるその少女から目を離すことができなかったのだ。

　紅茶の入ったティーカップに口をつけている仕草も絵になる。小さなお嬢様。店内に流れるクラシックＢＧＭも、彼女の可か憐れんさを引き立てているように感じてしまう。

「夜よる子こちゃん」

　ケイトはそんな少女に遠慮がちに話しかけた。

　しかし、反応はない。ケイトの声がまるで聞こえていないようだった。

「夜よる子こちゃん？」

　テーブルを挟んだだけのこの距離であれば確実に聞こえているはずだ。名前だって間違っていない。彼女自身がそう名乗ったのだ。

　私の名前は『夜よる子こ』だと。

「ケイトさん。その呼び方では彼女は応えてくれませんよ」

　そう忠告したのは少女の隣に座る青年だった。

　青年の風貌は一言で言えば『異常』だった。話し方や物腰は紳士的だが、周囲の人々はどうしても奇異の視線を向けてくる。このレストランに立ち寄る道中もずっとそうだった。夜よる子こが向けられるのは好意的な視線だが、彼にはそれとは逆の意味を持った視線が向けられる。

　一番の理由は顔を横断するように入ったツギハギの傷痕だ。おまけに死人のような生気のない瞳と肌の色。血色さえ良ければ十分男前と呼べただろうが台無しになっている。

　例えるならフランケンシュタインの怪物だ。

　美しい容姿の少女と恐ろしい風貌の青年。ベクトルで言えば美女と野獣。そんな対比のあるふたり組だった。

「彼女を呼ぶときは敬愛を込めて『夜よる子こさん』と呼んであげてください」

　青年は柔らかい笑顔を作りケイトに言った。風貌に反して人の良さが滲にじみ出でている。出会ってそれほど時間が経たっていないが、心優しい紳士的な青年であることは理解しているし、見た目についての偏見はない。

　そんな彼はまるで執事のように夜よる子こにずっと付き従っている。夜よる子こと共に世界中を旅しているという話だし、いわば彼女のことを一番知っている人間だ。その彼によれば、夜よる子こは子供扱いされることが大嫌いなのだそうだ。

　なるほど。つまり『ちゃん』付けなんてもってのほかなわけだ。

　ものは試しとケイトはもう一度話しかけてみる。

「あの……。夜よる子こ、さん」

「何かしら？」

　今度は即反応。

　何ともわかりやすい。逆に子供っぽいぞと思ったが、それを口にすれば不機嫌になるのは目に見えているのでケイトは心の内に留とどめた。

「……えっと。あなた、見かけによらず沢山食べるのね」

　ケイトは先ほどまで微笑ほほえましく見守っていた。かわいらしい容姿の女の子が夢中でご飯を食べる様子を。しかし、段々と様子がおかしくなっていたので、とうとう声をかけずにはいられなくなったのだ。

　気がついたときにはテーブルの上に積み重ねられた皿の数は異様なものだった。成人男性が食べる量の何倍もある。

　注文したのは青年のほうだ。長身だが病的な見た目の彼がそんなに大食いなのかと驚いたが、実際に料理がテーブルに乗せられるとさらに驚く羽目になった。

　青年は一切料理には手を付けず、彼よりももっと細身で小さな夜よる子こが並べられた料理をパクパクと食べていくのだ。

　肉料理。魚料理。ジャンルを問わず綺き麗れいにひとつ残らずペロリ。

　あの小さな身体からだのどこに収まっているのだろうか。

　今は優雅にティーカップに入った紅茶を啜すすっている。

「ねえ、デザートはまだかしら、サトル」

　夜よる子こはムスッとした表情で青年に向かって言った。

　サトル。

　それが青年の名前のようだ。自己紹介もそこそこだったので、彼の名前をケイトは初めてここで知った。

　それにしても。

　今のは聞き間違いだろうか。

「デザートってあなた……。ついさっきチョコレートケーキとモンブランを食べて食後の紅茶を飲んでいるように見えたけど……」

　ケイトのツッコミを無視するように、サトルが店員に催促すると新たな料理が運ばれてきた。

　デザートという割にはこれだけでもフルコースの量だ。食べ盛りと考えてもこの量は異常である。
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　──さすがは『特別な女の子』といったところだろうか。

　止とめどなく運ばれてくる料理を見てケイトはため息をついた。本当は食事が終わるのを待ってあげるつもりだったが、これでは埒らちがあかない。あの小さな口に対しての大量の料理。完食するのにまだまだ時間を要するだろう。

　そう思ったケイトは『本題』を切り出すことにした。

「……ところで夜よる子こさん。『犯人』がどこに行ったか目星は付いているの？」

「犯人？　何の？」

　神妙な面持ちでケイトは尋ねるが、夜よる子こは澄ました顔のままだ。その視線は自分の目の前に並べられていく色とりどりの料理に向かっている。

「何のって……。もちろん逃亡した『例の連続殺人犯』よ。犯人が今どこに潜伏しているのか、あなたはわからないの？」

「さあ、見当もつかないわね。私たちはこの町を昨夜に訪れたばかりだし、この町の殺人犯のことならあなたたち捜査関係者のほうが詳しいのでは」

　そう言って夜よる子こは大量の料理、彼女曰いわく、デザートに手をつけ始める。

　ごもっともな意見だ。ケイトの職業は現職の警察官。この町で起こっている殺人事件の捜査をするのが任務しごとだし、実際に一般人よりも多くの情報を持っている。そのうえ夜よる子こたちは外国人の旅行者なのだから余計にこの町の状況に疎うといだろう。

　しかしだ。

「昨夜、言っていたわよね。自分たちは『アレ』を追ってこの町に来たのだと。つまりあなたたちは『アレ』が何なのか知っているということになる。きちんと説明してくれるかしら」

　ケイトは昨夜の出来事を思い出しながら身震いする。

「教えて……。私の相棒を……。アンディを殺したあの『怪物』は何なの……？」

　光と闇の交差する大都市。富裕層の住む高層ビルの立ち並ぶ都市部と、貧民層の暮らすスラムが同じ空間に存在する町並み。政治家やそれを取り巻く者たちばかりが美お味いしい目に遭い、それに反発する勇気も気力もない者たちがここでは暮らしている。

　芸能人のスキャンダルとか、最低賃金の話だとか、人々の興味は十人十色だが、今、この町のメディアは揃そろって連続殺人事件の報道に追われている。被害者は年齢・職業バラバラの無差別殺人であり、同一犯という確固たる証拠はなかったが、そのほうが盛り上がるという身勝手な理由でメディアは恐るべき連続殺人鬼の存在を大々的に報道しているのだ。

　同一犯とする根拠は被害者が共通して、尋常ならざる殺害方法によって犠牲となっていたことだった。まるで獰どう猛もうな獣に喰くい殺ころされたようだと、現場を見た捜査関係者は語っている。

　そうだ。

　確かに獰どう猛もうな『獣』だった。

　ケイトは犯人の姿を知っている。しかし、それが何なのか説明することができない。犯人の姿を知っているのにその正体を説明することが誰にもできない。

　昨夜、目の前でケイトの相棒刑事──アンディがあの獣かいぶつに殺された。その出来事は鮮明に記憶に残っている。

　ケイトとアンディはバディを組み、この連続殺人事件を追っていた。ここ数ヶ月、昔ながらの手段、足を使って地道に証拠や犯人の手掛かりを探していた。ほんの些さ細さいなことでも気づくことはなかったか人々に問い掛け、昼夜を問わず町中を聞き込みして回っていた。

　その最中の出来事だった。

　夜陰に乗じて『怪物』はいきなりアンディに襲い掛かったのだ。アンディの首元に喰くらい付つき、彼の喉をその鋭利な牙で食いちぎったのだ。

　アンディの血が。アンディの肉片が。

　不快な音を立てながら周囲に飛び散った。

『怪物』の口元からは、潰れたトマトのような物体が地面にべちゃべちゃと滴したたり落おちていった。

　食いちぎったときの反動だろう、いつの間にか、ケイトの頰にもアンディの『一部』が付着していた。

　あの吐き気を催す臭いが。あの生温かい感触が。

　記憶から今も拭い取れないでいる。

「……ねえ……、お願いよ、教えて……！　あいつは何なの!?　一体『何が』アンディを殺したっていうの!?」

　哀かなしみ。憤いきどおり。それから恐怖。昨夜の感情がリフレインしてきて思わず口調が荒ぶっていた。ケイトは周りのテーブル客から奇異の視線が送られてくるのを感じた。

「……ごめんなさい。いきなり大きな声を出してしまって」

　夜よる子こはまるで関心がないようで、ケイトのほうを一いち瞥べつすることも食事の手を止める様子もなかったが、サトルは心配そうにこちらを見つめていた。

「いえ。仕方ありませんよ。あんな体験をしたんです。冷静でいるほうが難しい。それに、殺されたあの方は、あなたにとって大切な人だったんですよね」

「…………」

　心理カウンセラーがするような穏やかなサトルの問い掛けに対し、ケイトは力なく頷うなずく。昨夜、ケイトは現場を訪れた彼らに自分と殺されたアンディとの関係を打ち明けていた。

　任務の間、公私混同はなしだ。アンディとはそう取り決めていた。お互いに何か危険が及んでも捜査を優先させる。そう言って共に犯人を追っていた。だが、結局そんなのは建前だった。何も言わずともいつもお互いのことを気に掛けていた。

　ストレートに言ってしまえば、ケイトとアンディは愛し合っていた。

　ケイトにとってアンディは頼れる先輩刑事だった。新人として配属されたばかりの頃から刑事のイロハを叩たたき込こんでくれた人だ。そんな彼に自然と惹ひかれていったし、ケイトの持ち前の正義感と勤勉さにアンディのほうも惹ひかれていった。お互いに気持ちを打ち明け、プライベートでも繫つながりを持つようになった。

　あの『怪物』が現れたときも、彼は何よりもケイトの身を案じていた。正体不明の怪物に拳銃を向けながら『ケイト、逃げろ』と懸命に叫んでいたのだ。ケイトを守るために怪物と戦おうとしたのだ。

　しかし、抵抗も虚むなしく、アンディは命を絶たれた。

　無慈悲にも。無感傷にも。

『怪物』の手によって。

「あなたたちが助けに来てくれなければ、今頃、私もアンディと同じように殺されていたでしょうね……」

　改めてケイトは感謝の意味を込めて深々と頭を下げる。

　そう、目の前にいる夜よる子ことサトルのふたりはケイトにとって命の恩人ということになる。ふたりが現場に駆けつけたことで、結果としてあの怪物は逃げ去ったのだから。

　そのとき、夜よる子こたちはケイトに言った。

　自分たちはあの怪物を探してあの場所にやってきたと。

「もちろん命を助けてもらったことは感謝しているわ。けれど、あなたたちには確認しなければならないことがある」

　感傷に浸る暇も資格も自分にはない。そう思いながらケイトは悲劇のヒロインの表情を捨て去り、真実を追う刑事の表情を作る。

「あなたたちは『重要参考人』ということになるの。警察官として、私はあなたたちに尋問をしなければならない」

　本来であれば警察署にまで御同行願いたいところだが、命の恩人たる彼女たちを無下にはできない。この食事の席を用意したのは、ケイトにとって最大限の譲歩なのだ。

「あなたたちはあの殺人鬼の……。あの怪物の正体を知っているのでしょ？」

　人間のように二足で歩く。人のような側面を持つが、その姿は決して人ではない。

　例えるなら『人じん狼ろう』だ。

　長く鋭い爪と大きな牙を持つ狼おおかみ。

　あの姿は生涯絶対に忘れない。

「さあ、説明してちょうだい。アレは一体何なの？　あなたたちはどうしてアレを追っているの？」

　さっきのような大声を出さないように努めながらも、テーブルに身を乗り出す勢いで尋ねる。

　そんなケイトの真剣な様子を見てサトルが「どうする？」といった表情で夜よる子こに目配せをしている。

「ごふゅへふゅりゅりゅししゃしゃい」

「ああもう……。口の中のものを飲み込んでから話してよ、夜よる子こさん」

　そう言いながら、サトルが夜よる子この口元のソースを拭き取ってあげている。

　主人と執事。いや、どちらかと言えば手のかかる妹とその世話をするお兄ちゃんの図だ。

　夜よる子こは「自分で拭くわよ」と、サトルに子供扱いされたことを怒っている。

　そんなふたりの微笑ほほえましいやり取りを見てケイトは少しばかり気を落ち着かせるが、夜よる子こからの返答を待つ強い姿勢は譲らない。

　アンディを殺したあの人じん狼ろうのような怪物の『正体』を知りたい。

　その一心で。

　やがてごくりと口の中の物を胃に入れてから夜よる子こは話し出した。

「……構わないわ。サトル。無知な彼女に教えてさしあげなさい」

　何とも上から目線の物言いだ。

　この少女、見た目はかわいらしいが、性格や言動に難ありといったところのようだ。

　続けて煽あおるような表情で夜よる子こは言う。

「ただし、これは一方的な尋問ではないわ。あくまで情報共有ということをお忘れなく」

「情報共有？」

「お互いに情報を提示し合う場ということよ。私たちはアレが何なのかあなたに教えてあげる。その代わりあなたからもあなたの持っている情報を開示してもらうわ。アレを追うためにね」

　夜よる子この喋しやべり方はまるっきり大人のそれだった。

　聡そう明めいで物事に対して的確な判断の取れるような。そこに見た目相応の子供っぽさはなかった。食事の量といい色々とギャップを持った少女である。

　おそらく夜よる子この狙いはケイトの持つ捜査情報だ。ケイトは捜査官としてこの町で起こっている殺人事件の情報を持っている。夜よる子こはそれを聞き出したいのだろう。あの殺人鬼の──『人じん狼ろう』の行方を追うために。

「わかったわ……。ギブアンドテイクね……」

　本来であれば捜査情報を一般人に話すことは許されることではないが、背に腹はかえられぬというやつだ。

　ケイトも、どうしても夜よる子こたちからあの『人じん狼ろう』の情報を聞き出したかった。

「そうですね。端的に言いますと、アレは人を襲う怪物です」

　ここからの回答係はサトルのようだ。

　夜よる子こは隣でデザートという名のフルコースの続きを食べるのに忙しい様子だ。

「……ええ、そのようね。実際、私の相棒もあの怪物に殺されたのだから」

　ケイトの脳裏には人じん狼ろうの怪物に殺されるアンディの姿がよぎる。

「そしてこの街で起こっているという一連の連続殺人も、おそらくアレが行ったことです」

　現場の状況から見てもそうだろう。アンディの殺され方は、これまでの被害者とまったく同じなのだから。

　まずは鋭い爪で腹をぐさり。そのまま大きな牙で首に嚙かみつかれてお陀だ仏ぶつだ。

　だがそんなことはわかっている。

　ケイトが聞きたいのはもっと深いところだ。

「僕たちはそれを止めるためにアレを追っています」

「……止めるってどうやって？」




「殺して、よ」




　そう言って夜よる子こがステーキ肉にフォークを突き立てた。

　ケイトはごくりと唾を吞のみ込こむ。

「殺すって……。子供の冗談ってわけじゃないわよね……？」

「子供でも冗談でもないわ」

　目くじらを立てる夜よる子こ。

　それを諫いさめてからサトルは続きを話し出す。

「……残念ながら、夜よる子こさんの言う通りです。アレを止めるためには殺すしかない。だから僕と夜よる子こさんは世界中を旅してアレを殺して廻まわっているのです」

「殺して廻まわっているって……。もしかしてあんなのが他にもいるってこと？」

「ええ、お察しの通り。アレは世界中に存在しています。見た目や能力の異なる様々な種類タイプがいますが」

　信じられない。

　あんな怪物が他にもいるなんて。

「いわば僕たちはアレを殺す狩ハン人ターのようなものです。人里に下りてきた熊を撃ち殺す狩人かりゆうどのような、ね」

　こんな話、普通なら与太話として聞き流すだろう。

　人を襲う未知の怪物を倒すために世界を旅する者たち。まるでアニメやヒーローコミックの主人公そのものだ。

　しかし、ケイトは彼らの話をあっさり信じた。人じん智ちを超える怪物の存在は既に知っているし、彼らの『力』を実際に目まの当あたりにしているからだ。

「あなたたちは何者なの？　あの怪物を倒すために特殊な訓練を受けたスーパーヒーローか何か？」

　昨夜、人じん狼ろうの怪物と対たい峙じしたアンディは拳銃で対抗していたが、ひとたまりもなかった。ケイトの眼前であっという間に八つ裂きにされたのだ。

　人間の力では到底敵かなわない。あれはそういう怪物だ。

　しかし。

　そんな怪物を、ふたりがかりとはいえ、夜よる子ことサトルは圧倒していた。

　暗がりだったのではっきりとは見えなかったが、サトルは『人じん狼ろう』を己の体たい軀くのみで押さえつけようとしていた。夜よる子こは何か大きな得物でその首を刈り取ろうとしていた。

　それは明らかに人間離れした身のこなしと怪力だった。銃弾を物ともせず容易たやすく人アン間デイを殺した『人じん狼ろう』が堪たまらずその場から逃げ出したのだ。

　取り逃がしはしたが、人間を何人も殺している怪物を撃退してみせたのである。

「僕たちもアレも根本のところは同じです。自然に発生した先天的な『ファンタジー』の存在ではありせん。後天的な『科学』によって生み出された『生体兵器』です」

「生体兵器？」

「そうですね。改造人間とでも言えばわかりやすいでしょうか」

　改造人間。

　十分ファンタジーの話に聞こえるが。

「銃器や機械ではない。人間や動物を兵器に改造したもの。それが生体兵器です。遺伝子操作や薬物投与を用いて生物に銃火器以上の『力』を与える。倫理的な観点から国際法で禁止されていますが、一部の国、地域で極秘裏に開発されていました。中でも『特殊な細胞』を与えて普通の人間を『加工』して創り出した生体兵器は【Ｄ．Ｏ．Ｇデイー・オー・ジー】と呼ばれています」

「……Ｄ．Ｏ．Ｇ？」

「はい。僕たちが追っているのはそれです。僕たちの所属する国際的な反Ｄ．Ｏ．Ｇ団体によって、人間をＤ．Ｏ．Ｇに加工する研究施設や工場はほとんど破壊されましたが、その一部は外の世界に流出してしまいました。僕たちはそんな流出してしまったＤ．Ｏ．Ｇを殺して廻まわっているのです」

「……つまり、昨夜のあの『人じん狼ろう』も流出したＤ．Ｏ．Ｇのひとつということ？」

「はい。元は『ただの人間』です。何者かに造られたＤ．Ｏ．Ｇが何かのルートを経てこの町に現れて人を襲っているのです。それを止めるのが僕たちの『仕事』というわけです」

　ケイトはショックを覚え口元を押さえる。

　人間によって造られた兵器。

　Ｄ．Ｏ．Ｇデイー・オー・ジー。

　それがあの人じん狼ろうの怪物の正体。

　ふとケイトはあることに気づく。

「それじゃああなたたちも『怪物』に変えられてしまったってこと？　……人を襲う怪物を倒すために怪物に？」

　サトルは言っていた。自分たちも昨夜の怪物と根本は同じ。生体兵器だと。つまりサトルも夜よる子こも改造人間──『怪物』ということになる。

　これまでケイトはサトルの顔をなるべく直視しないようにしていた。この青年も『人じん狼ろう』と同じで、怪物と称されても仕方ない風貌をしているからだ。あの顔にある傷痕は、あの死人のような眼めは、怪物に変えられた名残なのだろうか。

　そして夜よる子こという少女。

　この美しい少女は見た目だけでいえば怪物に程遠いが、それに準じるパワーを持っていた。明らかに人間離れした動きで人じん狼ろうの怪物と戦っていたのである。まだ幼い少女なのに、怪物に『加工』されてしまったという証明だ。

　おそらく彼女たちが属するという『組織』の手によって。

「確かに僕たちも生体兵器です。普通の人間にはない力がある。しかし『怪物』ではありません。『人間』ですよ」

　サトルは強調するように言う。

「怪物が人間を殺すんです。けれど、僕たちは人間を殺しません。決して。僕たちが殺すのは人間を殺す怪物──Ｄ．Ｏ．Ｇだけです」

　顔色はやはり死人のものだが、サトルのその表情は人間味にあふれていた。まるで彼の言葉を裏付けるかのようだった。

　彼が正真正銘の『人間』なのだという。

「……そう。そうね」

　ケイトは納得して頷うなずき、サトルの言葉を肯定する。

　そうだ。どんな外見だろうと、どんな人間離れした力を持っていようと、怪物を倒して人間を守るために戦っているのであれば、それは極めて人間的であり怪物なんかじゃない。

　何より個人的な価値観からケイトは彼らを好意的に見ている。子供の頃からケイトはアニメやコミックに出てくるような『正義のヒーロー』に憧れていた。警察官になったのもその憧れが動機だ。強き力で悪をくじいて弱きを守る。目の前にいるこのふたりは、子供の頃から憧れていたそんなヒーロー像そのものなのだ。

　ケイトは彼らとの出会いですっかり童心に返っていた。昨夜は生まれて初めて感じるような死への恐怖と、大切なパートナーを失うという絶望を味わったが、彼らと共にこの町を脅おびやかす悪あしき存在に立ち向かおうという気持ちがふつふつと湧き上がってくる。

　子供の頃から憧れていたヒーローのようになるために。

「……そういうことなら私もあなたたちに協力させてもらえないかしら」

　そんな気持ちを抱きながら、ケイトは言った。

「協力、ですか？」

「ええ。私の任務は殺人犯の逮捕だけど、相手が人間でないのなら話は変わってくる。今の話を上に報告したところで、きっと正気を疑われるだけでしょうね」

『連続殺人犯は人間ではなく怪物です』などと報告できるわけもない。少なくとも今の状況ではだ。犯人は昨夜まで誰にも姿さえ目撃されていないのだ。Ｄ．Ｏ．Ｇだとか、秘密裏に作られた生体兵器だとか、その存在を証明するにも、そいつが殺人を行ったというのにも『物証』が必要なのである。

「──先に断っておくけど、アレの身柄をあなた方警察に渡すつもりはないわよ」

　ケイトの考えを見透かしたかのように、横から夜よる子こが口を挟んできた。『デザート』はまだ途中のようであるが。

「Ｄ．Ｏ．Ｇは秘密裏に消さなければならない。何な故ぜならアレは世に出してはならない存在だから。この町の警察にも政府にもＤ．Ｏ．Ｇの細胞のひとつも回収されるわけにはいかない。確実に息の根を止めて遺体もこの世から消す」

　そう言って夜よる子こは圧のある視線をケイトにぶつけてくる。

　人間を『加工』して造り出す生体兵器、Ｄ．Ｏ．Ｇ。警察官であるケイトもその存在をまったく知らなかった。夜よる子こらによれば、アレは秘密裏に開発された存在。ひょっとしたら警察の上層部や国のお偉えら方がたは把握しているのかもしれないが、少なくとも一般レベルには公にされていない。その『機密保持』も夜よる子こたちの仕事なのだろうか。

「私たちはアレを殺してその存在を消し去る。捕まえるんじゃない。私たちに協力するということは、その『殺し』を手伝うということよ。御理解いただけたかしら？　何も知らない地元のお巡りさん」

「……ええ、理解しているわ。私はあなたたちを止めるつもりもない」

「愛するパートナーを奪われた復ふく讐しゆうのため、かしら」

「いいえ。そうじゃない。そうじゃないわ。もちろん、アンディの仇かたきを取りたいという気持ちもある。けれど、私は何よりも『正義』のための行動がしたいのよ」

　夜よる子この煽あおるような口調に臆せず、ケイトは言い返す。

「警察官としては間違っているかもしれないわね。真実を追求し犯罪者を捕まえることが本来求められること。でも、それ以上に私はこの町の罪のない人々を守りたいの。善良な市民を脅おびやかす存在を許せない。これ以上誰かが殺される前に、アンディのような犠牲者を出す前に、この連続殺人事件の犯人を止める。それが最優先すべきことだと思う。それが私の考える『正義』だから」

「なるほど。それじゃあ犯人を殺してでもその殺人を止めたいと？　相手は今は怪物とはいえ、元々は人間だったのよ。それでもあなたは構わないと？」

　ケイトは少し躊ちゆう躇ちよするが、夜よる子この瞳を真まっ直すぐ見据えて答える。

「……それが『正義』を成すためなら」

　ケイトの頭によぎるのは、アンディが殺される瞬間だった。この一連の殺人事件の被害者たちの姿だった。

　方法は正しくないかもしれない。

　しかし『この町の罪のない人々を守ること』こそが何より優先すべき『正義』だ。

　警察官という立場の前にケイトというひとりの人間はそう考えるのだ。

「ふーん」

　それを受けて夜よる子こはどこか楽しそうにしている。口角を少しだけ上げてケイトを上目遣いで眺めているのだ。その仕草と澄んだ美しい瞳にドキッとしてケイトは視線を逸そらす。

「まあ、いいわ。好きになさい。ていうか、あなた個人が何を思おうが、最初からあなたには協力はしてもらうつもりだったし。『情報提供者』としてね」

「……ええ。約束通り、私はこの町で起こっている連続殺人事件の捜査情報をあなたたちに教えるわ。それが犯人追跡のヒントになるかもしれない。一緒に止めましょう。あの怪物を」

　決意を固めたケイトは手帳を取り出し、夜よる子こたちにこの町で起こっている連続殺人事件のあらましを説明していく。





※






　ケイトは警察官になる前、それも幼少期からこの大きな町の中で暮らしてきた。旅行で一時的に離れることはあっても、住まいを他の町に移したことは一度もない。

　生みの親である両親の記憶はない。物心つく頃から養護施設にいたからだ。そのことをコンプレックスに思ったり、自分は不幸な境遇だとか思ったりしたことはない。衣食住に困ることはなかったし、親代わりである施設の職員たちは良いい人ばかりで、教育もきちんと受けさせてもらえた。里親が見つかり施設からいなくなっていく子たちもいたが、みんな実の兄弟姉妹のように一緒に楽しく過ごしたものだ。

　大人になった今では考えられないことだが、幼い頃のケイトは身体からだが弱く病気がちで、毎日のように抗体の注射を打ってもらっていた。そういう医療費なんかも、全部施設が持ってくれていたのだ。貧富の差の激しい町だ。経済的に満足に子供を病院に連れていくこともできない家もある中で、むしろケイトの境遇は恵まれていると言って良かった。

　施設を出てから知ったことだが、とある大きな企業が社会貢献の一環で施設に莫ばく大だいな援助を行っていたらしい。年に一度のクリスマスパーティーの際には、その企業の重役も顔を出していて施設内の子供たちにプレゼントを配ってくれていた。幼かった頃のケイトは、その人を本気でサンタクロースだと思い込んでいたものだ。

　大学に進学したケイトは施設を出て、アルバイトをしながらアパートでひとり暮らしを始めた。施設から初めて社会に出たことで、彼女にとっての世界が一気に広がった。大学のキャンパス内やアルバイト先で社会経験を積んでいく中で、漠然と考えていた将来の夢を具体的な目標へと昇華していった。

　ケイトの幼い頃の夢。

　それは『正義の味方』になることだった。

　彼女は施設で暮らしている頃からテレビアニメや映画に登場するヒーローに強い憧れを抱いていた。施設の中での暮らし、あるいは学校生活を通し、ケイトは常に世の中の不平等や『悪』と戦うように心がけてきた。

　わかりやすいものでいえば、イジメや差別というやつだ。

　しかし、たかだか『普通の女の子』にできることは少なかった。自分よりも『力』のある先生や教育機関に訴えかけること。そんなことしかできなかった。そんな彼女に周囲から与えられたのは『正義の味方』の称号なんかではなく『チクリ魔』の烙らく印いんだった。

　そういう青春時代の体験を経て社会に出たケイトは、他人に頼るのではなく、自らの『力』で悪と戦うべく警察官の道を進むことに決めた。並々ならぬ努力を重ね、大学を出たあとは警察学校を首席で卒業し、憧れの『正義の味方』となることができたのである。警察官となったケイトは日夜、町の人々を守るため奔走するようになっていった。

　しかし、リアルの警察官の活動において、フィクションのヒーローのような華やかさはなかった。たとえ悪人を見つけてもすぐに捕まえることはできない。地道に裏を取ったり、令状を取ったり、形式ばった流れを辿たどる必要があった。

　中には『裁けない悪』が存在した。

　たとえば、大企業の不正な金の動きを捉えてもそれを見過ごさなければならない場面があった。国の高官と繫つながりのあるマフィアの幹部を野放しにしなければならない場面もあった。『個人』ではなく『組織』として動くうえで、法を重んじる前に政治や社会の流れを見る必要があったのだ。

　そのことで割を食うのはいつも一般民衆だ。金持ちにばかり新たな金が回り冷や飯を食わされ、野放しにされているマフィアから理不尽な暴力を被こうむる。

　ケイトはいつも苦汁をなめていた。この町で『裁けない悪』が蔓延はびこっている現実に。

　そんなときだった。

　新たな『裁けない悪』が現れたのは。

　そいつは夜な夜な人を殺して回る連続殺人鬼だ。

　その殺人鬼が殺したとされる人数は延べ19人。

　これほどの人数が犠牲になっているのに、犯人に繫つながるような証拠や手掛かりは未いまだに何ひとつ挙がっていない。

　だから誰もそいつを裁くことができない。

　そして、昨夜20人目の犠牲になったのは、ケイトの相棒刑事・アンディだった。共に『悪』に立ち向かうはずのパートナーであった。




　世間が今まさに『正義の味方』を求めているタイミングだった。





※






　何百年も前の独立戦争時代の兵舎だった建物とか。有名なロマンス映画の撮影に使われた吊つり橋ばしとか。レストランから出たあと、ケイトら一行が巡るのは市販のどの観光ガイドにも載っているようなメジャーな観光スポットだった。養護施設を出てからもずっとこの町で暮らしているケイトにとっては馴な染じみの場所ばかりである。

「あの、夜よる子こさん。さっきから人混みばかりに行くのには何か理由があるのかしら？」

　ケイトはスカートを翻ひるがえしながら前を歩いていく小さな少女に話し掛ける。その小さなフォルムと黒いコスチュームは黒猫を思わせる。

　夜よる子こは観光客に紛れ、さっき屋台で買った香ばしいチュロスを無表情でモグモグと頰張っている。身長の低さもあって目を離すとすぐに見失ってしまいそうだが、すぐ隣で長身のサトルがぴったりとくっ付いているのでそれが目印になった。彼の異様な風貌のせいだろうか、前から歩いてくる人々は避けて道を譲ってきているようにも思えた。

「『観光名所』と呼ばれる場所には人が集まるものよ。別に好んで人混みを選んでいるわけではないわ」

　夜よる子こが食べ終わったチュロスの包みを何も言っていないのにサトルが受け取る。あとで彼がゴミ箱に捨てるのだろう。それと入れ替わりで、サトルは預かっていた夜よる子この日傘を彼女に手渡す。以心伝心というやつか、彼女たちが長く連れ添っていることがよくわかるやり取りだった。

　ケイトはついアンディのことを思い出してしまう。

　彼とは結婚という道も前向きに考えていた。

　それなのに──。

「大丈夫ですか？」

　ケイトが憂えた表情をしているのを察したのか、サトルが優しい語調で声を掛けてきた。

「……ええ、何でもないわ。ありがとう」

　やはり『怪物』のような見た目に反して心優しい青年である。昨夜『人じん狼ろう』を取り逃がしたあと、現場で震えているケイトを介抱してくれたのもサトルだった。大切なパートナーを失ったことに激げき昂こうする彼女を落ち着かせ慰めてくれたのもそうだ。

　そんな彼に偏見の眼めを向けてくる周囲の人々にむかっ腹を立ててしまう。明らかに彼のことを避けている。

　とはいえ、自分も昨晩の出来事がなければ周囲の人々と同じ態度を取っていたかもしれないとも思う。人はどうしても見た目で人を判断してしまうものだ。会話して、関わり合いになって、初めて相手の人となりを知ることができる。

「それで、何な故ぜわざわざ観光名所ばかりを巡っているの？」

　と、改めてケイトは夜よる子こに疑問を投げかける。

　ケイトにはさっぱりわからなかった。観光名所に犯人が現れる根拠でもあるのだろうか。むしろ、今までの傾向を考えれば人目のない場所にばかり犯人は出現している。被害者の遺体発見現場は、裏路地や高架下といった人目のない場所に限る。運ばれた形跡がなかったので、被害者の遺体が発見された場所と殺害現場は同じと捜査関係者も断定している。

　被害者は誰にも目撃されずに暗がりで殺害されている。そうなると、犯人はまたそういう場所に出現して、犯行を行う可能性が高い。警察や専門家でなくともそう考える。

　そのことを余よ所そ者ものの夜よる子こだって把握しているはずだ。ケイトがレストランで一連の連続殺人事件の概要を説明しているからだ。世間には未発表な情報だって一部教えた。被害者が殺された場所や発見されたときの状況。そのすべてをだ。

　にもかかわらず、どうしてこれまでの犯行現場とはまったく逆の『人が多く集まる観光名所』を巡っているのだろうか。

「何な故ぜって観光をしているのだから観光名所に行くのはごく自然なことではないかしら」

　日傘を差し、ガイドブックを持ったサトルを隣に侍はべらす夜よる子こは、悠々とそう答える。

「歴史ある建物。由ゆい緒しよある建造物。どれも知的好奇心を満たしてくれるわ。その町特有の文化的価値のあるものとか、そういうのを眺めるのが私は好きよ。……それとも、ガイドブックに載っていないような人混みのない隠れスポットをあなたが案内してくださるのかしら？」

　夜よる子こが挑発的に微笑ほほえむのを見て、ケイトはどきりとする。やはり外見だけで見ればこの少女には惹ひかれるものを感じてしまう。

　しかし、その発言は聞き捨てならないものであった。

「観光って何を悠長に……。あの怪物を止めるために探し回っているのではなかったの？」

　夜よる子こたちの目的が人々を脅おびやかす怪物退治だと知ったケイトは、息巻いて彼女たちに付いてきたもののこの始末である。さっきから完全に観光気分だとは思っていたが、まさか本気でただ観光をしていたとは思わなかった。

「こんなことをしている場合じゃないでしょ。一刻も早く犯人を見つけて止めないと、いつまた犠牲者が出るかわからないわ」

「探すってどうやって？」

「え？」

　焦あせる様子を見せるケイトとは対照的に夜よる子こは落ち着き払っていた。

「この数ヶ月、あなた方地元の警察官が１００人単位、あるいは１０００人単位で必死こいて探し回っても犯人の痕跡ひとつ見つけられなかったのでしょ？　今更私たちが足で探り回ったところで何か新たな発見があるのかしら」

「でも、あなたたちは犯人がＤ．Ｏ．Ｇと呼ばれる生体兵器だという事実を知っているわ。それは、私はもちろん、捜査関係者の誰ひとり知らなかった大きな情報よ」

『人間』の犯人を追い続けている捜査官たちに対して、夜よる子こたちは犯人が『怪物』だということを知っている。それは何十歩も捜査官たちの先を歩いていることに等しい。

　ケイトはそう考えていたのだが──。

「あなたは私にこう言いたいのかしら。あの怪物が隠れていそうな場所を探して町中をくまなく歩き回れと。無駄よ。奴やつは『普段は人間の姿をしている』のだから。そして、Ｄ．Ｏ．Ｇの力を行使するときだけ、あの姿に変身する。奴やつはそういう種類タイプのＤ．Ｏ．Ｇよ。だからこそ、今まで誰にも目撃されずに犯行を重ねてこられた」

　夜よる子こによれば、Ｄ．Ｏ．Ｇは普通の人間に『特殊な細胞』を与えることで造られる生体兵器なのだそうだ。その『特殊な細胞』の恩恵によって身体からだを『変異』させることができる。この町で出没している連続殺人鬼、即すなわち昨夜アンディを殺したＤ．Ｏ．Ｇは、あの人じん狼ろうのような姿に自分の身体からだを『変異』させることで『力』を行使できるのだ。

　何な故ぜ、今まで犯人＝人じん狼ろうの姿が一度も目撃されていないのか。

　夜の闇に紛れたのではない。

　町の人間たちに紛れたのだ。

　人かい狼ぶつの姿を解くことで。

　昨夜も『人じん狼ろう』はアンディを殺したあと、駆けつけた夜よる子こたちから逃げる際に、忽こつ然ぜんと姿を消してみせた。

　夜でも多くの人々が行き交う繁華街に逃げ込み、人間たちの中に隠れてみせたのである。

「つまり、あのＤ．Ｏ．Ｇは普段は人間の姿をしているし、人間社会に溶け込んでいるということよ。そんな状況で10万人が住むこの都市からどうやって見つけ出すというのかしら」

　そう言って夜よる子こは屋台が立ち並ぶ広場を指し示す。そこには老ろう若にやく男なん女によが無数に立ち並んでいる。ダンスやスケボーをする若者たち。白塗りの道化師に風船を渡される幼い少女。談笑をする老夫婦。

　ここに見える何百という人間すらこの町のほんの一部にすぎないのである。

「……しかし、昨夜あなたたちは私とアンディが襲われている現場に駆けつけてきたわ。偶然とは思えない。まるであの場所にあの怪物──Ｄ．Ｏ．Ｇがいることを知っているようだった。たとえば、あなたたちには遠くからでもＤ．Ｏ．Ｇを見つけ出すことのできる特殊な能力があるんじゃないの？」

「あら？　そこに気づくとは、あなた、思ったよりは頭が回るのね」

　癇かんに障さわる言い方だが、その夜よる子この視線は今まで見せていた人を小馬鹿にしているものとは違った。初めてケイトに関心を抱いたような、そんな感じだった。

「確かに都合のいいことに、私にもサトルにも、Ｄ．Ｏ．Ｇの気配を探知する『力』があるわ。だけど都合の悪いことに、それはＤ．Ｏ．ＧがＤ．Ｏ．Ｇとしての能力を行使しているときだけにしかできないことなの」

「まさか、それって……」

「お察しの通り『人じん狼ろうの姿で誰かを殺そうとしているときだけしか犯人がどこにいるかはわからない』ってことよ」

　夜よる子この隣でサトルが彼女の言葉を肯定して頷うなずいている。どこかやりきれないという表情で。

　人じん狼ろうゲームと同じなのだ。あの『人じん狼ろう』は普段人間に化けている。ふたりきりになったときにだけ正体を見せてターゲットを殺す。

　必ず一対一のときに。

　つまり。

　被害者と『人じん狼ろう』とがふたりきりにならない限りは正体を現さないし、見つけ出すこともできないのである。

「だから今は待つしかないってことよ。あの殺人鬼がＤ．Ｏ．Ｇの力を使って人を殺そうとするそのときまでね。ただ、ボケーッと待つだけじゃ時間の無駄だし、こうやってこの町の観光を楽しませてもらっているって訳。ご理解いただけたかしら？」

　この少女、ちょくちょく鼻に付く言い方をしてくる。わざとらしいくらいに。

「それじゃあ、あなたたちはこのままあの怪物を放置するということ？　誰かが殺されるそのとき、その瞬間まで？」

「ええ、そうよ。──あなたの相棒のようにね」

「……っ」

　今の一言でケイトは理解した。

　ケイトは思い出す。アンディが人じん狼ろうに首を嚙かみつかれたその瞬間に、夜よる子こたちは現場へとやってきた。それは正に人じん狼ろう──Ｄ．Ｏ．Ｇが人を殺した瞬間のことだった。

　アンディは『餌』にされたということだ。

　夜よる子こたちがＤ．Ｏ．Ｇを見つけ出すための。

「大丈夫、今度はしくじらないわ。奴やつの能力はもう完全に把握できている。次に見つけたときは絶対に取り逃がさない。次に奴やつが犯行を行ったときが奴やつの最さい期ごよ」

　そう言って夜よる子こは差していた日傘の持ち手をギュッと握る。

「…………」

　──犯人を殺せばこれ以上の犠牲は出ない。

　──そのためには誰かを生いけ贄にえにしなければならない。

　より多くの人間を救うために少数を犠牲にすることは許されるのか。『正義』を語る際に永遠に論議される議題と言ってもいいだろう。

　ケイト自身はそれを許容しようとした。より多くを救うためにひとりを犠牲にするという選択を。だがそれは、人々を救うためにひとりの『悪』を倒すという選択だ。

　それとはまるで違う。

　彼女たちがやろうとしていることは、何の罪もない一般民衆を犠牲にする選択だ。

「……そこに本当に正義はあるの？　誰かが死ぬのをみすみす見過ごすことに……」

　ケイトが思わずそう口に出すと、夜よる子こが露骨に不機嫌な表情を浮かべる。

「正義？　何か勘違いをされているようだけど、別に私たちは正義の味方なんかじゃないわよ。Ｄ．Ｏ．Ｇを殺す。その存在を抹消する。それが私たちの目的。その過程で何人死のうが知ったことではないわ」

「……え？」

　夜よる子こは悪びれる様子もなく真顔で言っている。

「あなた、本気で言っているの……？」

「ええ。初めて訪れる町の名前も知らない人間が何人死のうが私はどうも思わない」

　あまりの発言にケイトは耳を疑う。

　本当に目の前にいるこの小さな女の子が発したのか、と。

　信じられない。こんな冷徹な子だとは思わなかった。やはり人は見た目では判断できないといういい見本だ。かわいい容姿に虜とりこになりかけていた自分を恥じる。

　何よりその考えは、ケイトの思う『正義のヒーロー』像とはかけ離れている。

「私のやり方が気に入らないのならあなたの好きにすれば？　あなたのやり方であの怪物を止めることができるのならね」

　ケイトは苦心して夜よる子こを睨にらみ返かえすことしかできない。思いつく言葉は反論ではない。彼女の思想を否定する汚い言葉だけだった。彼女の考えには同調できないが、彼女のやり方でしかＤ．Ｏ．Ｇという存在を止めることはできないとケイト自身理解しているからだ。

「──夜よる子こさん」

　と、そこでずっとふたりの会話を黙って聞いていたサトルが割って入ってきた。

「何よ、サトル。もしかしてこの私に意見しようっていうの？」

　夜よる子こは自分よりもずっと背の高い青年を見上げながらキツイ語調で言う。身体からだは小さくとも彼女のほうが立場は上だと言わんばかりの態度である。

　だがそれに臆することなく、サトルはニコニコと笑顔で返す。

「ああ、いや、そういう訳じゃないよ。ねえ、夜よる子こさん、あれを見て」

　サトルがそう言って指差すのは、今いる広場の外、大通りを挟んで見える一軒の店だった。

「あれは何だと思う？」

「……お店ね」

「何のお店だと思う？」

「……看板を見るにアイスクリーム屋ね」

「食べたいと思わない？　アイスクリーム」

「…………」

「甘くてひんやりしているアイスクリーム。バニラにチョコにストロベリー。他にも色々な種類があるみたいだよ。夜よる子こさん大好きだよね、アイスクリーム」

「……………………」

　夜よる子こはジト目でアイス屋の看板を見つめている。

「……まあ、食べたいか食べたくないかの二択なら前者かしらね」

　彼女の口元でジュルリという音が聞こえたのは気のせいだろうか。

「オッケー。じゃあ僕が買ってくるよ。夜よる子こさんはそこのベンチで座って休んでいて。すみませんが、ケイトさん。アイスクリームを買いに行くのに付き合ってもらえませんか？」

「え？　私？」

「はい。お願いします。もうご存知のことだとは思いますが、夜よる子こさんは沢山食べる人なので一本のアイスクリームくらいでは満足してくれません。となると、ひとりでは持ちきれませんからね」

　確かにと思う。あのレストランを出てからも、観光の道中、買い食いに次ぐ買い食いだった。食いしん坊とかいう次元を超えている。彼女の胃袋は無限なのだろうか。

　咄とつ嗟さに断る理由も思いつかなかったので、ケイトは渋々サトルのあとに付いていった。「最低トリプルよ」とか「今はメロンフレーバーの気分よ」とか注文を付けてくる夜よる子この声を背中に受けながら、ふたりはアイスクリーム屋に向けて歩き出す。

　その道中。

「申し訳ありません。夜よる子こさんが不愉快な発言をしてしまって」

「え？」

「どうか代わりに謝罪させてください」

　そう言ってサトルは歩きながらケイトに向けて頭を下げる。

「いえ……。別にあなたが謝る必要はないわ……」

　ケイトは察する。アイスクリームを買いに行くというのは咄とつ嗟さの方便だったのだろう。あのままだと、あの少女と酷ひどい口論に発展していたかもしれない。そうならないように遠回しに止めようとしたのだ。

「誤解して欲しくないので断っておきますが、先ほどの夜よる子こさんの発言は本心ではありませんよ。あの人は誰よりもＤ．Ｏ．Ｇによる殺さつ戮りくを憎んでいます。たとえそれが見知らぬ誰かであろうとも、Ｄ．Ｏ．Ｇによる殺人で誰かが犠牲になることは許すことができない。アンディさんの死も、本当は止めたかった」

　夜よる子こから会話が聞こえないところまで離れているのを確認してから、サトルは改まった感じで言った。

「夜よる子こさんは生体兵器として生み出されはしましたが、『人間』として育てられました。だから、その力を人のために使おうと考えていますし、同じ生体兵器でありながら『人間』であることを捨てて殺さつ戮りくに手を染めるＤ．Ｏ．Ｇを許すことができないのです。夜よる子こさんが反Ｄ．Ｏ．Ｇ団体に属し、世界を旅しながらＤ．Ｏ．Ｇを討伐しているのはそういう理由からです。だからこうして、Ｄ．Ｏ．Ｇが起こしたであろう事件を追って町から町を渡っているのです」

「……なるほど。それで、あのＤ．Ｏ．Ｇを倒すためにこの町に立ち寄った訳ね」

「はい。約半年前から発生しているという未解決の連続殺人事件。ひょっとしたらと思いやって来てみればビンゴでした。昨夜、この町に到着したタイミングで、僕たちはＤ．Ｏ．Ｇの気配を察知しました。その気配を追って現場に急行したのですが、残念ながら一足遅かった……。あと少し僕たちが早ければ、アンディさんのことも救うことができたかもしれない。昨夜の出来事を夜よる子こさんは酷ひどく後悔しています」

　どうやらケイトは早とちりをしていたようだ。今の話が本当なら、アンディは意図的に『餌』にされたわけではなかった。

　夜よる子こたちにとっては、彼もまたＤ．Ｏ．Ｇから救うべき対象だったのである。

「……でも、あなたたちが急いで駆けつけてくれたお蔭かげで私は救われたわ。確かにアンディは間に合わなかったけど、あなたたちが来なければ私も一緒に死んでいただろうし、あなたたちはできる限りのことをしてくれたと思う。恥じるどころか誇るべきよ」

「ありがとうございます。それがせめてもの救いですね」

　ケイトのフォローを受けてサトルは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「……そして、もうこれ以上、誰も死なせるわけにはいきません。今、僕たちにできることは、あのＤ．Ｏ．Ｇを狩るまでこの町に滞在することだけです。これまでもそうやっていくつもの土地を巡ってきました。ひとりでも多くの人間をＤ．Ｏ．Ｇから救うために、自分の身を削って戦い続けている。夜よる子こさんはそういう人なんです。だから、本当は誰にも死んで欲しくなんかないんですよ」

　夜よる子こにとっては苦渋の選択なのだ。

　誰かがＤ．Ｏ．Ｇに襲われるのを待つという今のこの選択は。

　だが、そうだとしたら、さっきは何な故ぜあんな風な酷ひどい発言をしたのだろうか。この町の人間が何人死のうが何も思わないだとか。

「普通、世の中には２種類の人間がいると思います。特定の誰かに好かれるために他の誰かに嫌われてもいいと思える人間と、好かれなくてもいいから誰にも嫌われたくないと思う人間の２種類です。しかし、夜よる子こさんはそのどちらでもありません。誰にでも嫌われようとしてしまう人なんです」

「……ああ、えっと、ごめんなさい。どういうことかしら？」

「先ほどの心無い発言は、あなたに嫌われるためにあえて言ったことなのです。本当は優しい人なのに、いつもああやって思ってもいないことを口にしてしまう。そういう人なんです」

「よくわからないけど、わざと嫌われるために本心でない発言をしているってこと？」

「はい」

　言われてみればあの少女は無意味にこちらを突っぱねるような態度を取っていたようにも見えた。反抗期の子供特有のものかと思ったがそういうことでもないらしい。あれはあえて相手に嫌われるための行動だったのか。

「どうしてそんなことを？」

「優しさ故です。自分とＤ．Ｏ．Ｇとの戦いに誰かを巻き込まないために、他人を突き放そうとしているのです。あの人は意図せずとも、誰かを惹ひきつける魅力的な容姿をしています。良かれと思って彼女の手助けをしようとして、Ｄ．Ｏ．Ｇに殺されてしまった人間も過去にいた。そうならないように行動しているのです」

　ケイトには身に覚えがあった。こうして夜よる子こたちに同行しているのは己の正義や信念のためというところもあるが、夜よる子こという存在とその動向を見守りたい気持ちも強かった。

　それはあの少女に惹ひかれている部分があることを否定できない。

　しかし、その行動は自らの身を危険に置いているということに他ならない。Ｄ．Ｏ．Ｇを追う彼女と共にいれば、その戦闘に巻き込まれるかもしれない。夜よる子こはそんなケイトの身を案じてくれていると、サトルは言っているのだ。

　ならば、そう一言言ってくれればいいのにとケイトは思った。『危ないから付いてくるな』とただ一言。それができないのは、結局のところ、素直になれない子供の部分だ。

「あの子と一緒にいるのは色々と苦労しそうね……」

　本心を隠して誰かれ構わずああいう人の神経を逆さか撫なでするような発言をしているのであればトラブルも多そうだ。そういうときはきっとサトルがこうしてフォローに回っているのだろうと容易に想像が付く。

　ふたりはそういう役割のはっきりしているコンビなのだ。

「そういえば、あなた、彼女とは一体どういう関係なの？　どうもあの子には頭が上がらないって感じの態度をしているわよね」

　夜よる子ことサトルのふたりについてわかっているのは、Ｄ．Ｏ．Ｇと呼ばれる危険な生体兵器を退治して回っているチームだということ。年の離れた兄きよう妹だいなのかとも思ったが、見た目がまったく似ていないし、そういうわけでもなさそうだ。これまでのやり取りを見ていると、サトルは夜よる子この言うことには逆らえない『主従関係』にあるようにも見える。

「……一言では説明できる関係ではないですね。強いて言えば、僕にとってあの人は『命の恩人』です」

「命の恩人？」

「ええ。夜よる子こさんはＤ．Ｏ．Ｇから僕の命を救ってくれた命の恩人なんです」

「え？　ということは、あなたも私と同じってこと？　Ｄ．Ｏ．Ｇに襲われたところをあの子に助けられた？」

　サトルは頷うなずき肯定する。

　そのときのことを思い出しているのだろう。その表情は誇らしげに見えた。

「僕は当時、何の力もないどこにでもいる若者でした。ところがある日、僕の町に現れたＤ．Ｏ．Ｇによって家族を皆殺しにされてしまいました」

　サトルの口からサラッと衝撃の事実が飛び出してきた。

「…………」

　ケイトは口ごもる。

　まさか彼の家族がＤ．Ｏ．Ｇに殺されていたとは。

「先ほど言いましたよね。夜よる子こさんは自分とＤ．Ｏ．Ｇとの戦いに誰かを巻き込まないように行動しているって。その一番の理由は、僕や僕の家族のことがあったからなんです。夜よる子こさんとＤ．Ｏ．Ｇとの戦いに巻き込まれてしまい、家族の中で僕だけはギリギリのところを夜よる子こさんに助けられました。しかし、僕の身体からだも酷ひどく傷つけられ、死に逝ゆく手前でした。いや、ほとんど死んでいた。そんな僕の命を救うために、夜よる子こさんは僕を生体兵器として蘇よみがえらせてくれたのです。……そのときはそれしか助かる方法がなかったから」

　そう言ってサトルは顔の傷跡を手でなぞる。

「これはそのときの手術の名残です。それ以来、僕は僕の家族のような犠牲者を出さないために、そして、僕を救い戦う力をくれた夜よる子こさんを手助けするために、Ｄ．Ｏ．Ｇを倒す旅に同行しているのです」

　それがサトルの戦う理由。

　この青年の過去ものがたり。

「確かに僕の家族は夜よる子こさんの戦いに巻き込まれて死んでしまいました。でも、僕はそのことで夜よる子こさんを恨んだりはしていません。結局のところ、悪いのは殺したそのＤ．Ｏ．Ｇなんですから。それでも、夜よる子こさんはそのときのことを今でも悔やんでいます。自分が僕や僕の家族を巻き込んでしまったと」

「なるほどね……。あの子のこと、少しは理解ができたわ……」

　そういう経験を重ねてきた結果、夜よる子こは他人がなるべく自分に関わらないようにするために、嫌われるような行動を取ってしまうのだ。

「はい。だからあの人は決して人でなしではありません。むしろその逆でとても優しい人です。その証拠に、あなたをこうして僕たちに同行させているんですから」

「え？」

「気づきませんでしたか？　あなたがあのＤ．Ｏ．Ｇに殺されないように、夜よる子こさんはずっと見張ってくれているんですよ。今考え得る中で最も命を狙われる可能性の高いあなたを守るためにね」

「あっ……」

　考えてみればそうだ。自分は今、唯一あの『人じん狼ろう』の犯行をその目で目撃した人物ということになる。これまで一度も目撃されずに犯行を重ねてきた犯人だ。その立場として考えれば確実に消えて欲しいと思う対象だろう。

　何な故ぜ、今までその考えに至らなかったのだと、ケイトは自らを恥じる。

「それじゃあ、あの子はずっと私の警護をしてくれていたのね……」

　夜よる子こにしてみれば、今この町で起きている事件の情報を聞き出した時点で、ケイトは用済みだったはずだ。それなのに同行を許してくれたのは、犯人に襲われないように見張るためだったのだ。それに、機密のはずのＤ．Ｏ．Ｇの存在を教えてくれたのは、あの怪物の危険性を知らせてくれようとしてのこと。

　そんなことは一言も説明せず、憎まれ口を叩たたくだけ。

　他人を思うが故に、他人に嫌われようとしてしまう少女。

　何ともいじらしい話ではないか。また、あの夜よる子こという少女に対する見る目が変わった。１８０度回って、また１８０度戻ってきた感じだろうか。

「だから、僕からケイトさんにお願いがあります。どうか、夜よる子こさんのことを嫌いになってあげてください」

「わかっているわよ。…………って、え？」

　予想外の言葉だったので、ケイトは一瞬反応が遅れる。

「……ちょっと待って。私の聞き間違いじゃなかったとしたら、あなた、言っていることがチグハグ過ぎない？　あの子のことを嫌って欲しくないから今の話を私にしてくれたんじゃないの？　それなのに、嫌いになってあげてくださいって……？」

「僕がこのことを話したのは、僕個人としては、あなたに夜よる子こさんが冷徹人間だと誤解されたままなのが嫌だったからです。ただ、夜よる子こさんの意思はあなたに嫌われることを望んでいます。僕はその意思を尊重したい。だから、どうか彼女を嫌いになってあげてください」

　サトルは真まっ直すぐ過ぎる瞳で言う。

「僕の意思なんてどうでもいいんです。重要なのは夜よる子こさんの意思のほうです」

「……自分の気持ちよりも、彼女の気持ちを優先したいということ？　何というか、あなたはそれほどに彼女を大事に思っているということなのかしら」

　この青年はケイトの前でも、常にあの少女に従順な態度を取っていた。『命の恩人』である彼女に並々ならぬ思いがあるのだろう。

　他人から見れば歪ゆがんでいるとすら感じてしまうほどの。

「はい、そうですね。僕は彼女を愛しています。ひとりの女性として」

「………ん？」

「命の恩人という贔ひい屓き目めを差し引いても、異性としてとても素敵な人だと思っています。そばにいるのはそれが一番の理由かもしれませんね。それに、僕は彼女なしでは生きていけない。僕の心も体も夜よる子こさんのものなのだから。──あれ？　どうかしましたか？」

　急に立ち止まったケイトをサトルが怪け訝げんそうな顔で見ている。

　やばい。

　今すぐ手錠を取り出すべきだろうか。

　確かにあの少女は魅力的な容姿をしているしケイトも惹ひかれているところがあるが、それは小動物に対する愛いとおしさというか、そういうガチなやつではない。

　いくら相手が命の恩人だろうとも、それはさすがに犯罪と言わざるを得ない。

「ああ。一応断っておきますが、あんな見た目でも、あの人は僕よりずっと年上ですよ。おそらくケイトさん、あなたよりも」

「はあ!?　そんなわけないでしょ！」

　思わずケイトは声を荒らげてしまう。

　いやいや、どう見たってあの子はせいぜい12歳かそこらの外見だ。若作りとかそういう次元ではない。言い訳にしてはあまりにずさんだ。紳士的で素敵な青年だと思っていたのに裏切られた気分である。

「生体兵器として創られた夜よる子こさんは、あの姿で成長することがないんです。いくら食べても、いくら眠っても、ずっとあのままの年齢すがたなんです。……それが彼女に与えられた兵器としての『代償』なんですよ……」

　そう言ってサトルは苦い表情を浮かべている。

　噓うそや冗談を言っている雰囲気ではなかった。それは真実であることを雄弁に物語っている。そして真実であるからこそ合点の行くところもある。

　サトルとの関係性。やたらと子供扱いされることを嫌うところ。時折見せる年長者を思わせる立ち振る舞い。口調。表情。雰囲気。

「…………」

　なるほど、人じん狼ろうの姿の怪物がいるくらいだ。

　成長しない少女。

　そういう『怪物』が存在してもおかしくないのかもしれない。

　目的のアイスクリーム屋に到着したケイトたちは、アイスクリームを購入して夜よる子この待つ広場のほうに引き返した。トリプルに積まれたアイスを両手に１本ずつ、合計４本携えて。

「ケイトさんが焦あせる気持ちはわかります。一刻も早く犯人を止めたい。これ以上の犠牲者が出ることを止めたい。それは僕も夜よる子こさんも同じ気持ちです。しかし、焦あせったところでどうしようもないのも事実です。だからひとまず今は、夜よる子こさんと共にこの町の観光を楽しんでみませんか？」

　アイスクリームが崩れないようにするのに必死なケイトとは対照的に、サトルの手元は不動で器用にバランスを取りながら話している。

「夜よる子こさんは生体兵器として生み出され、長い間研究施設にいました。実験や研究のために何十年も。そして、研究施設を出てから初めて外の世界を知った。あの人は初めて訪れる町やそこで暮らす人々の姿がすべて目新しいのです」

　ケイトは親近感を覚えた。自分も養護施設から離れ、外の世界に出たとき、色んなことに興味を持ったものだ。きっとあのときと同じ気持ちを夜よる子こも抱いているのだろう。

「良ければ夜よる子こさんの観光の案内をしてあげてくれませんか。そして教えてくれませんか。あなたが守ろうとしているこの町や、この町で暮らす人々のことを。顔にも口にも出せないとは思いますが、あの人はきっと喜んでくれますよ」

「……そうね。そういうことなら喜んで」

　ベンチのほうに戻ってみると、夜よる子こはベンチに座り退屈そうに頰ほお杖づえをついていた。ケイトがアイスクリームを差し出すと、それを無言で受け取り、礼も言わず頰張り始める。

　何ともぶっきらぼうな態度だ。とはいえ、これもあえてやっている行動だと思うと、かわいらしく見えてしまう。『嫌いになってあげてください』というサトルからの頼みはどうにも果たせそうになかった。

「あなたたちに協力は惜しまないわ。この町にいる間、あの怪物を倒すそのときまで、私に協力できることがあれば何でも言って」

　ケイトはアイスクリームを黙々と食べる夜よる子こと、それを微笑ほほえましく見守るサトルとを順に見て言った。

「……まあ、とはいえ、あなたたちのような特別な能力のない私には、あなたたちの助けになれることなんてないのかもね」

「いえ。そういうことなら、ありますよ。あなただからこそできることが」

「え？」

　思いもよらぬサトルからの返答にケイトは戸惑う。

「それって一体……？」

「また紹介してください。この町の美お味いしいレストランを」

　サトルのその言葉に合わせるようにぐーという大きな音が鳴った。

　ここに至るまでも散々食べ歩き、たった今も大きなアイスクリームをペロペロと舐なめている夜よる子この腹の音だった。

「噓うそ……でしょ……」

　ケイトは呆あつ気けに取とられるしかなかった。





※






　日が落ちた。

　そろそろケイトが夜よる子こたちと出会ってから24時間が経たつ。つまり、昨夜、アンディが『人じん狼ろう』に殺された時刻になろうとしている。

「今日は一日ありがとうございます、ケイトさん」

　そのタイミングでサトルが深々と頭を下げてきた。日本人は礼儀正しいと聞いていたが、彼は特に顕著に見えた。夜よる子この態度との差で相対的に際きわ立だっているのもあるが。やはりというか、共に行動している間ずっと彼女のほうはまったく愛あい想そがなかった。

「やっぱり地元の方に案内をしていただいて正解でした。お蔭かげで観光が捗はかどりましたよ。初めての町ですから、僕らふたりだけでは迷子になっていたかもしれません。ね？　夜よる子こさん」

　広い町だ。当然一日ですべてを回りきれるわけもなかったが、公共交通機関を使いながら、方々を動き回った。

　実態はほぼ夜よる子このためのグルメツアーであったが。

「おまけに宿まで紹介していただけるなんて」

　サトルは感激してくれているようだが、高級ホテルだとかそんないいものじゃない。

　ここはケイトの自宅マンションである。

　飲み物くらいなら蓄えはあるが、普段外食ばかりでおもてなしのできるような準備も何もないのだ。

　それでも夜露を凌しのげる屋根と暖かいベッドはある。経験上それだけでもとても有あり難がたいことなのだとサトルは語る。そもそもＤ．Ｏ．Ｇは兵器であり、戦場に配備される者。彼らと戦う場所はこんな都会ではなく僻へき地ちであることが多いようだ。

「しかし、本当にご自宅にお邪魔して大丈夫なんですか？　急な話ですしご迷惑では？」

「気にしないでちょうだい。同居人もいないし、何よりあなたたちは私の命の恩人なんですから。さ、遠慮せずどうぞ入って」

　夜よる子このほうは本当に遠慮のひとつも見せずにズカズカと玄関に足を踏み入れる。サトルは「すみません」と一言頭を下げてから追従する。

「へえ。ひとり暮らしという割には、広いお部屋なんですね」

「１年くらい前まで同僚とルームシェアをしていてね。その子は結婚退職して部屋を出ていったけど、私は仕事の忙しさから引っ越しが億おつ劫くうでそのままここで暮らしているの」

　自分もいずれはアンディと──。

　そんな思いもあったが、今となってはもう叶わぬ夢だ。

「そういう訳だし、今は使っていない寝室もあるから、そこで寝泊りしてもらって構わないわ。奴やつを倒すまでこの町に滞在するのでしょ？　明日からこの家を拠点にしてくれればいいわ」

「それは大変有あり難がたい申し出ですが、本当にいいんですか？」

「えっと……」

　ケイトは少し言葉に迷いつつも話すことにした。

「……正直に言うと、あの『人じん狼ろう』が恐ろしいというのが一番にあるわ……。確かに奴やつの目撃者である私は狙われる可能性が高いと思う。そしてあんな怪物に襲われればひとたまりもない。だから、力のあるあなたたちにそばにいて欲しいと思っている」

「そうですね。同じ理由にはなりますが、僕たちもあなたの近くにいておきたい。そういう意味でもとても有あり難がたい申し出です」

　ケイトはかつて同居人が使っていた寝室へと夜よる子こたちを案内する。

「夜よる子こさんはこの部屋を使ってちょうだい。えっと、あなたは……」

「ああ、僕はお構いなく。リビングのソファーでも使わせていただければ十分です」

　ケイトとサトルがそんな会話をしている最中、夜よる子こは案内された部屋のベッドへとフラフラと歩いていく。

　もちろん、夜よる子こにとっては初めて訪れる部屋で初めて触れる寝具だ。しかし、遠慮なく夜よる子こは案内された部屋のベッドに身を投げる。

　そして。

「Ｄ．Ｏ．Ｇが現れたら起こして──」

　それだけ言って目を瞑つぶると、夜よる子こはあっという間に寝息を立て始めるのだった。

　この少女、さっきから一言も喋しやべらないし欠伸あくびばかりしていた。今日一日中結構な距離を歩き回ったのだ。実は相当疲れていたのだろうか。それに観光だとは言っていたが、いつ出現するかわからないＤ．Ｏ．Ｇに対してずっと気を張っていたはずだ。常にその表情は強こわ張ばっていたようにも思う。

　そんな夜よる子こは今、初めて無防備な表情で目を瞑つぶっている。

　かわいらしい寝顔ではないか。

　改めて思う。

　こんな可か憐れんな少女があの『人じん狼ろう』のような怪物たちとずっと戦っているなんて。人々を守るために命を賭けて戦っているなんて。

　労ねぎらいの意味も込めてケイトはそっと掛かけ布ぶ団とんをかけてあげた。それから起こさないように静かにドアを閉めて寝室から出た。

　そんな気遣いは不要なほどに寝入ってはいるように見えたが。

「さてと……。それじゃあ、僕は行きますね」

　サトルはそう言ってさっき入ってきたばかりの玄関へと戻ろうとする。

「え？　ちょっと待って。あなた、こんな時間からどこへ行こうっていうの？」

「もしもＤ．Ｏ．Ｇが出現したときにすぐに現場に向かえるよう外をパトロールしてきます。……できることなら救いたいですからね。殺される前に」

　サトルは力強く言う。

　彼としても不本意なのだろう。町の人間を『餌』に使うようなことは。そして、アンディのような犠牲者をもう出したくないのだろう。目の前で殺されてしまう『あと一歩で救えた命』なんてことはもう沢山なのだ。

　だから、最善を尽くすために躍起になっているのだ。

「その気持ちはよくわかるけど、あなたも少しくらいは休んだほうがいいんじゃないの？　それに、大丈夫なの？　さっきのレストランでも全然食事を取っていなかったようだけど……」

　少なくともケイトの見ている前では、このサトルという男は昼食も夕食も何も口をつけていなかった。町の露店や商店街を訪れたときも、夜よる子こが食べ歩きする横で彼は水のひとつも口に入れていなかったように思う。

「ご心配には及びません。食事も睡眠も僕の身体からだには必要のないものですので」

「生体兵器……だから？」

　ケイトは遠慮がちに尋ねる。死人のような顔で笑顔を浮かべる彼に。

「ああ、僕がちょっと特殊なケースなだけですよ。生体兵器でも基本構造は人間のそれとほとんど変わりありません。普通、食事も睡眠も必要なものです。現に夜よる子こさんも沢山ご飯を食べていますし、今もぐっすりと眠っているでしょ？」

　確かに生体兵器である夜よる子こは人間のそれと変わりなく──いや、とんでもない量の食事を取っている。

「──なにせあの人が、僕の分も食べてくれていますからね」

「え？」

「いえ、なんでもありません。今のは忘れてください」

　──夜よる子こがサトルの分も食べている。

　確かに今、彼はそう言った。

　一体どういう意味なのだろうか。

　サトルは誤魔化すように笑ってそれ以上は答えようとはしなかった。そのまま逃げるように玄関から外へ出ていこうとする。

「戸締りはしっかりしておいてくださいね。いきなりあのＤ．Ｏ．Ｇがこの家を襲ってこないとも限らない。万が一現れたときは夜よる子こさんを起こして助けを求めてください」

「あっ！　ちょっと待って」

　ケイトはサトルがドアノブに手を掛けたところで慌てて呼び止めた。

　さっきの発言も気にはなるが、それ以上にどうしても確認しておきたいことがあったからだ。

「あの……。そもそも犯人は、Ｄ．Ｏ．Ｇは、どうして人を殺しているのかしら？　言っていたわよね、アレは人を殺す怪物だって。だけど、あなたもその……。Ｄ．Ｏ．Ｇ……、なのよね……？」

「ええ。そうですね。僕も同じように『加工』されて造られた生体兵器ですから」

　サトルは言いながら自身の顔の傷を擦る。

「でも、あなたは人を殺していない。むしろ、人を守ろうとしている側なのよね」

「語弊があったかもしれませんね。Ｄ．Ｏ．Ｇだからといって必ずしも人を殺すわけではありません。兵器として戦場に配備された者以外は」

「どういうこと？」

「そもそも生体兵器は非合法の代物です。極秘裏に開発が進められたため、中には無理やりＤ．Ｏ．Ｇ開発の被験者にされた者もいる。研究施設に拉致されたり、治験のアルバイトだと騙だまされて『加工』されたり。ほとんどは『失敗作』となり死亡しましたが、実験台にされたことも知らないまま野に放たれた人々もいました。自分が『加工』されたことも知らないまま」

「……それじゃあ、自覚なくＤ．Ｏ．Ｇになった者もいるということ？」

「はい、その通りです。彼らは無自覚のまま常人にはない力を身に付けてしまったのです。そんな人間が世界中に存在している」

　まるで見えないウイルスの感染者のようだ。

　道ですれ違った人間が、職場の同僚が、隣人が、あるいは恋人が──。

　そこらにＤ．Ｏ．Ｇかれらは潜んでいる。

　誰もが知らずにいるのだ。

　いつの間にか、いつの頃からか、そんな狂った世界が出来上がっていたことに。

「彼らはいわば『被害者』です。しかし、ちょっとした弾みで『加害者』にも成り得る。その力に気づいたとき、それを己の欲望のために使おうとする者もいるでしょう。お金のため。私利私欲のため。──誰かの命を奪うため」

　ケイトは息を吞のむ。

「ただ、それは人がする殺人と変わらない。『動機』と『手段』を得たとき、人は人を殺す。今回の場合、『手段』がＤ．Ｏ．Ｇの力だったという話です」

「この犯人もその『手段』を得てしまった故に殺人に手を染めた……？」

「ええ。『動機』については僕らの手の及ばぬところですが」

「…………」

　ケイトにはずっと『迷い』があった。

　その『迷い』のために彼らには打ち明けていない事実があった。

「……多分、私には『動機』がわかるわ」

　ケイトは今ここでその事実を話してみることにした。

　この青年がどんな反応を見せるのか窺うかがうために。

「この一連の連続殺人の被害者たち。実はある『共通点』があるの」

「……共通点？　確か無差別殺人だという話では？」

「ええ。警察の発表上はね。けど、この町の人たちはきっとみんな気づいているでしょうね。──彼らがみんな『裁きを受けなかった悪人』だということを」

　サトルはケイトの語りを黙って聞き入る。

「たとえば最初の犠牲者はマフィアの幹部だった。これはわかりやすいわね。ドラッグや暴力、違法な商売に手を染めていた悪人よ。凄惨な殺人現場だったこともあり、初めはマフィアの抗争によるものだと思われていたわ。だけど、暫しばらくすると、同じ手口でカタギの人間も殺されるようになっていった。所属も職業も異なる者たちよ。でもね、彼らは過去に何かしらの犯罪行為に手を染めた者ばかりだったの。中には私が逮捕した人間もいたわ。しかし、彼らは皆、証拠不十分だとかで無罪、あるいは裁判にすらならなかった者たちだった」

　金の力。権力の力。弁護士の力。

　そういったもので彼らは──『悪人』たちは罪から逃れてみせたのだ。

「……そして昨夜殺された私の相棒。アンディ」

　ケイトは悄しよう然ぜんとした面持ちを作る。これは特に打ち明けることに躊ちゆう躇ちよを覚えていたからだ。

「彼にはね、汚職の嫌疑があったの。犯罪者たちが逮捕されないように便宜を図り、高額の賄賂を受け取っていたというね。しかし、明確な証拠がなく、捕まることはなかった。だからもしも事実なら、彼も『裁き』の対象になり得るわ。『悪』の片棒を担かついでいたのだから」

　ケイトの部屋にあるレターケースに挟まれた新聞の見出し。

　そこにはこう書かれていた。

『──またも正義の鉄てつ槌ついか』

「なるほど。あのＤ．Ｏ．Ｇは、この町の法で裁かれなかった悪人を殺して回っているということですね。それが奴やつの『動機』ですか」

　サトルは興味深そうに言った。

「かもしれない。いえ、きっとそうよ。町の人々の中には、この正体不明の殺人鬼を『正義の味方』とする声も上がっている。……正直に言うわ。私はそれを捕まえることにずっと迷いを覚えていたの」

　ケイトはこれまで警察官として『正義』のために活動してきた。しかし、いつも疑問を抱いていた。狡こう猾かつに法の裁きを潜くぐり抜ぬける者たちが存在することに対して。

　何な故ぜ、この者たちは裁かれないのだと。

　自分だけではない。この町に暮らす多くの人間がそう思っていたはずだ。

「警察官である私ですら殺意を覚えるような連中もいたわ……。許されるなら私が手を下したい。そんな風に思ってしまうような者たちよ。たとえば遊びでホームレスを嬲なぶり殺ごろしにしておいて不起訴になった富豪の息子。親の力によって、罪から逃れてみせたの。人を殺しておいて、警察署にいるとき、ずっとヘラヘラと笑っていたわ」

　署内で見たあの男の顔は今でも忘れられない。

　アレを『悪』と言わずして何を『悪』とするのだ。

　あの『人じん狼ろう』が殺したのは、皆、そういう連中だ。

「わかる？　あの『人じん狼ろう』は罪なき者には手を出さず、悪人しか殺していないのよ。……もしも、あの『人じん狼ろう』が悪人を裁くために戦う『正義の味方』だとしても、それでもあなたたちは奴やつを止めるために殺すっていうの？」

　ケイトはサトルに恐る恐る尋ねる。

　彼を試すように。

　すると。

「はい。殺しますよ。『動機』なんて関係ありません。僕たちが問題視するのは『手段』のほうだけです。相手がＤ．Ｏ．Ｇであり、その力で人を殺した以上は殺す。それだけです。それまではこの町を離れるつもりはありません」

　一切の躊ちゆう躇ちよのない返答が返ってきた。サトルはまるで前もって準備していたかのようにスラスラと言ってのけてみせたのだ。

「……そう、迷いはないのね。私とは違って」

「ええ。夜よる子こさんも同じことを言うと思いますよ。それに、たとえあのＤ．Ｏ．Ｇが悪人ばかり殺しているのだとしても、僕は『正義の味方』だとは到底思えません」

「それはどうして？」

「殺したいほど憎い相手がいる。広い世の中、そういう人間はきっと珍しいものではありません。それでも実際に人を殺す人間はいない。もしも、実際に殺したのなら、そいつはもう人間ではない。殺意を抑えきれず本当に誰かを殺したとき、そいつは『人間』ではなく『怪物』になるのです」

「…………」

「Ｄ．Ｏ．Ｇにされた者は怪物のような力を持っていますが、その存在自体は『怪物』じゃない。その力を『手段』として人を殺した者が『怪物』なんです。まさしくこの連続殺人事件の犯人のことです。どんな理由があろうとも、人を殺した時点でそいつに正義なんてない。僕はそう思います」

「……だけど、その理屈で言うなら、あなたたちにも正義がないことになるわよ。連続殺人を止めるためにその犯人を殺すというのなら」

「そうですね。僕らのやっていることはこの犯人と変わりありません。昼間、夜よる子こさんも言っていましたよね。『私たちは正義の味方なんかじゃない』って。あれについては本音ですよ。僕たちは法に則のつとっている訳でもないし、私刑を行っているに過ぎない。法律に当てはめればただの殺人犯です。Ｄ．Ｏ．Ｇも法的には『人間』なんですからね。ただ、法律では止められない彼らを止める能力ちからがあるから戦っているんです」

「……………………」

「正義か悪で分類するなら、僕らもあの『人じん狼ろう』のＤ．Ｏ．Ｇも悪ですよ。ですが、僕も夜よる子こさんもその自覚をもってこれまでずっと戦ってきました。人々から受ける非難も軽蔑もすべて受け入れたうえで。悪として悪を討つ。それが僕らの戦いなんです」

「…………………………………………」

　今の問答でケイトにもよく理解できた。

　彼らが強い信念の下にＤ．Ｏ．Ｇたちと戦っていることを。

　もしかしたら、Ｄ．Ｏ．Ｇに家族を皆殺しにされたという過去もかかわっているのかもしれないが、サトルの決意はケイトの思った以上に固いようだ。

　ケイトが何を言おうが、どうしようが、あのＤ．Ｏ．Ｇと戦うのだ。これまでも、これからも、そうやって戦い続けるのだ。

　彼らは否定しているが、それもまたひとつの『正義』なのだろう。

　ただ、それを確認できたことで、ようやくケイト自身、しっかりと腹を決めることができた。

「……そう。わかった。なら、私もあなたたちに倣ならって覚悟を決めるわ。戦う覚悟を」

　ケイトは決意を込めてグッと拳を握る。

　彼らに負けないような決意を込める意味で。

「一緒に止めましょう。あの『怪物』を。アンディを殺したあの『悪人』を。この町の人々のために」

　そして堂々と宣言してみせる。

　すべての人間を救う。それができればもちろん万々歳だ。幼い頃のケイトならそれを望んだだろう。ただ無邪気に正義のヒーローに憧れていた頃のケイトなら。

　しかし、もう大人だ。だから、理解できる。

『正義』を果たすためには、相応の『犠牲』が必要なのだ。

　もう迷いはない。

　とはいえ。

「……ごめんなさい、私も今日のところは休ませてもらうことにするわ」

　体力には自信があるが、ケイトもクタクタだった。何せアンディが死んだ昨晩から24時間以上動きっぱなしなのだ。心も体も疲弊している。夜よる子このように今すぐにでもベッドに身を投げて深い眠りにつきたかった。

「ええ、そうしてください。僕は外を見回りに行ってきます。くどいようですが、戸締りはしっかりとお願いしますね」

「わかってるわ。あなたも気を付けてね。……あなたには死んで欲しくないから」

　サトルはケイトを安心させるように微笑ほほえみかけ、そのまま部屋を出ていった。

　本当に爽やかな好青年である。もしも彼が普通の人間だったら、もしも普通に出会っていたら、惹ひかれていたのかもしれない。

　──アンディと同じような特別な関係になろうとしたかもしれない。

　そんなありもしない幻想を抱きながらベランダに出ると、ケイトは道路のほうを見下ろし、サトルが向こうに歩いていくのを確認した。

　彼はケイトの自宅マンションからどんどん離れていく。

　それを見てケイトはふーっと大きなため息をついた。

　身体からだが重い。

　ベッドが恋しい。

　しかし、眠るのはもう一仕事してからだ。

　そう思いながら、ケイトは夜よる子この眠る寝室へと向かった。彼女を起こさないようにとゆっくり扉を開く。

　夜よる子こはさっき見たときと変わらず寝息を立てている。

　ケイトはやはり起こさないようにゆっくり、慎重に近づき、彼女の枕元に立つ。

　それからじっくりと観察する。

「…………ああ」

　感嘆の声を小さく漏らす。

　見れば見るほど本当に美しい少女だ。

　ああ、美しい。何と美しいのだ。

　良からぬことを考えてしまうほどに。

　何な故ぜだろう。すごくこの少女が愛いとおしい。

　自分はおかしくなってしまったのだろうか。

　顔を至近距離まで近づけてみる。唇と唇が触れるか触れないかレベルまで。

　それでも夜よる子こは動く素振りも、何の反応も見せない。完全に眠っているようだ。もし寝ている振りをしていたら何らかの反応をみせているはずだ。

　それを確認したケイトは。

　彼女を殺した。

　なるべく痛みを与えないつもりで、一撃で首と胴体を切り離してみせた。

　巨大な『爪』を使って。

　びちゃり。

　びちゃり。

　びちゃり。びちゃり。びちゃり。

　びちゃり。びちゃり。びちゃり。びちゃり。びちゃり。

　少女の血が部屋の壁や床に飛び散った。ベッドのシーツが赤く染まる。太い血管の詰まった首を切断したのだ。当人の心臓はまだ把握していない。変わらず全身に血液を送ろうと動き続け、結果、噴水のように切断面から赤い液体が噴き出し続ける。

　その光景をケイトは目に焼き付けながら、切り離された小さな頭部をそっと枕元に置いた。胴体を失った夜よる子この表情は目を瞑つぶったまま安らかだった。

　眠ったまま自分が逝いったことにすら気づいていないようだった。

　そう、殺した。

　殺したのだ。

　私はこの愛いとしい少女を殺したのだ。

　昨夜、アンディが死んだときの光景が頭をよぎる。目の前で愛いとしい彼が『怪物』に殺される瞬間のことを。

　アンディは最さい期ごの最さい期ごまでその『怪物』がケイトだと気づくことはなかった。

　きっと忽こつ然ぜんと現れたように見えただろう。さっきまで隣にいた愛する女が人じん狼ろうのような姿の怪物に変身したなんて、あの男の常識では考えられない事態だったことだろう。

　それでもアンディは即座に拳銃を取り出してみせた。

　さすがベテラン刑事だ。多くの凶悪事件に関わり、ときには死線を潜ってきただけはある。明らかな不測の事態に対して冷静さを欠かずに「止まれ」とまずは警告を入れてみせた。

　その『人じん狼ろう』の怪物が警告に応じないと見るや、動きを止めるために太ふと腿もも目掛けてトリガーを引いた。
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　しかし『人じん狼ろう』の肉体には銃弾程度では傷を付けることもできなかった。『人じん狼ろう』が歩みを止めることはなかった。

　そして、彼は叫んだ。




『ケイト、逃げろ』




　その場に『ケイト』の姿がないことに彼は気づいていなかった。

　何とも滑稽だった。アンディは愛する者を守るために、愛する者に何度も発砲を試みたのだ。

　それでも『人じん狼ろう』は臆することなく牙を剝むき出だしにしてアンディに飛び掛かった。

　そうだ。銃弾すらものともしない圧倒的なパフォーマンス。それをこの『状態』のケイトは持っている。『素』の人間が敵かなうはずもない力。それを彼女は有している。

　だが。

　それをこの小さな少女は凌りよう駕がしてみせた。

　筋肉を、人骨を、容易たやすく斬り裂く鋭い『人じん狼ろう』の爪を、か細い腕で払はらい除のけてみせたのだ。その華きや奢しやな身体からだには不釣り合いな大きな斧おののようなもので斬り殺そうとしてきたのだ。

　そして、いずれ『真実』に辿たどり着ついていただろう。

　愛するパートナーを殺された悲劇の警察官こそがこの『人じん狼ろう』の正体だと。

　だから、こちらからケリをつけるしかなかった。いずれこの子たちは自分の正体に気づき、今度こそ自分を殺す。そうさせないための『手段』がこれだ。

　びちゃり。

　びちゃり。

　びちゃり。びちゃり。びちゃり。

　びちゃり。びちゃり。びちゃり。びちゃり。びちゃり。

　かわいらしい少女にしか見えないが、彼女も自分と同じ『怪物』なのだ。そう思ったケイトは、念には念を入れて、何度も何度も爪を立てた。

　美しい少女のはらわたを引きずり出す。

　血の色も、内臓すらも美しいと錯覚してしまう。しかし、実際は違いなんてほとんどない。男も女も、美しい少女だろうが、心の腐った悪人だろうが、みんな『中身』は同じだ。赤黒いジャムのようなものが次から次に中から出てくる。

　ツンと鼻を刺す臭いがする。

　同じ臭いだ。

　アンディを殺したとき。

　悪人を罰したとき。

　いつもこの臭いがした。

「ごめんね。ごめんね──」

　ケイトは涙を流し謝罪する。

「ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね。ごめんね──」

　もう二度と目を覚まさない少女に向かって心からの謝罪を何度もする。その言葉とは裏腹の行為を何度も行う。

　小さな少女の肢体を細切れにする。

　もうとっくに鼓動のない胸を何度も引き裂く。

　ほんの１日行動を共にしただけなのに、彼女に愛着心を抱いていた。悪態ばかり吐つく彼女が愛いとおしく思えていた。

　それをこの手で殺す。

　ああ。

　──何と心地いいのだ。

　だって今自分は『正義』を遂行しているのだ。

　正義を果たすために自分の愛する者を壊す。

　正義のために哀かなしみと咎とがを背負う。

　アンディを殺す瞬間もこれを味わった。

　至福を感じる。

「ふふ……」

　だから涙と共につい笑みが零こぼれてしまう。

　もう少し悦に入りたい気分だったが、それほど時間は許されていないだろう。

　そう思った『人じん狼ろう』は、肉塊となった少女をその場に残し、扉を使わず窓から部屋を出た。

　そして、楽々と壁をよじ登り、マンションの屋上へと出る。

「ふふ……。ふふ……」

　おそらくもうやってくる頃合いだ。迎え撃つ準備をしなければ。夜よる子こたちの話が本当ならもうとっくにここにいることには気づいているはずだ。

　来た。




「──あなたが犯人だったんですね。ケイトさん」




　ケイトが屋上に辿たどり着ついたのとほぼ同時だった。

　あの男が──サトルが立っていた。

　彼はビルとビルとを跳び移ってここまでやってきたようだ。鮮やかなジャンプでこの屋上に着地してきた。まるでヒーローの登場の仕方だ。それに、きっと傍はたから見れば、向こうがヒーロー側なのだろう。

　醜悪な自分の『人じん狼ろう』の姿と比較すると。

　鏡で数回見てからはなるべく直視しないようにしてきた。それでも一生忘れることのできない自分の『怪物』の姿と比較すると。

　ケイトとサトルのふたりの『怪物』は、夜空の下で対たい峙じする。

「その臭い。その血は夜よる子こさんのものだ。この状況で夜よる子こさんを殺せたのは、ケイトさんしかいない。つまり、人狼あなたの正体は、ケイトさんだ。……そうですね？」

　右腕を返り血で染める『人じん狼ろう』を見ながらサトルは言った。

「……へえ、臭いでわかるの。Ｄ．Ｏ．Ｇいぬだから、かしら」

　人の言葉を話すために『一部』を人の姿に戻してケイトはサトルに向かって言った。

「そんなに鼻が利きくのなら、どうしてさっさと私を殺さなかったの？　とっくに私の正体に気づいていたのではなくて？」

「いえ、それは不可能です。あなたは完璧にそのＤ．Ｏ．Ｇとしての『気配』を消していましたから。あなたは普段、Ｄ．Ｏ．Ｇの力を使うことがなかった。だから、僕たちがあなたの正体を看破することはできなかった」

　今なら彼らの話がよくわかる。Ｄ．Ｏ．ＧはＤ．Ｏ．Ｇの『能力ちから』を使う者の気配を感じ取れるのだ。今、ケイトはこの男が近づいてくることをはっきりと感じ取ることができた。サトルは、昼間、見せることのなかった驚異的な跳躍でここまでやってきた。

　それは即すなわちＤ．Ｏ．Ｇとしての『能力』を使ったということ。

　思えば昨日の夜もそうだった。アンディを殺害しているときに妙な気配の接近を感じ取った。それがあったからこそ、いきなり現れた夜よる子こからの不意打ちを防ぐことができた。

　この感知能力がなければ、昨日の夜の時点で自分は夜よる子こにあの大きな得物で首を斬り落とされていただろう。

　そうなればいくら強きよう靭じんな怪物の肉体でも命を落とす。

「僕たちはあなたがＤ．Ｏ．Ｇである証拠を何ひとつ有していなかった。あの場から逃げ去ったあなたは人じん狼ろうの姿を解き、繁華街に逃げ込んだ。そのことで僕たちは完璧にあなたのことを見失っていたんですからね。あなたが何食わぬ顔で現場に戻ってきて、殺された刑事の相棒であることを告げたときも、僕たちはあなたがあの『人じん狼ろう』だとはわかっていなかった」

　サトルは語る──。

「しかし、疑うことはできた。状況証拠だけでみれば、あなたが犯人である『可能性』があったのだから」

　今は右半身だけを『人じん狼ろう』の形に『変異』させているケイトを見ながら。

「あなた、言っていましたよね。アンディさんとふたりで捜査をしているときにあの『人じん狼ろう』に襲われたのだと。しかし、一連の連続殺人、必ず被害者はひとりだった。そして犯人の目撃例はひとつもなかった。何な故ぜならこの『人はん狼にん』は、被害者と一対一にならなければ正体を見せないからです。つまり、あなたが『人じん狼ろうにアンディさんが殺される瞬間』を目撃できるはずがないのです」

　その通りだ。

　これまでケイトは一度も犯行を第三者に目撃されたことはなかった。

　昨夜だってそうだ。

　昨夜はアンディと捜査の途中、人目のない高架下を訪れた。そこでケイトは先立ってのアンディの汚職疑惑についてを追及した。

　彼は悪びれる様子もなく汚職は真実であることを告げた。

　──当たり前のことだ。みんなやっている。もっと上の連中も。だから誰もオレを捕まえることはできない。

　それが彼の答えだった。

　──わかってくれ。オレはキミとの将来のためにやっている。ふたりの幸せのためには金が必要なんだ。オレはキミのためにやっているんだ。

　その言葉が引き金だった。

　はっきりと理解した。

　彼は『悪』そのものだ。

　彼が次の『裁き』のターゲットだ。

　そう確信したケイトはたちまち『変身』して愛する人を殺した。

　いつもの手口でだ。

　当然、現場にはこれまでと同じ痕跡が残り、同一犯がやったとされるだろう。そして人々はまた噂うわさする。また悪を裁く『正義の味方』が現れたのだと。

　だがそのとき、これまでにはなかった不測の事態が起こった。

　突然、サトルと夜よる子このふたり組が殺害現場に現れ、人じん狼ろうの姿を見ても逃げるどころか襲いかかってきたのだ。

　すぐに理解した。彼らが『普通』ではないことを。何な故ぜか彼らは自分のような『怪物』の存在をよく知っている。二対一では勝ち目のない力を持っている。

　だから一瞬の隙を突き、ケイトは大通りのほうに逃げて『人』の姿に戻った。夜間でもそこには多くの人々が行き交っており、夜よる子こたちは『人じん狼ろう』の姿を見失った。

　そして、夜よる子こたちの先回りをしてアンディの死体の場所に戻り『被害者』の振りをする。そうやって『目の前で相棒が怪物に襲われ、それを隠れて見ていた』ということにしたのである。現場に戻ってきた夜よる子こたちは、死体の前で震えるひとりの女性を発見することになる。

　そのとき、ケイトは彼らに言った。

『怪物から助けてくれてありがとう』と。

「……なるほどね。あなたたちはあの時点から私に疑いを持っていた。それで私がボロを出すまでずっと見張っていたのね。そのために私とずっと行動を共にしていた」

「その通りです。あなたが犯人である可能性は半々でしたから。今回、たまたま犯人が一対一でしか手を出さないというルールを破った可能性がありましたからね。あなたが『善良な市民』である可能性が少しでもある以上、僕たちは手出しができなかった」

　ケイトが『人じん狼ろう』であれば監視ができる。

　ケイトが『人じん狼ろう』でなければ護衛ができる。

　どちらにせよ、サトルたちはケイトをそばに置く必要があったわけだ。

「しかし、わからない。何な故ぜあのまま身を隠さなかったのですか？　あのとき、僕たちは完全にあなたを見失っていました。わざわざ現場に戻ってきて、僕たちの前に現れる必要はなかったはずだ。僕たちがすぐにあなたの正体に気づき、襲い掛かっていたかもしれないのに。何な故ぜそんなリスクを負ってまで、あなたは僕たちに近づいたのですか？」

「必要ならあったわ。あなたたちの──いえ、私の『正体』を知る必要が」

　ケイトは苦く悶もんの表情で話す。

　自分の『人じん狼ろう』の腕を見つめながら。

「ずっと知りたかった……。この力は何なのか。自分が何者なのか。あなたたちなら知っているんじゃないかって。あなたたちも私と『同じ』だと思ったから。だからそれを聞き出すためにあなたたちに近づいたのよ」

　ある日、突然、ケイトに目覚めた能力ちから。

　いや、気がついたと言ったほうがいいか。

　自分には普通の人間にはない能力がある。

　自分には『正義のヒーロー』になれる資格がある。

「そう、Ｄ．Ｏ．Ｇ、ね……。それがこの能力ちからの正体。知らなかったわ。いつの間にか私も『加工』されてしまっていたわけね」

　サトルから聞かされた話と、自分の過去とを照らし合わせることで、ケイトはすべてを悟っていた。

　思い出す。

　幼少期を過ごした養護施設のことを。

　夜な夜な打たれる注射。病気の治療のためだと聞かされていたが、いつもあれを打たれる度に身体からだに違和感や倦けん怠たい感かんを覚えていた。

　少しずつ減っていく子供たち。兄弟姉妹のように一緒に施設で過ごしていた仲間が何の前触れもなくいなくなる。施設の職員たちは里親が見つかったのだと説明してきた。

　理解した。

　あれは『そういうこと』だったのだ。

　あの養護施設自体がＤ．Ｏ．Ｇを造るための実験場。打たれた注射はＤ．Ｏ．Ｇに『加工』するため。子供たちがいなくなったのは里親に引き取られたのではなく『失敗』したため。施設への莫ばく大だいな寄付金はどこからか流れてきた兵器開発のための研究費だったのだ。

　子供たちの中でケイトはＤ．Ｏ．Ｇとして適応していた。研究データが十分取れていたからなのか、Ｄ．Ｏ．Ｇとして目覚めていることに気づかれていなかったのか、理由は定さだかではないがそのままケイトは施設から外の世界に放たれた。

　そして、ある日、何の前触れもなく気がついた。

　自分の『能力』に。

　天から与えられた神のパワーかと思っていたのに。

　まさか『兵器』だったとは。ただの『実験サンプル』だったとは。

　そんなの、ロマンティックさの欠片かけらもないではないか。

『変身』したときのこの『人じん狼ろう』の姿も大嫌いだった。正ヒー義ローというよりは悪ヴイ人ラン。だからこそ、誰にも姿を見られないようにターゲットを殺してきたのだ。

　怪物の姿を見せないことで正義のヒーローで居続けるために。

　人は見た目で人を判断する生き物なのだから。

「ケイトさん。あなたはあなたなりの『正義』のためにこの町の『悪人』を殺してきた。それがこの一連の殺人の動機ですね」

「その通りよ。もうすべてあなたに語った通り。この町の人々を食い物にするクズどもを始末してきたの。この町の人々を守るためにね」

「賛同はできませんが、理解はできますね」

「でしょ？　あなたたちも『同じ』なんだから、わかるわよね？　悪を止めるには悪そのものを滅ぼすしかない。だからあなたたちも世界を旅してＤ．Ｏ．Ｇを始末してきたのでしょ？」

「いえ、同じじゃありませんよ」

　そこまではサトルは、昼間見せてきたのと同じ、穏やかな面持ちを維持していた。

　だが。

「──あなたは夜よる子こさんを殺したんですから」

　そこからは、これまでケイトに見せたことのないような歪ゆがんだ表情を作っていた。

「この町にのさばる悪人たちを裁いてきた。それは百歩譲って理解できます。自分の信じる正義を果たすために愛していた人間すらも裁いた。ある意味賞賛に値する。ですが、何な故ぜ、夜よる子こさんを殺したのですか？　自分の保身のために邪魔者を消す。それがあなたの考える『正義の味方』なのですか？」

「あなたたちも『悪』だと判断しただけのことよ。あなたたちがこの町で監視を続ける限り、私は新たに『悪』を罰することができない。私が殺されてここからいなくなれば、またこの町で『悪』が蔓延はびこってしまう。それを止めるための処置よ」

「あなたが僕たちに近づいたのは、自分の力の正体を探るためと、もうひとつ。僕たちの寝首を搔かくタイミングを窺うかがっていたからですね。一緒に行動することで、どちらかとふたりきりになるチャンスをずっと窺うかがっていた」

「ええ。昨夜、あなたたちと一戦交えたとき、ふたり同時に相手して殺すのは不可能だと判断したから。どちらか片方でも始末できれば勝つ見込みがある。そう思ったの」

　ケイトは身構える。

　目の前の男を殺すために。

　もう覚悟はできている。この青年と相あい容いれないのは部屋での会話で確認できている。ケイトがいくら自身の『正義』を主張しても彼は否定してくるだろう。

　ケイトがＤ．Ｏ．Ｇである限り。

　彼らを殺すか殺さないか、ケイトはずっと迷っていた。彼らと行動を共にしたのはそれを見極めるためという理由もあった。

　だがもう迷いはない。

　自分が殺されるのを止めるために、この先も正義を遂行するために、彼らの息の根を止める。

　もう既に夜よる子このほうは殺してしまったのだ。

　後戻りはできないし、する気もない。

「疑っていた相手とふたりきりにするなんて迂う闊かつ過ぎよ。それもあなたにとって大切な人を」

　──すぐにあなたもあの子のあとを追わせてあげる。

　そんな台詞せりふが頭をよぎったが、それじゃあまるで『悪人』側の台詞せりふだと思い、口には出さなかった。

「迂う闊かつとは違いますよ。一対一になることを望んでいたのは、僕たちのほうもです。そうでもしないとあなたは正体を現さないと思いましたからね。あなたがあなたなりのルールで動いているのはわかっていましたから。一対一にならない限り、絶対に正体を見せないというね。ならば、僕たちのどちらかがあなたと一対一になるしかなかった。無防備な姿を晒さらして僕たち自身が『餌』になるほかなかった。この町の人たちを守るためには」

　サトルの表情は歪ゆがんでいる。

　しかし、それは大事な人が殺された怒りだとか悲しみだとか、そういうのではなかった。

　まるで、目の前の『人狼ケイト』に哀れみを向けるかのようだった。

「もはや言い訳はできません。『現行犯』です。あなたは夜よる子こさんを殺した。それが、あなたがこの一連の連続殺人事件の犯人であるＤ．Ｏ．Ｇだという動かぬ証拠だ。そして、昨日のようにはいかない。今度はあなたを逃がさない」

「そうね。もう言い逃れはできないわね。私がこの一連の事件の犯人。愛するアンディを殺した犯人。そしてそれを知るのはこの世であなたひとりだけよ──」

『人狼ケイト』は一瞬その場で跳躍する。

　それで弾みをつけると。

　瞬まばたきする間もなくサトルの至近距離に近づき。

　彼の腹に爪を突き立てた。

「うっ……」

『人じん狼ろう』の瞬足に対してまったく反応できていない。サトルは防御の姿勢を取る暇もなくその攻撃をモロに喰くらった。長く鋭い爪の先が腹筋にめり込み背中にまで達する。

　やはりだ。確かにサトルも夜よる子こも強い。それは昨夜交えた一戦で十分理解しているし、彼らの力量は把握できている。

　一対一なら負けないことも把握できている。

　だからこそ、ずっとこうして一対一になる機会を窺うかがっていたのだ。

　さようなら──。

　あとはいつものように首に喰くらい付つき、トドメを刺しに──。

「言いましたよね──」

　え。

　なんだ。

　なんだこいつ。

「今度はあなたを逃がさないって」

　こいつ、何を考えているんだ。

　普通の人間なら、突き刺さった爪から逃れるために後ろに退こうとするだろう。だが、この男は逆だ。一歩、二歩と前に踏み出し、より深く爪を腹の中に食い込ませようとしてくる。

『異常』を感じたケイトは離れようとするが、その場から動けない。まるでセメントで固められたかのようだ。爪を抜き取ろうとしてもサトルの身体からだから離れられない。

　彼は宣言通りケイトを逃さないために彼女の身体からだを押さえつけているのだ。自ら爪で貫かれることによって。

　そして『異常』はさらに続く。




「──死んでもそいつを離すんじゃないわよ。サトル」




　感じたのは例の『気配』だった。

　ケイトは恐る恐るそっちのほうを振り向いた。

「…………なんで」

　首をはねたのに。

　全身を細切れにしたのに。

　心臓を潰したのに。

「…………なんでよ」

　どうして。

　なんでだ。

　なんで。

　なんでさっき殺した夜よる子こが当たり前のように立っているのだ。

　夜なのに、雨も降っていないのに、傘を差して。昼間と変わらない立ち振る舞いで。引き裂いた衣服もそのままだ。衣服はまだわかる。替えの服はトランクの中に入れていると聞いていたし、着替えれば済むだけの話だ。

　だが、肉は。骨は。飛び散った血は。

　なんで全部元通りになっているのだ。

　悪ゆ夢めを見せられているのか。それとも殺したあの場面が幻ゆ想めだったのか。

　そんな訳ない。殺したのに。この手で殺したのに。泣きながら、泣きながら殺あやめたのに。

　なんで。なんで。なんで。

　ケイトは理解していた。

　もうすぐ夢から覚めることに。




　最初に人を殺してしまったあの日から見続けているこの夢から。





※






　夜よる子こは苛いら立だっていた。

　目の前の『殺人鬼』に対して。

　何より自分に対して。

　昨晩、こいつを取り逃がしてしまったのは完全に自分の落ち度だ。長旅の道中で『食事』も満足に取れていなかった故、万全でなかったのはあるが、そんなことは言い訳にできない。

　この町を訪れた直後にＤ．Ｏ．Ｇの気配を感じたが、現場に急行した時点で既にＤ．Ｏ．Ｇは人間を殺あやめていた。目の前の救えるはずの命を救えなかった。それだけでも十分な失態だったが、まさかみすみすＤ．Ｏ．Ｇを取り逃がしてしまうとは。

　さっき『人狼こいつ』から受けた『痛み』はその罰だと思うことにしよう。

　いつも通り『修復』はあっという間だった。細胞の修正。超回復。これが夜よる子この生体兵器としての『能力ちから』のひとつ。この身体からだを構築する細胞は『元通り』になろうとする。だから、一生この姿から成長できないのだ。ある意味『呪い』とも言える。

　それに、受けた傷は元通りにはなるが痛みはある。さっき心臓を潰されたときの感触がまだ少し残っている。幻肢痛というやつだ。ガラスを擦る音を聞かされているような不快感が心の臓の深いところに残っているのだ。『殺される』ところまでは計画の内だったが、ここまで切り刻まれるのは想定外だった。この女、やることがめちゃくちゃだ。

　Ｄ．Ｏ．Ｇや並の生体兵器なら何回も『死んで』いただろう。

『世界最高の生体兵器』と称される夜よる子こでなければ『死んで』いただろう。

『人狼ケイト』は夜よる子こが屋上に登場してからずっと目を見開いて驚いている。しょうがない。殺したはずの相手が平然と立っているのだから。それは夜よる子こにとってはこれまで何度も見てきた表情だった。Ｄ．Ｏ．Ｇとの戦いの度に。あるいは旅先で出会った暴漢に乱暴されたときなんかに。

　その度に、彼らはこういう表情をしてきた。

　いくら傷つけても、傷つかないのだから。

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァ……！」

　ようやく自分の置かれた状況を理解したのだろう。

　呆ぼう然ぜんとしていた『人狼ケイト』が絶叫する。

「ハナセッ！　ハナセッ！　ハナセッ！　ハナセッ！　ハナセッ！　ハナセ──」

　響くのは女性の悲鳴と獣の咆ほう哮こうとが混じった不協和音。

『人狼ケイト』はジタバタと激しく暴れ回る。必死にサトルの腹から爪を抜き取り逃げようとするが上う手まくいかない。サトルが彼女の身体からだをしっかりと押さえつけていた。

　自らの肉体を犠牲にして。

　こうなっては昨夜のような逃げ足はもう使えない。

　狩るのも容易たやすい。

「変に抵抗しないほうがいいわ。痛みは一瞬よ」

　夜よる子こは差していた洋傘を閉じ、その先を突きつけて言った。『人じん狼ろう』はサトルの肩に嚙かみついたり、足を踏み付けたりして彼の身体からだをなんとか引き離そうとしている。

　それでもサトルは決して彼女を離さない。

　どんなに傷つけられようとも。

「くそっ！　くそっ！　この、怪物め！　怪物め！　怪物め！　怪物めぇぇぇぇぇぇ！」

　いくら身体からだをズタズタにされても自分を離そうとしないサトルに対して言っているのだろうか。さっき自分が殺したはずなのに平然としている夜よる子こに対して言っているのだろうか。あるいはその両方だろうか。

「……いいえ。『怪物』はあなたのほうよ。Ｄ．Ｏ．Ｇの力を使って人間を何人も殺してきた、あなた」

　そう言って夜よる子こはジリジリと距離を詰める。

『正義』を罰するために。

　夜よる子こは傘から『武器』を取り出す。

　夜よる子こが常に持ち歩く傘それは、特殊な変形機構を持つ仕込み傘。日中、町中で持ち歩いていても目立たないし、いつでも手元に置いておける。背が低く手の短い夜よる子こにとって相手の間合いに入ることは苦手な分野。それを補うためにはこういう長物の類は重宝する。

　傘の生地部分が曲線を描くようにして刃に変わる。現れたのは、小さな少女には不釣り合いな大きな刃。

　Ｄ．Ｏ．Ｇを刈り取るための大鎌だ。

　月夜に照らされ妖しく光る。

「違う！　私は『怪物』なんかじゃない！　私が殺したのはこの町の人々を踏ふみ躙にじる悪人だけだった！　そうよ、『怪物』は彼らのほうよ！　人々を苦しめ脅おびやかす彼らが『怪物』！　私はこの町に巣食う『怪物』たちを殺して回っていただけなのよ！」

「あなたの主義主張はあなたのものよ。あなたがどんな思想を持っていようとも、別に否定をしようなんて思わないわ。あなたを支持する人間もいるでしょう。それこそあなたを正義の味方だと称たたえる人間もいるでしょう。けどね──」

　夜よる子こはギリッと歯を食いしばる。

　そして。

　叫んだ。

「他人にお前の『正義』を押し付けるな！　お前の『正義』を誰かに強要するな！　お前の『正義』のために他人の命を奪うな！」

　言ってから、ああ、ダメだ、と思う。こんな説教じみたことなんて言いたくないのに。いつもこうだ。Ｄ．Ｏ．Ｇを相手にするといつもこうなってしまう。

　夜よる子この中の『血』と『細胞』がそうさせるのだろうか。

「もういいわ。正義だとか悪だとか、そんなことはどうでもいいし、議論するつもりも端はなからない。私は絶対に許さない。Ｄ．Ｏ．Ｇの力で人を殺したあなたを。ただ、それだけよ。ただそれだけが私の行動理由」

　落ち着き払った態度に戻し、夜よる子こはまた一歩、歩み寄る。

　大鎌を構えながら。

「……ええ、そうね。そんなことはわかっている。私は許されないことをしてきた。私は自分の思う『正義』のために大勢の人を殺してきた。愛いとしいアンディすらも。だから殺すのよね？　他のＤ．Ｏ．Ｇのように」

　観念したのか、『人狼ケイト』は暴れ回るのを止め、力なく呟つぶやく。

「……でも、あなたにそんな資格があるの……？　私を『罰する』資格があなたに」

「資格ならあるわ──」

　夜よる子こは大きな刀身を振りかぶる。




「──あなたを生んだのは私だからよ」




　なるべく一瞬で、なるべく痛みを与えずに殺すこと。

　それが唯一、夜よる子こにできる『親』としての慈悲だった。

　だから一太刀で終わらせる。




「──お母……さん……？」




　それが『人狼ケイト』が遺のこした最さい期ごの言葉だった。

　Ｄ．Ｏ．Ｇは所詮未完成品。生体兵器として最高峰の夜よる子このような超回復を持たない。首を刎はねられれば、心臓を潰されれば、死ぬ。

　ぼとり、と狼おおかみの頭が地面に落ちる。

　頭部を失った『人狼ケイト』の身体からだは。

　二度と動かなかった。

「……あなたが私に何か特別な感情を抱いていたのだとすれば、それはあなたの細胞に起因するものよ」

　既に息絶えている『人狼ケイト』に向かって夜よる子こは言った。

　夜よる子こ自身、気づいていた。彼女が自分に好意を向けていることに。そして彼女がどうして自分に好意を向けているのかに。

「すべてのＤ．Ｏ．Ｇは私から生まれたのだから」

　Ｄ．Ｏ．Ｇは『特殊な細胞』を与えられて造られた生体兵器。

　その特殊な細胞とは『世界最高の生体兵器』のもの。

　即すなわち。

　夜よる子この細胞である。

　かつて、何百、何千、何万もの子供たちを被験者として研究が進められたプロジェクトがあった。世界最高の生体兵器を創るという狂気のプロジェクトだ。夜よる子こはその唯一の成功例だった。巨額の投資と永えい々えい無む窮きゆうの時間を費やして生まれたこの生体兵器を、より簡単に、より迅速に生み出すための研究がなされた。

　そして導かれた方法は、その細胞を他の被験者に分け与えることだった。

　夜よる子この【Division Of Gift才能を分け与えられた者たち】。

　それが【Ｄ．Ｏ．Ｇデイー・オー・ジー】の正体なのだ。

　Ｄ．Ｏ．Ｇがウイルスに感染した病人だとすれば、夜よる子ここそがすべての病気の発生源。

　あるいは『子』を生み出した『親』のようなもの。

　ケイトは物心つく頃から孤児だった。だから、母親の温ぬくもりを知らないのだろう。初めて感じるものだったに違いない。それがどういう感情なのかわかっていなかったに違いない。

　ケイトが夜よる子こに対して抱いていた強い感情は『母親に対する愛情』だったのだ。

　それも、ただの幻想に過ぎない。

『血』と『細胞』が見せる幻想。

　そして、いつもの例にもれず。

　夜よる子この目の前でＤ．Ｏ．Ｇケイトの身体からだが崩壊していく。

　地面に転がった頭部も。サトルの身体からだを貫いたままの胴体部も。

　それはＤ．Ｏ．Ｇデイー・オー・ジーの『死』を意味していた。Ｄ．Ｏ．Ｇが生命活動を停止するとき、その細胞は崩壊していく。まるで灰のようになって崩れていくのだ。人としては過ぎたる力を使った反動なのか、人体を構成する組織が形を維持できなくなるのだ。

　細胞が乖かい離りし、ただの灰となったそれは風に乗って土に還かえる。

　その場には何も残らない。生きた痕跡すら残さない。

　それがＤ．Ｏ．Ｇの末路。

　一体、何度この光景を見てきたことだろう。

　この先この光景を何度見なくてはならないのだろう。

　夜よる子こはただそれを寂しげな表情で見送ることしかできない。

　自分がきっかけで生まれてしまった『怪物』をこの世からすべて消し去るまで。

「サトル」

　自分の身体からだを貫く『人じん狼ろう』が消滅したことで自由の身になったサトルは膝から崩れ落ちた。

　傷だらけの彼は目をぼんやりと開いたまま微動だにしない。

「偉いわよ。死んでも離さなかったわね」

　夜よる子こはサトルの頭を撫なでる。

　サトルはうんともすんとも言わない。呼吸音も心音もしない。腹に空いた穴を通り抜ける夜風の音しか聞こえない。

「……そう。お腹なかが空いていたのね」

　そう言って夜よる子こはサトルの口元に手首を差し出す。

「さあ。私を食べなさい。それで元通りよ」

　すると、ぐったりしていた彼の身体からだがピクリと反応する。

　サトルは差し出された夜よる子この手を払はらい除のけ、彼女の鎖骨の辺りに顔を押し付け。

　その小さな胸に齧かぶり付ついた。

「……ん」

　夜よる子こは小さく身み悶もだえながらも、そのままサトルを受け入れた。

　サトルは夢中になって啜すする。彼女の血を。体液を。卑ひ猥わいにも聞こえる水音を立てながら。

　渇きが満たせたのか、サトルは我に返って、慌てて夜よる子こから自分の顔を引き離す。

「………………ごめん。夜よる子こさん」

　みるみるうちに『人じん狼ろう』から受けたサトルの傷は塞がっていく。

　それを確認した夜よる子こは、何事もなかったかのようにはだけた胸元をそっとしまった。

「いつも言っているわよね。お腹なかが空いているのなら早く言いなさいって」

「……うん。そうだったね。うん。そうだった」

　サトルは優しい。その優しさ故に無理をする。

　いくら治癒するといっても夜よる子この身体からだを傷付けることを良しとせず、彼女の肉や血を喰くらうことをなるべく避けようとする。だからギリギリまで我慢をしてしまう。

　夜よる子こを食べなければ生きられないのに。

　このサトルもまた、ケイトらＤ．Ｏ．Ｇと同じく、夜よる子この細胞から生み出された生体兵器だ。

　ただ、他のＤ．Ｏ．Ｇたちとは大きな違いがある。夜よる子こ自身が望んで生んだ存在であることだ。Ｄ．Ｏ．Ｇに傷つけられ、死に逝ゆく彼を救うための苦肉の策だった。夜よる子この細胞を与えなければ、あのとき、彼は生存できなかった。

　いや、正確に言えば、彼はもう死んでいる。
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　夜よる子この細胞で動く『屍しかばね』なのだ。

　だから食事も睡眠も必要としない。その代わり定期的に彼女の細胞を摂取しなければならない。そのために彼女の血肉を喰くらわなければならない。

　そうしなければただの『屍しかばね』に戻る。

　夜よる子こがいなければサトルは『生きる』ことができない。一いち蓮れん托たく生しようの存在。

　そんなサトルは今、自らの運命を受け入れ、Ｄ．Ｏ．Ｇから人々を守るために共に戦ってくれている。

　今もまだ『人間』として。

『怪物』たちから人間たちを守るために。

「彼女はもう逝いってしまったんだね」

　そう言ってサトルは周囲を見回す。途中で気を失っていたサトルは、ケイトの消える瞬間を見ていなかったようだ。

「ええ」

「そっか」

　サトルの顔は穏やかだった。先ほどまで繰り広げていた死闘が噓うそのように。

「……ねえ、夜よる子こさん。夜よる子こさんは彼女の望みを叶えてあげたんじゃないかな」

「え？」

「ずっとケイトさんは誰かに自分を止めて欲しかったはずだ。彼女は『正義』に拘こだわっていた。異常と言っていいほどに。だったら倒されることを望んでいたと思うよ。人殺しという『悪』である自分を止めるために。『正義』を果たすために。だとしたら、夜よる子こさんは彼女の望みを叶えてあげたことになるよね」

「…………」

　夜よる子こはため息をついた。

　わかりやすい方便だ。サトルは夜よる子こを慰めようとしているのだろう。少しでも『子』を殺した夜よる子この痛みを癒いやすために。

　いらない優しさだというのに、この男はいつもこうだ。

　しかし、その優しさにいつも救われてきたのも事実だ。

　夜よる子こがもしひとりだったら、この旅も、この戦いも続けてこられなかったかもしれない。いくら体の傷はすぐに消えても、心の傷を消すことはできない。

　支えてくれる何かが、誰かが、必要だ。

　サトルが夜よる子こを必要とするように、夜よる子こもまたサトルを必要としているのだ。

　そんなこと口に出して伝えたことは一度もないのだが。

「……バカ。無駄口を叩たたいている暇があったらさっさと行くわよ」

　ぼそりとそれだけ言って、夜よる子こはその場から立ち去るため、屋上から裏通りのほうに華麗な身のこなしで飛び降りる。

　次の場所に向かうために。

　Ｄ．Ｏ．Ｇから人々を守るために。

　外灯の薄明かりがチラつく夜道を歩き出す。

「あ。見てよ、夜よる子こさん」

　あとから付いてきたサトルが穏やかな声で言った。

「黒猫って『幸運』の象徴だと言われているんだよね」

　彼の指差す先で一匹の黒猫が夜よる子こたちを眺めていた。

　夜が明けるのはまだまだ先のことだ。
















　風に揺れる木々の騒ざわつく音。獣の遠とお吠ぼえ。鳥の囀さえずり。虫の声。

　絶えず何かの音が耳を穿うがつ。この場所ではそういう雑音ノイズは無視して、必要な情報だけを聞き逃さないように振る舞うことが強要される。

　耳から入るノイズだけではない。視覚も嗅覚も触覚も。五感のすべてで取捨選択が必要だ。

　迅速に。確実に。

　それができない人間にこの場所は向いていない。

　ここは『戦場』なのだ。

　それができない人間に待っているのは死だ。

　広葉樹に囲まれた大自然。照り付ける太陽の光が木々の間から差し込む。その中を銃器で武装した兵士たちが歩みを進めていく。

「なあ……。こういう映画、あったよな」

　兵士のひとりが言った。その額には玉のような汗が浮かんでいる。

「ほら。ジャングルの中で見えない敵を追って戦う。アレだよ」

「……ああ。けど、アレの敵は宇宙人だろ」

「ハッ！　似たようなもんだろ。人の理解を超えた存在なんだからよ」

　軽口を叩たたこうとするが、その表情に余裕はない。スコープを覗のぞきながら銃口の先を忙せわしなく右往左往させている。『見えない脅威』に対して恐れを抱いていることがよくわかった。

「理解を超えてるって言えば、この作戦の『軍事顧問』があんなロリ少女ってのもだよな」

　兵士は余裕のなさを誤魔化すように絞り出すような笑みを浮かべて言う。

「……ちょっ。おいおい、やめとけって。ロリ少女とか滅多なことを言うな。ぶっ殺されるぞ。それに、かわいいのは見た目だけだ。中身はそれこそ人の理解を超えたバケモノなんだからな」

「そうだな……。今でも信じられないよ。『彼女』がすべての始まりだなんて……」

　さっきからサトルの耳に『ノイズ』が飛び込んでくる。

　耳が良すぎるのも考えものだ。本人たちは聞こえていないつもりだろうが、兵士たちの不必要な会話が耳に入ってくるのだ。

　当然、隣にいる『彼女』にも聞こえていることだろう。

　熱帯のジャングルには不釣り合いなゴスロリ系の衣装に身を包む夜よる子こにも。

　その手にはトレードマークのようにいつも持っている傘。それで日差しを避けている。特殊な体質の影響で日焼けの心配はないが、暑さは普通の人間と同じに感じるのだ。そのために直射日光は避け、なるべく体温を上げないようにしている。

　一方『屍し体たい』であるサトルは暑さも寒さも感じない。春夏秋冬変わらず、熱帯だろうと寒帯だろうと同じ服装で行動できる。とはいえ、彼の性格上、目立たないようにＴＰＯをわきまえた服装をするようには心がけている。だからこの場でも、周りの者たちに合わせた動きやすい防弾服を着用している。傍はたから見れば彼も兵士のひとりにしか見えないだろう。いつもは目立ってしまう顔面の傷も、戦場での名誉の負傷と捉えられるだろう。

　そして、サトルと夜よる子この周りにいるのは、一定距離を置きながらフォーメーションを組んで歩く７人の兵士たちだ。彼らは動きやすさと防弾性を兼ね備えた戦闘服を身に纏まとい、アサルトライフルを構え、腰に拳銃を提げ、わかりやすく『戦うため』の格好をしている。

「にしても、ふざけてるよなあ……」

　この場に明らかに不釣り合いな存在である夜よる子こを見ながらまた別の兵士が言う。部隊長を中心に拡散し、ツーマンセルを組んで一定距離を置きながら前進する彼らは、隣の相方に無駄口を叩たたいているのだ。

「ああ。まったくだ。あんな格好で、戦場に出てくるなんて」

『ノイズ』が止やまない。

「いや、まあ格好もそうなんだがな。元を糺ただせばあの子のせいでオレたちはこんなところに駆り出されているんだぜ。同志たちが殺されたのもそうだ。きっかけは全部、あの子だ。何せあの子は、大量の『犬』を産んだ『母犬』なんだからな」

　サトルはその『ノイズ』を段々と無視できなくなっていく。

「ああ、えっと……。あの人たち、黙らせたほうがいい？」

　サトルは苦笑いを浮かべながら、隣を歩く夜よる子こに話し掛けた。

　夜よる子こは黙って肩をすくめる。「放っておけ」ということのようだ。

　兵士たちは夜よる子こに対して大なり小なり嫌けん悪お感かんを抱いている。『嫌われること』には慣れているし、むしろ『嫌ってくれること』を望んでいる夜よる子こにとっては都合がいいとも言える状況だ。

　それに、夜よる子こはぞんざいな扱いにも、言葉の罵倒にも慣れているし、決してやせ我慢ではない。本気で気にしていないのだ。

　そう、この状況を不快に感じているのはサトルただひとり。敬愛する夜よる子こが貶おとしめられることが我慢ならない。しかし、当の夜よる子こが気にしないというのならそれを尊重しなければならない。

　サトルが余計な行動に出るほうがずっと彼女は不快に思うだろう。

「──お前たち。言葉を慎め」

　まるでサトルの代弁をするかのように、部隊長が隊員たちを一喝した。

　距離的に『人の耳』では内容までは聞き取れていないだろうが、隊員たちが無駄話をしていることは把握していたようだ。隊員たちの間にピリッとした空気が流れ、彼らは押し黙る。サトルにとっては願ったり叶ったりの展開だった。

「忘れるな。我々は既に『敵』のテリトリーにいるのだ」

　部隊長の言う通りだった。

　生い茂った木々に四方を囲まれたこの空間。人ではなく獣が成育するこの空間。

　彼らが今いるここは『狩場』だ。

　ただし、狩りの対象は獣ではない。

　生体兵器。

　Ｄ．Ｏ．Ｇデイー・オー・ジーだ。

　この領域にそれは潜伏している。それを倒すために彼らはこの場所にやってきた。

「夜よる子こさん。この辺りで間違いないのですか」

　樹木ばかりの変わらない景色がずっと続いて誰もが息を詰まらせる中、部隊長が夜よる子このほうを見て真顔で言った。表情からは感情が読み取れなかったが、その言葉尻には疑いの念が含まれているようにも聞こえた。

「ええ。間違いないわ、７分18秒前に間違いなくここを通っている」

　夜よる子この回答に対して、部隊長は無言で返す。

　相変わらずの無表情。この作戦が開始されてからずっとだ。何を考えているのかわからないその青い瞳で夜よる子こをジッと見ている。

「あら？　信じられないかしら？　あなたたちが大嫌いな『バケモノ』の言葉は」

　それを聞いて部隊長は珍しく表情を少し崩した。眉間にシワを寄せている。

「いえ。決してそのような──」

「隊長！」

　そのとき、右前方に位置していた兵士のひとりが叫んだ。

「先遣隊です！　先遣隊を発見しました！」

「なに……？」

　部隊長が駆け寄ると、他の隊員たちもあとに続く。

　さらにサトルと夜よる子こもあとに続いて『それ』を確認する。

「これはひどい」

　隊員の誰かが呟つぶやいた。単純だったが的確過ぎる一言だった。

　そこにあったのは死体だ。

　四肢がバラバラにされた死体が放置されていたのだ。それも複数人の。『人間のパーツ』がそこら中に転がっている。地面に赤黒いものがまき散らされ、そこらの木々に千切れた腕や脚がぶら下がっている。『パーツ』の一部が完全に欠損し、頭部を確認できない者もいたので、何人の死体があるのか正確に数えられないような惨状だった。

　まるで爆撃でも受けたかのようだが、火薬が使われた痕跡はない。そんなもの使う必要はないのだ。Ｄ．Ｏ．Ｇやつなら銃も爆弾も使わずにこの程度の芸当はやってのける。

　何せやつ自身が『兵器』そのものなのだから。

　先遣隊がここでＤ．Ｏ．Ｇの襲撃を受けたのは明白だった。

「本当にいたんだ……。ここに……」

「ああ……。『軍事顧問』さんの言う通りだったな……」

　夜よる子こを見ながら隊員たちが驚きよう愕がくの表情で囁ささやき合あう。隊員の誰しもが少なからず疑いの心を持っていたようだが、これで夜よる子この『能力』も言葉も噓うそではないと確信できた。

　彼女にはわかる。Ｄ．Ｏ．Ｇの存在とその居所が。

「何してるッ！　周囲！　警戒！」

　部隊長のハンドサインに従って、隊員たちがフォーメーションを組み直した。そうやって周囲に対して警戒態勢を作る。

「今は近くにはいないね」

　サトルは確認するように夜よる子こに言った。

　今現在、周辺にＤ．Ｏ．Ｇの『気配』は感じられなかったからだ。

「……わかるのか？　あんたにも」

　最も近くいた兵士がサトルに問い掛ける。

「ええ。少なくとも、Ｄ．Ｏ．Ｇの『力』を使う者は周囲にいません」

　Ｄ．Ｏ．ＧはＤ．Ｏ．Ｇの存在を感じることができる。Ｄ．Ｏ．Ｇの中の細胞同士が引かれ合うからだと、ボイジャー博士からは聞かされた。

　正確に言えば、Ｄ．Ｏ．Ｇの中の『夜よる子この細胞』に引かれ合うそうだ。夜よる子この細胞を感知し、お互いの存在を感じ取ることができる。この特性により、夜よる子こ本人はもちろん、夜よる子この細胞を持つサトルもＤ．Ｏ．Ｇの存在を探知できる。

　即すなわちサトルも夜よる子こもＤ．Ｏ．Ｇを探るレーダーの役割を担になうことができる。

　ただし、それは探知の対象が『Ｄ．Ｏ．Ｇの力を使うとき』に限定される。Ｄ．Ｏ．Ｇは自身の中の夜よる子この細胞を利用して個々の『能力』を発揮する生体兵器。普段、Ｄ．Ｏ．Ｇたちの中の夜よる子この細胞は眠っている。能力を使うときにだけ彼らの中の夜よる子この細胞は目覚め、その存在を感じることができるという理屈だそうだ。

　だから、今、わかることは周囲にＤ．Ｏ．Ｇの力を使っている者はいないということ。

「では、敵が透明になるような『能力』を使ってこの近くに潜伏している可能性は考えられない、と？」

「はい。その通りです。もしも敵がＤ．Ｏ．Ｇの『能力』を使って姿を消しているのなら、その気配を僕と夜よる子こさんは感じ取れる」

　部隊長の問い掛けにサトルは頷うなずく。

「逆に言えば、Ｄ．Ｏ．Ｇの『能力』を使わず、すぐ近くで息を殺して潜伏している可能性はあります。ただ、それなら目視で見つけられるでしょうね」

「なるほど」

　兵士たちは眼めを凝らす。木々の隙間を隈くまなく睨にらみ付つけて敵の影を探す。そうやって眼めと耳を研ぎ澄ませるが、感じるのは風のざわつきだけだった。

　サトルも感覚を研ぎ澄ませるが、サトルや夜よる子こ、部隊員たち以外の人影は存在しなかった。

　いるのは小動物や蛇くらいのもの。

「もしかしたら、もうここを離れているのかもしれな──」




「──いや。いるわ」




　夜よる子こが呟つぶやいた。

　サトルは「まさか」と夜よる子この顔を窺うかがう。その表情は真に迫っていた。ただならぬ雰囲気を隊員たちも察して無言の緊張感が漂う。誰かが生唾を吞のみ込こむ音がした。

　そして。

　夜よる子この言う通りだった。

　ようやくサトルにも感じることができたのだ。

　Ｄ．Ｏ．Ｇの気配を。

　確かに近くにいる。

　Ｄ．Ｏ．Ｇの力を使う何者かが、サトルたちのすぐ近くにいる。

　しかし、その姿は確認できない。

「全員、構えなさい」

　夜よる子こは差していた傘を閉じた。

　それを合図にするかのように。

　見えない脅威そいつは姿を現した。





※






　交戦開始から約二時間前に遡る。

　サトルと夜よる子こが現地入りをしたのは。

　熱帯に位置する島国。バナナなどの果物の産地として有名で、大国からの独立後、資本主義国としてＧＤＰの数値も年々上昇の傾向を見せている。自然を利用したレジャースポットも多く、昨今では海外からの旅行者にも人気だ。

　サトルと夜よる子こはここにバカンスに来たわけではない。Ｄ．Ｏ．Ｇ討伐の要請を果たすために遥はる々ばる海を越えてやってきたのだ。

　要請を出してきたのは、この地域エリアを担当する生体兵器対策部隊。生体兵器によるテロ・犯罪への対応とその殲せん滅めつのために活動する戦闘部隊だ。彼らの母団体【アントウェルペンの鐘】は、生体兵器の存在しない正常な世界を目指す非政府組織である。国境を超え、欧州を中心に網の目のように広がるネットワークで繫つながるＮＧＯで、科学の世界的権威、ボイジャー博士を中心に立ち上げられた。

　生体兵器である夜よる子こもかつては排除対象であり、部隊に命を狙われたこともあったが、現在は『和解』している。『和解』以後は、夜よる子こもサトルも【アントウェルペンの鐘】に属する身となり、彼らの要請に従って生体兵器、主にＤ．Ｏ．Ｇとの戦いに赴くようになった。

　サトルと夜よる子こが世界中を自由に動き回れるのは、この組織の後ろ盾あってのものだ。【アントウェルペンの鐘】は大きな力を持っており、夜よる子この無茶な要求を大体叶えてくれる。

　渡航のための金銭の贈与。偽にせの身分証、パスポートの発行。Ｄ．Ｏ．Ｇを倒した場面を『殺人』と勘違いされ地元の警察の御厄介になることもあったが、そんなときは組織の根回しですぐに釈放の手続きが取られる。

　組織にとって、生体兵器の中でもＤ．Ｏ．Ｇは最も危険視されている存在。

　そして、夜よる子こは最もＤ．Ｏ．Ｇに近く、最もＤ．Ｏ．Ｇを理解している存在。Ｄ．Ｏ．Ｇ殲せん滅めつの貴重な人材であると同時に、手元に置くことで彼女の監視を行っているのだ。もしも人に仇あだなす存在と判断されれば、他の生体兵器たちと同じように再び排除の対象とされるだろう。

　それを承知で夜よる子こは彼らに協力しているし、組織側も夜よる子こへのフォローに積極的だ。お互いの利害が一致した結果の関係と言える。

　これまで夜よる子ことその相棒であるサトルの活躍で多くのＤ．Ｏ．Ｇによる事件が解決されてきた。それは間違いない事実だし、それを否定する者はいない。

　しかし、組織の中にはこう考えている者もいる。

　どのツラ下げてＤ．Ｏ．Ｇ討伐の協力なんかしているのだと。

　Ｄ．Ｏ．Ｇは夜よる子この細胞から生まれた生体兵器なのだ。そもそもの話、彼女さえいなければＤ．Ｏ．Ｇなんてものは存在しないし、Ｄ．Ｏ．Ｇによって殺されたり、不幸な目に遭うものもいなかったという論理立てである。

　それはアインシュタインがいなければ核兵器で死ぬ人間はいなかったという理屈に近しいが、結局のところ使う人間の責任だとサトルは思う。それにＤ．Ｏ．Ｇは夜よる子こが望んで生んだものではないし、その開発技術と細胞ざいりようを世界中に拡散したのは別の何者かだ。

　それでも、すべての人間が「それはそうですね」と素直に納得することはない。多くの人間が悪いことが起こったときには『何か』に原因を求め、それに責任を押し付けることで心を納得させようとする。見えない不特定多数ではなく、決定的な『何か』に対してだ。

　夜よる子こはその『何か』にされ、世界中のどこに行こうが、いつだって忌いみ嫌きらわれてしまう。

　Ｄ．Ｏ．Ｇを生み出した『親』なのだから。

　そんな理由で、Ｄ．Ｏ．Ｇ撲滅という同じ目的を持った組織の人間にすら陰口を叩たたかれてしまう。それはサトルもだ。反Ｄ．Ｏ．Ｇ団体にＤ．Ｏ．Ｇがいるなんて矛盾している、と。

　今回もそうだ。入国を果たし、組織に派遣された現地ガイドと対面したときも、ガイドの男はどこか不服そうな態度を取ってきた。ただ、あれは『畏れ』の感情もあっただろう。生体兵器であるサトルと夜よる子こに対して警戒心を露あらわにしながら、ガイドの仕事をこなしてきた。

　しかし、夜よる子こは『大人』だ。そんなことでいちいち目くじらを立てない。当面の彼女の心配は、作戦中は美お味いしい食べ物や大好きなスイーツの類と離れ離れになることだろう。

　空港から軍用ヘリに乗り込み、空での移動中、ずっと不機嫌な顔をしていたのはそれが理由だとサトルだけが気づいている。

「──ご苦労様です」

　軍用ヘリから降り立ったサトルたちを複数人の兵士たちが囲い敬礼で出迎えてきた。彼らが今回、夜よる子こに応援を頼んだ小隊の者たちだ。全員、初対面の顔だった。人数にして７人。

　傘で直射日光を遮りながら夜よる子こは草木生い茂る地面に足を着く。

「部隊長のＥイージョンです」

　夜よる子こは屈強な見た目の部隊長が握手のために差し出した右手を華麗にスルーしてみせる。

「よろしくお願いします」

　代わりにあとからヘリを降りたサトルがそれに応じて笑顔で挨拶を返す。

　夜よる子この不ぶ躾しつけな態度に対し、Ｅジョンは特に表情を変えなかった。心が広いのか、ポーカーフェイスなだけか、理由は定さだかではなかった。短く切きり揃そろえた金髪に青い鋭い眼め。服越しにもわかる厚い筋肉。ステレオタイプのザ・軍人といった面持ちの大男だった。

「ブリーフィングは機内で確認済みですね」

　Ｅジョンはエスコートするかのように夜よる子この隣を歩き、目的地へと先導する。サトルもそれに追随する。

「ええ。あなた方がＤ．Ｏ．Ｇを取り逃がした尻拭いをするためにこれからジャングル地帯を歩かされるのよね」

　この国で生体兵器による戦闘行為が確認されたのは１週間前。

　生体兵器の製造、所持、使用、それらはすべて国際法で禁じられているが、テロリストのような無法者たちやそいつらを商売相手とする連中には無関係のこと。闇の市場で取引され、非正規軍や犯罪者集団によって実際に使用されている事例は相当数ある。

　その駆逐こそが彼らの役目なのだが──。

「素晴らしいわね。生体兵器殲せん滅めつ用ように組織された精鋭という触れ込みなのにもかかわらず、こうして華麗に無能さを世間に曝さらけ出だしているなんて。なかなか真ま似ねのできない芸当だわ」

「ああ、えっと、夜よる子こさん……」

　サトルがそんなこと言っちゃ失礼だよと釘くぎを刺そうとするが、ときすでに遅し。

　後ろに控えるＥジョンの部下の兵士たちは苛いら立だちと不快感を表情に出している。

「お言葉ですが──」

　Ｅジョンだけは一切表情を変えなかったが、部下たちを代表するかのように言った。

「所詮、我々は『人』ですので」

　彼らは生体兵器殲せん滅めつのために組織された戦闘のエリート。出自は様々だが、生体兵器被害者やその関係者が多く志願している。高度な戦闘技術はもちろん、生体兵器に対する戦意も人並み以上に高い。それでも『人』である以上、発揮できる能力には限界がある。生体兵器の中には、人間の力や通常兵器では到底敵かなわないような恐るべきバケモノも存在するのだ。

　その代表格がＤ．Ｏ．Ｇ。

　だからこその夜よる子こだ。

　目には目を。歯には歯を。生体兵器には生体兵器を。

　Ｄ．Ｏ．ＧかいぶつにはＤ．Ｏ．Ｇかいぶつをぶつければいい。

　ただ、彼らにもプライドがある。

　人の手で生体兵器は倒さなければならない。人の手で人を守らなければならない。そういう信こだ念わりを持っている。隊員たちの多くが、怪物の力はなるべく借りたくないと考えている。

　彼らにとって夜よる子こは最後の切り札なのだ。

　このＤ．Ｏ．Ｇには、人間の力では到底太刀打ちできない。そう判断した結果が今回のこの夜よる子こへの応援要請なのである。

「それに、取り逃がしたのは１体です。ここに至るまで『犬』共のうち、大多数は我々だけで殲せん滅めつしました」

　Ｅジョンの言う『犬』とは、Ｄ．Ｏ．Ｇの蔑称だ。一般人に紛れ込んだＤ．Ｏ．Ｇを『野の良ら犬いぬ』と呼んで区別することもある。サトルと夜よる子こは普段、世界を旅しながら『野の良ら犬いぬ』が起こしたであろう事件への対応を行っている。戦場で実際に兵器として使われているようなＤ．Ｏ．Ｇたちは、【アントウェルペンの鐘】の派遣した戦闘部隊が各地で殲せん滅めつに当たっているのだが、彼らの手に余る場合、こうして夜よる子こたちの力を頼ってくる。

「ふーん。そう。自分たちだけで沢山やっつけられたの。それで、よくやったと褒めて欲しいのかしら？」

　夜よる子こは嘲あざ笑わらうように言った。やはりＥジョンを除く部隊員たちはムッとした顔をしている。

「１体だろうと、Ｄ．Ｏ．ＧはＤ．Ｏ．Ｇよ。自称プロであるあなた方なら、よーく理解できるのではないかしら？　それを取り逃がしてしまったという事の重大さに」

　言い方は褒められたものではないが、夜よる子こは正しいことを言っている。記憶に新しいあの『人じん狼ろう』もひとりで町の人間を20人殺していたし、過去にはそれ以上の大量殺さつ戮りく者しやが何人もいた。Ｄ．Ｏ．Ｇが人を殺すのは、人が虫を殺すように簡単なことなのだ。

　それに報告によれば、今回のＤ．Ｏ．Ｇは自身の『正体』を完全に理解している。理解したうえで自ら『兵器』としてテロに加担している。既に多くの人間を殺傷しているし、『被害者』ではない。紛まがうことなき『加害者』なのだ。

　決してこのまま野放しにはできない。

　過言ではない。Ｄ．Ｏ．Ｇはたった１体の力で国ひとつ滅ぼしかねないのだから。

「わかっています。ですから、あなたに協力を仰いでいるのです」

　Ｅジョンは夜よる子こに深々と頭を下げる。

「どうか、我々に力をお貸しください。我々だけでは対処できない事態なのです。あなたの力が必要です。どうか」

　傍はたから見れば屈強な男性が小さな女の子に頭を下げる屈辱的な光景だ。だが、そんな安っぽいプライドなど必要ない。作戦成功こそが優先すべきことだ。彼はそういう分別の付く人間のようだ。夜よる子こに対して高圧的な態度を取る部隊長もいる中で、このＥジョンという男は人間ができているとサトルは思った。

「うん。素直な子は嫌いじゃないわ」

　夜よる子こも似たような気持ちを抱いたのだろうか。機嫌良さそうに微笑ほほえみを浮かべている。

「もちろん協力してあげるわよ。そのために遠路はるばるやってきたのだから」

「ハッ！　ありがとうございます。ご協力感謝いたします」

　Ｅジョンはポーカーフェイスながら、頭を深々と下げて惜しみない感謝の意を示す。

「それと、Ｄ．Ｏ．Ｇを倒したいのなら、私の言うことには逆らわない。私の言うことには疑問を持たない。良いいわね？」

「ハッ！　了解であります」

「私は夜よる子こさんの言うことには逆らいません。ほら、復唱」

「ハッ！　私は夜よる子こさんの言うことには逆らいません！」

　生真面目な性格なのか天然なのか、Ｅジョンはブートキャンプの訓練兵かのようにビシッと敬礼しながら答える。

「私は夜よる子こさんの言うことには疑問を持ちません」

「私は夜よる子こさんの言うことには疑問を持ちません！」

「私は夜よる子こさんに絶対服従します」

「私は夜よる子こさんに絶対服従します！」

「はい、よくできました。偉い、偉い」

「ハッ！　ありがとうございます！」

　地面に跪ひざまずくＥジョンの頭を撫なでる夜よる子こ。呆あきれて様子を眺めていたサトルの目から見ても、彼女はこの戯たわむれを楽しんでいる様子だった。調子に乗って「足を舐なめなさい」とか言い出さないか心配になってくる。

　一方の周りの隊員たちはというと、自分たちの隊長が小さな女の子の手玉に取られているのを見て、ドン引きの表情を浮かべている。

「さてと──」

　と、急に飽きたと言わんばかりの冷めた目をしながら夜よる子こは歩みを再開する。

「バカなことしてないでさっさと行くわよ」

「え!?」

　Ｅジョンは慌てて立ち上がり、咳せき払ばらいしてからそれに続く。

「……それではご案内します。討伐対象の潜伏ポイントに。この先のジャングル地帯です。車の準備もできていますので、どうぞこちらへ」

「その前に下準備をしましょうか」

「ハッ！　……ええと、下準備、でありますか？」

「ええ。下準備よ。Ｄ．Ｏ．Ｇを倒すための。そのために、少し寄るところがあるの」

「しかし、事態は一刻を争います。悠長にしていては次の犠牲者が──」

　夜よる子こはＥジョンの口元に人差し指を突き立てる。

「夜よる子こさんの言うことには？」

「…………逆らいません」

「よくできました」

　その後、Ｅジョンは何も言わなくなり、素直に夜よる子この指示に従った。





※






　Ｄ．Ｏ．Ｇの力は強大だ。生体兵器の中でも突出している。だが『兵器』としては最大の欠陥を持っている。それは被験者が人間であり『個人の意思』を持っているということだ。

　もちろん、兵士ひとりひとりにも意思はある。しかし、彼らは兵器を持たなければ何もできない。そのことはある種の抑止となる。兵器を持たさなければ反乱や身勝手な行動を取ることができないという抑止だ。

　もしも『兵士そのものが兵器』だったとき、それをどうコントロールするのか。そこに国や企業、個人を統制しようとする者たちの意思が届くのだろうか。

　無理だ。彼らは己の意思を優先して動く。

　この国で行われたテロもそういう連中がやった。

　金のため。政治的信条。理由は様々だが、Ｄ．Ｏ．Ｇたちは『個人的な理由』で共謀して各地で破壊活動を行った。主に国の重要施設や、ライフラインに対してだ。そこに厳正なルールはない。それは無秩序な破壊であり殺さつ戮りく行為だった。

『動機』は様々だが、『手段』は共通している。

　Ｄ．Ｏ．Ｇの力で人々を殺あやめたということ。

　倒さなければならない『理由』だけははっきりとしている。

　夜よる子こにとっては贖しよく罪ざいなのだ。自分が生んでしまった『怪物』を倒すことは。だからこそ、何の見返りがなくてもこの作戦に参加している。

　今回のＤ．Ｏ．Ｇによるテロ。国の警察・軍隊も対処に当たっていたが、彼らにとっては『正体不明の怪物』だ。数を用いても苦戦を強いられていた。情報を聞き付けた【アントウェルペンの鐘】が掃討部隊をこの国に派遣し、事態の収束を図った。結果、ほとんどのＤ．Ｏ．Ｇを討伐することに成功した。

　ただ１体を除いては。

　その１体は未いまだ国内に潜伏している。

　何に攻撃されたのかも理解できないまま、今もこの国の人々は『見えない脅威』に晒さらされているのだ。

　救わなければならない。この手で。

　サトルはそんな思いを抱きながら、今日も夜よる子このそばに付いていく。

「おいおい。戦いの前の下準備って腹ごしらえかよ……」

　隊員のひとりがぼやいた。

　夜よる子この指示に従ってサトルたちが『下準備』に訪れたのは、目標ポイントから最も近い静かな観光地の町だった。

　この町では直接Ｄ．Ｏ．Ｇによるテロの被害はなかったものの、今も国内の各地で厳戒態勢が敷かれているため、出歩く人々の数は普段よりきっと少ないのだろう。街道に人気はほとんどなかった。

　それでも人々の生活のために開けられている店はある。

　一行の目の前にあるのはそんな飲食店のひとつだ。

　サトルや隊員たちを引き連れて夜よる子こが訪れたのは町の大衆食堂。香ばしい香辛料たっぷりのソースの香りが店先に漂う。独特の匂いだが癖になるタイプのやつだ。

　ここに夜よる子こが何しに来たかと言えば、当たり前だが食事である。

　隊員たちは拍子抜けしている。おそらく、Ｄ．Ｏ．Ｇ討伐のための何か大掛かりな準備でもあると思っていたのだろう。

　まあ、仕方がない。彼らには理解できない話だ。

　サトルだけは理解している。これは夜よる子こにとっては必要不可欠なことなのだと。

　特にこれから大きな戦いに赴くというのなら尚なお更さら──。

「ハハッ。いや、まあ、確かに重要なことだぜ。腹が減っているほど人間はネガティヴになりやすいもんだ。食事ってのは肉体のためはもちろんだが、心の調子も整えてくれる。これから大事な戦いに挑むんだから、こいつは大事な下準備ってやつだ」

　隊員のひとりは理解を示し、仲間たちに講釈を垂れている。

「ま、そうだな。腹が減っては戦はできぬとも言うしな」

「……それに、最後の晩ばん餐さんってやつになるかもしれねえしな」

　これから挑むのは凶悪なＤ．Ｏ．Ｇ。一般民衆だけでなく、既に同志たちが何人も犠牲になっている。生き残るほうが難しい。ここにいる隊員たちは皆、きちんとそう認識している。

　夜よる子この勝手な行動に対し、渋々ながらも納得した様子の者。憤ふん懣まんやるかたないといった様子の者。

　隊員たちが様々な反応を見せる中、隊長であるＥジョンだけは表情からはどういう感情を抱いているのか読み取れなかった。ただただ、隊の最後尾から無言で夜よる子この動向を眺めているのだ。

　夜よる子こはそんな兵士たちを後ろにゾロゾロと引き連れて店内に踏み込む。

「はーい！　いらっしゃいま……！　せ？」

　先導して店内に入ってきたのはゴスロリスカートの小さな少女。その女の子の取り巻きは武装した厳いかつい男たち。一体何の一団なのかと難色を示す人や、興味を示す人。店内にいた店員も客も多種多様な反応を見せている。

　サトルと夜よる子こは同じテーブルに着き、兵士たちも各おの々おの空いている席に着いていく。

「フェイ！　そっちの注文取ってあげて！」

「はーいっ！」

　サトルたちのテーブルに元気良く注文を取りに来たのは、快活そうな褐色肌の少女だった。夜よる子こと同じくらいの背格好で年齢は10代前半といったところ。店主の娘が手伝いをしているといった風だった。

　いわゆるその国特有の郷土料理なのだろう。サトルはメニューに書かれている聞き慣れない料理名の正体をその少女に尋ねながら注文を取っていく。夜よる子この苦手な食材が使われていないかのチェックである。

「とりあえずこんなものでいいかな？」

　サトルの確認に夜よる子こがペコリと頷うなずく。

「……ああ、えっと。一応確認だけど、お連れさんたちの分もってことだよね？」

「いや、今のはこのテーブルの分だけだよ。あの人たちは別で注文するから」

「へ、へえ……」

　少女は明らかに引いている。一体この男どれだけ大食いなのだという表情でサトルのことを見てくる。

　しかし、実際に料理が並べられるとまた別のリアクションに変わることになる。

「……え？　え？　うそーん」

　少女の目に飛び込んできたのは、まるで吸い込まれるように小さな夜よる子この口の中に食べ物が次々と放り込まれていく光景だった。少女は自分が店員であることも忘れ、種も仕掛けもないことを確認しようと間近で夜よる子こを観察している。

「すっご……！　わたしと同じくらいなのに、君、すっごい食べるんだね」

『同じくらい』というのは歳としと体型のことだろう。少女から見れば夜よる子こは同年代の女の子。それが大人の男性顔負けの大食いを披露してきたのだ。感心して目を輝かせている。

「お、おい……！」

「ああ……！」

　隣のテーブルにいた隊員たちは、それに対抗意識を燃やしたのか、料理を追加注文している。変なところで戦う男のプライドを見せているようだ。

　しかし、体型の差があれど胃袋の出来が違う。おそらく勝負にはならないだろう。案の定、すぐに男たちの手の動きも口の動きも鈍くなっていく。

　その様子を見て少女は愉快そうにしている。

「ねえねえ。一緒にいるの兵隊さんだよね？　何で一緒にいるの？」

　大食いを披露される以前に少女は夜よる子こに興きよう味み津しん々しんのようだった。

　見た目は同世代の女の子なのに、屈強な兵士たちを侍はべらして偉そうにこの店に入ってきたのだから興味を持っても致し方ない。

　少女は夜よる子こと同じテーブルに着くサトルのことも兵士のひとりと思っているようだ。

　普段は目立ってしょうがない顔の傷跡も戦場で受けたものに見えているのだろう。それに、先立ってのテロで軍隊が国中に派遣されたので、兵士という存在はそれほど珍しいものではなくなっているらしい。サトルの存在を怖がったりする素振りは見せなかった。

　というか、その興味は兵士たちを引き連れる謎の美少女にばかり行っているようである。

「……さあ。ご自由に想像してみて」

　夜よる子こは一瞬食事の手を止めて、意味深に笑みを浮かべてみせる。

　少女は首を捻ひねって「うーん」と考え込み始める。

「あ、もしかして国の偉い人のお嬢様とか……？」

　夜よる子この豪華にも見える装よそおいを見ながら少女は少し声色を落とす。どうやらサトルたちのことをお姫様を守る護衛の兵士とでも思ったらしい。もしもその予想が合っていたら、気安く話し掛けたりして失礼な態度を取っているのではと不安になっているようだ。

「残念。外れよ」

　夜よる子このその返答に少女はどこかホッとした表情を作る。

「あっ、そうだ。わたし、フェイっていうの。よろしくね。えっと……」

「夜よる子こよ」

「夜よる子こちゃん、よろしくね！」

　……夜よる子こ『ちゃん』か。

　子供扱いされることが大嫌いな夜よる子こに対しては禁止ワードの一角なのだが、果たして。

　サトルは恐る恐る夜よる子この様子を窺うかがうが、特に不機嫌にはなっていない。夜よる子こは『大人』として『子供』には甘い面を見せることが多い。相手が子供の場合、「子供のすることよ」と、こういう寛容な態度を割と取るのだ。

「くっそ！　どうなってんだよ、こいつの胃袋はよォォ！」

「ダメだ！　これ以上食ったら戦いの前にぶっ倒れちまうぞ！」

　隣のテーブルでは隊員たちが勝手に始めた大食い勝負へのギブアップ宣言をしている。

「こら。喧やかましくしない。お店の迷惑になるでしょ」

「あっ!?　す、すみません！」

　男たちは夜よる子こに対してタジタジになっている。

　見た目は違えど完全にこちらが『大人』である。夜よる子この実年齢を知らないフェイの目にはそれがとても滑稽に映ったのだろう。堪えきれない感じで笑っている。

「アハハッ！　よくわからないけど、わたしと歳としも変わらないのに、夜よる子こちゃんってすごいんだね」

　食事の量もそうだが、夜よる子こが大きな男たちを従えていることに、フェイは羨せん望ぼうと尊敬の念を抱いているようだ。

「でも、君だってまだ子供なのにこうして店の手伝いをしていてすごいじゃないか。偉いよ」

　微笑ほほえましく様子を見守っていたサトルは横から口を挟んでみた。

「…………？」

　その途端、テーブルの下で夜よる子こに足を蹴られてしまう。偶然当たったのではない。完全に意図的にキックをしてきた。

　ああ、なるほど。

　サトルは超速で理解する。その理由を。サトルの発言『君だってまだ子供なのに』の『君だって』という部分に対して夜よる子こは怒っているのだ。『君だって、ということは私も子供と言いたいのか』と。
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　長い間一緒にいるとこういう細かいところも分析ができるようになってくる。常人ならこの面倒臭い性格に付いていけないのだろうなと、サトルは心の中で苦笑いをする。

「え？　別に偉くなんかないよ。当然のことやってるだけだし」

　フェイはテーブルの下で行われている出来事には気づかず話を続ける。

「ここはね、伯母さんのお店なんだ。パパのお姉ちゃんね。今、伯母さんの家に居い候そうろうさせて貰もらっているから、こうやってお店のお手伝いをしてるの。だから、当然のことでしょ？」

「当たり前のことをきちんとする。それも十分偉いことだと思うよ」

　そう言ってサトルはフェイに優しく微笑ほほえみかける。

「え？　そうかな？　……へへ」

　フェイは面映ゆそうに笑っている。

　すると、またテーブルの下で夜よる子こに蹴られてしまう。

　今度は蹴られた理由がわからなかったので、サトルは困惑する。それを尻目に、何事もなかったように夜よる子こは黙って料理をパクパクと口の中に放り込んでいる。

「……ああ、えっと、フェイちゃん。伯母さんの家に居い候そうろうさせてもらっているのなら、ご両親はどうしてるの？　……もしかしてこの間のテロで？」

「ううん。ママはもうずっと前に病気で死んじゃった。パパは遠くの町で働いているの。わたしに楽させるためとか言って出稼ぎに行っちゃったんだ。あ～あ。質素な暮らしでもパパと一緒にいるほうが幸せなのに、どうしてわからないかね～。子の心、親知らずだよ」

　そう言ってフェイは肩を竦すくめる。何とも大人びた言い草にサトルは思わず笑ってしまう。夜よる子こと違ってこっちは正真正銘の子供なのだ。

「あっ。ほら、あそこの町。あそこでパパ、働いているんだよ」

　フェイが指差すのは店に設置されたテレビの画面。そこでは破壊された町の状況をニュースが報じている。

「え？　あの町で？　あそこってテロの被害地なんじゃ」

　フェイの父親が先のテロに巻き込まれたのではとサトルは杞き憂ゆうする。

「パパなら大丈夫だよ。ちゃんとスマホでやりとりできてるから。ほら、今朝だって元気そうなメッセージくれてるし」

　そう言ってフェイはポケットから取り出したスマホの画面を見せてくれた。

　その小さな画面の中で親子の交流が交わされていた。父に近況を伝える娘の言葉が。娘の様子を心配する父の言葉が並んでいる。

「当分は帰れないんだってさ。そりゃそうだよね。向こうはテロのせいで色々大変みたいだし。……本当は今月こっちに戻ってくる予定だったんだけどね」

　フェイは悲しげな顔を浮かべる。元気でハツラツな雰囲気の彼女には似合わない表情だった。

　Ｄ．Ｏ．Ｇによってもたらされた不幸。テロによって家族が引き離されるという不幸。

　こういう状況シチユエーシヨンは何度も見てきた。

　そして。

　こういう不幸を消すために、サトルは夜よる子こと共に戦っているのだ。

「戦争とかテロとかさ、なんでするんだろうね……。何の意味があるんだろうね……」

　テレビ画面に映されるのは、テロに巻き込まれ病院に運び込まれる怪け我が人にんや瓦が礫れきとなった建物。その様子を見ながらフェイは意気消沈とした顔で呟つぶやいている。

「さあ、どうしてだろうね」

「お兄さんは兵隊さんなんでしょ？　それなのにわからないの？」

　詳しく説明するとややこしくなるので兵隊であることは否定せずにサトルは答えた。

「僕たちが始めた戦争じゃないからね。理由なんてわからないよ。理解したいとも思わない。どういう訳か、世の中には他人を不幸にしないと幸せを得られない人たちがいるんだ」

「……おかしいよ、そんなの」

「そう、おかしいよね。僕もそう思う。君のパパみたいに君を──誰かを幸せにすることで幸せを得られる人ばかりじゃないんだ。世の中にはそうじゃない悪い人が沢山いるんだよ。僕たちはね、そういう悪い人たちを止めるためにここにやってきたんだ。この国で戦争をしている悪い人たちをね」

「そうなの……？」

　フェイは半信半疑といった反応を見せる。

「それじゃあ、お兄さんたちは正義の味方なの？　──あっ。もしかして夜よる子こちゃんも？」

　フェイは再び目を輝かせて見ている。

　サトルや兵士たちを引き連れる正体不明の女の子のことを。

「……さあ。ご自由に想像してみて」

『子供』への対応が面倒になってきたのか、夜よる子こはさっきとまったく同じ台詞せりふを吐きながら、この国の伝統的なフルーツティーを啜すする。

「ふーん、そっか。やっぱりそうなんだ」

　何かを確信した様子を見せ、フェイはニッコリと笑う。

　普通に考えれば自分と同じくらいのこんな小さな女の子に戦う力なんてない。子供だからこそそんな空想ができるのだ。

　その正体が悪いやつらをやっつけてこの国を救おうとしている正義のヒーローなのだと。

　その空想はある意味正解であり、不正解だった。

「フェイ！　こっち手伝って！」

「あっ、はーいっ！　それじゃあゆっくりしていってね！」

　別の店員に呼ばれ、フェイはサトルと夜よる子こが座るテーブルから離れていく。

「頑張って悪い人をやっつけてね！　お兄さん！」

　サトルはペチペチとサンダルを鳴らしながら向こうに歩いていくフェイを見送った。手を振る彼女に手を振り返して。

「ああいう子、お好み？」

「え？」

「ううん。何でもないわ。……そうね、サトルは誰にでもあんな感じだものね」

　そう言って夜よる子こはジト目でお茶を飲んでいる。

　何だろう。怒っているというか、呆あきれた感じの物言いだった。サトルは彼女の真意を探ろうとしてみる。




「…………うっ」




　そのとき。

　寒気を感じた。

「どうかした？」

　首の後ろを擦るサトルを夜よる子こが怪け訝げんそうに見て言う。

「……ああ、いや」

　気温の変化のせいではない。サトルは暑さも寒さも感じない肉体なのだ。寒気のようなものを感じたのだとしたら別の何かが要因だ。

「もしも私が欲しくなったのなら、早目に言いなさい」

　夜よる子こは疑うような目で言う。

「お腹なかが空いたのでしょ？」

　また『我慢』をしていると誤解されてしまったようだ。サトルは慌てて首を横に振る。

「大丈夫だよ。今は十分満たされている。飢えも渇きも感じない」

　サトルの身体からだはＤ．Ｏ．Ｇの中でも『特別製』だ。

　人間や他のＤ．Ｏ．Ｇたちが食べ物から生きるための栄養素を補給する代わりに、サトルは夜よる子この血や肉を経口してその細胞を取り込まなければならない。肉体が死んでいるサトルは夜よる子この細胞を消費することで生命活動ができているのだ。

　もしも体内の夜よる子この細胞が不足してくると、酷ひどい飢えと渇きを感じる。それは危険信号なのだろう。彼は生者と死者の間にいる。本来彼は一度死んだ身。完全に夜よる子この細胞が失われたとき、死者へと戻ってしまう。

「本当に？　欲しくなったなら早く言いなさいよ。あなたは変に我慢するんだから」

　普段はこちらばかりが気を利きかせたり、身の回りの世話をしたりしているが、こういうときだけは『母親』のような顔を見せてくる。

　こういう夜よる子こが見せる不意な優しさにサトルは弱かった。だからこそ、なるべく彼女を食べることを我慢してしまう。

　彼女が傷つくところを見たくないから。

「……本当に大丈夫だよ。ありがとう、夜よる子こさん」

　夜よる子この気遣いはありがたかったが、今はそれよりも気掛かりがあった。

　さっき感じた寒気の原因だ。飢えによる不調などではない。

　それは『視線』だ。

　サトルと夜よる子この座るテーブルに向けて鋭い視線が向けられているのを感じたのだ。

　他の隊員たちが座るテーブルのほうからだったような気がするが、皆、食事を終えて一段落といった雰囲気で、特に誰もこちらを見てはいない。

　それに、さっき感じたのは、まるで獲物を狙うような、鋭利な刃物で刺すような、そんな視線だったように思う。

　ここにＤ．Ｏ．Ｇはいない。

　その気配をまったく感じない。

　だから、ここに『敵』はいないはずなのに。

　気のせいだったかもしれないし、確信も何もなかった。変に夜よる子こに心配をかけたくなかったので、サトルはこのことを胸の内に秘めることにした。





※






『下準備』を終え食堂を出た夜よる子こは傘を開いた。そうやって変わらず照り付ける太陽の光を遮る。その周囲には屈強な兵士たち。彼らも準備は万全のようだ。その表情にはＤ．Ｏ．Ｇと戦う決意が溢あふれているように見えた。

「それではご案内します。『戦場』に」

　サトルと夜よる子こは、用意されていた軍用トラックに乗り込む。Ｅジョンら小隊員７人を合わせ、計９人を乗せたトラックは、居住地からぐんぐん遠ざかり、目的地へ向けて前進していく。

　途中、検問が敷かれていたが、Ｅジョンが書類のようなものを見せると簡単に通過することができた。【アントウェルペンの鐘】の計らいであらかじめ話が通っているのだろう。相変わらず仕事のできる人たちだとサトルは思った。

「最後の通信から既に12時間。先遣隊は全滅したと見ていいでしょうね」

　車内でＥジョンが改まって語り出す。ここに至るまでの戦況を。

　国内の各地に現れたＤ．Ｏ．Ｇたち。彼らは自ら志願しＤ．Ｏ．Ｇへの『加工』を受けた者たちだ。加工施設は【アントウェルペンの鐘】によって破壊されたが、生き残りの彼らは自らを兵器としてテロを行った。それらをＥジョンらの部隊が撃退していった。

　生き残り最後の１体は、この先のジャングル地帯に逃げ込んだ。Ｄ．Ｏ．Ｇは、同じ加工手術を受けても、性能の個体差が激しい。その差は『どれほど夜よる子この細胞に適応できたか』に依存するらしい。それは『才能』としか言えないもののようだ。

　どうやらその最後の１体は、よほど『才能』に溢あふれていたらしい。他のＤ．Ｏ．Ｇが次々に倒されていく中、たった１体で精鋭部隊の兵たちを尽ことごとく殺害してみせたのだから。

　それを追ってジャングルに踏み込んだ先遣隊との交信が途絶えたのが12時間前。

　夜よる子こへの応援要請が取られたのはその直後のことだった。

「今回のテロを企てたＤ．Ｏ．Ｇたちは【アントウェルペンの鐘】の調査で身元は割れています。無論、最後の１体も。この国出身の男で、ハシュラ・イオスイ。それが『人間』だったときの彼の名前です」

　Ｅジョンは夜よる子こにタブレット端末を見せてきた。サトルも横から覗のぞき見みる。

　その画面に映るのは頰のやせた30代くらいの男性の顔写真だった。どこにでもいる平凡な男といった印象だった。町ですれ違っても何とも思わないだろう。

　だからこそ恐ろしい。

　一見、どこにでもいる普通の男が『怪物』に変貌するというのだから。

　調査報告によると、彼は金のためにＤ．Ｏ．Ｇの『加工』施術を受けた。成功率はかなり低く、失敗すれば死ぬ可能性の高いリスキーな施術だが、その分、成功したときの恩恵は大きい。

　Ｄ．Ｏ．Ｇ実験参加への報酬と強大な力。その両方が得られるのだから。

「Ｄ．Ｏ．Ｇと化したハシュラ・イオスイの容姿は不明です。実際に戦った小隊の者たちはすべて殺されましたので。ただ、通信が途絶える前の音声記録によりますと、先遣隊はこう呼称していました。……『紫色の悪魔』と」

「なにそれ。もっといいネーミングセンスの持ち主はいなかったのかしら」

　夜よる子こはつまらなそうに傘の柄を手で弄びながら言った。

「ハシュラ・イオスイは仲間であるＤ．Ｏ．Ｇがすべて『処理』されたあと、単独でこの先のジャングル地帯に逃げ込みました。【アントウェルペンの鐘】の働きかけで、国の正規軍とも共同で包囲網を敷いています。どういう訳か、やつはこの領域から脱出を試みてすらいない。その気になれば皆殺しにして包囲網を突破だってできるはずなのに。それをしないのは、おそらく何か理由があるはずです」

　現状、わかっているのは、ジャングル地帯に逃げ込んだハシュラ・イオスイは、自分を狩りにジャングルに足を踏み入れた者たちを逆に狩っているということ。

「ところで、夜よる子こさんに質問があります」

「何かしら」

　Ｅジョンは一瞬、間を置いてから切り出す。




「──透明になれるＤ．Ｏ．Ｇは存在しますか？」




　Ｅジョンの問い掛けに対し、夜よる子こは「何言ってんだこいつ」という呆あきれた表情を作る。しかし、対照的にＥジョンの表情は真面目そのものだった。

　それは周りの隊員たちもだった。夜よる子この返答を心して待っている面持ちだ。

「ふーん。あなたたちは、Ｄ．Ｏ．Ｇを超エ能ス力パ者ーか何かと思っているのね」

　透明になる。

　確かにそれはほとんど超能力に聞こえる。

「先遣隊からの通信によると彼らは言っていました。目の前から急に討伐対象が消えたと。そして、見えないそいつに仲間が次々に殺されていったと」

「そう。それで、透明になれるＤ．Ｏ．Ｇね」

　Ｄ．Ｏ．Ｇ、ハシュラ・イオスイは、姿を透明にしているとＥジョンは考えているようだ。

　透明になる能力を使って姿を隠し、自分を狩りに来た者たちを返り討ちにしていると。

「先に断っておくけど、私は確かにＤ．Ｏ．Ｇを生んだ存在だけど、Ｄ．Ｏ．Ｇの専門家ではないわ。だから、Ｄ．Ｏ．Ｇについての正確な情報はお答えしかねる。もしかしたら、そういうことができるやつがいるかもしれないし、いないかもしれない。私の口からはその程度のことしか言えないわね」

「では、これまでにそういう種類タイプのＤ．Ｏ．Ｇと遭遇されたことは？　人の理解を超えた特殊な力を持った者です」

「そうね。空を飛んだり、火を噴いたり、なら会ったことがあるわよ」

「……やっぱり超能力使いじゃないか」

　信じられないといった面持ちで隊員のひとりが呟つぶやく。

「まあ、一見、そうかもね。けど、Ｄ．Ｏ．Ｇの『能力』の根幹は共通して『細胞を変異』させることにある。そしてそれは決まっている形にしかなれない。何でもできるわけじゃないし、何でもありな超能力者たちじゃないわ」

　例を挙げれば夜よる子この持つ瞬間修復能力。それは細胞を一瞬で変異させることによって実現している能力だ。肉体が傷つけられても、バラバラにされても、失った部分が一瞬で戻るのは、『細胞を変異させて元の姿に戻る』という働きによるもの。

　Ｄ．Ｏ．Ｇたちが夜よる子こから継承しているのはそれだ。

　急速な細胞変異という力を。

　多くのＤ．Ｏ．Ｇは『怪物の姿』に自らの身体からだを変異させることで驚異的な力を手に入れている。それは様々な姿となり、様々な能力へと昇華されている。

　今回の敵であるハシュラ・イオスイというＤ．Ｏ．Ｇも『紫色の悪魔』の姿に変異することで力を得ているのだ。

「そうね、例えばの話よ。カメレオンの特性のある身体からだに変異ができるのなら、風景に溶け込んで透明になる、なんてことも理屈では可能でしょうね」

「なるほど。それなら『自由に透明になれるＤ．Ｏ．Ｇ』もあり得ない話ではないということですね」

　Ｅジョンが納得したように頷うなずく。

「だから言ったでしょ。いるかもしれないし、いないかもしれないって。ただ、本当にいたとしても、それは無意味な能力ね」

　姿を透明にする。普通の人間にとっては驚異過ぎる能力だろうが、夜よる子こやサトル相手にはまったくの無意味となる。

　何な故ぜなら、Ｄ．Ｏ．Ｇの能力を使えば常に場所を晒さらすことになるからだ。

　サトルと夜よる子この持つ、Ｄ．Ｏ．Ｇを探知する能力によって。

「確かにその通りですね。たとえ姿が見えなくても、あなた方なら気配を探ってどこにいるか把握できる。やはり、あなた方を呼んで正解だったということだ」

　そう言葉にはしているが、Ｅジョンの顔は嬉うれしそうではなかった。さっきからずっと睨にらむようにして夜よる子こを見つめている。

　自分たちでは対処できない。夜よる子こたちでないと対処できない。そんな事実を突きつけられて悔しいのかもしれない。生体兵器を倒すために編成された自分たちの使命を取られて屈辱すら感じているかもしれない。

　それはそれとして──。

「夜よる子こさん、大丈夫？」

　サトルはさっきから夜よる子この身体からだが激しく上下に跳ねているのが気になって仕方なかった。道が悪すぎるのだ。悪路を走るトラックへの振動が体重の軽い夜よる子こにダイレクトに伝わっている。シートベルトをしていなければどこかにすっ飛んでいきそうな勢いだ。

「ええ。大丈夫よ。激しい揺れのせいで先程食べた料理の数々が逆流してきてシートにぶちまけそうになっているくらいで特に問題ないわよ」

「よし、止めましょう。今すぐ車を止めましょう」

　Ｅジョンの指示によりトラックが急停車する。どちらにせよここからはトラックでは踏み込めない領域のようだ。皆、一斉に下車して土に足を着ける。

　そして、自らの足で戦地に赴く。

　既に周りは森林地帯。

　敵Ｄ．Ｏ．Ｇの領域テリトリーだ。

「あなた方の情報は正しいようね。この中に確かにＤ．Ｏ．Ｇはいる」

　暫しばらく歩を進めると夜よる子こが口を開いた。

「逃げ出してはいない。さっきから車の中でもずっと感じていたわ。この森の中にいるＤ．Ｏ．Ｇの存在を」

「例の探知能力によるものですね。一体どのくらいの範囲まで探れるものなのですか？」

「ざっと１００万人が住む都市ひとつ分くらいなら。近づけば近づくほど正確な位置もわかるわ。やつは不定期にＤ．Ｏ．Ｇの力を使いながらこの森の中を移動している。さっきからこの森の中で、やつの気配が消えたり、現れたりしているの」

　サトルも同じことを感じていた。『親』である夜よる子こには劣るが、Ｄ．Ｏ．Ｇの存在を感知する能力。それで『敵』の存在をずっと感じ取っていた。まるでカチカチとライトが点滅するかのように、現れたり、消えたりする妙な気配を。

　夜よる子こはその気配を追ってグングンと森の中を前進していく。

　この森は僻へき地ちでも、未開のジャングルでもない。電波基地局もそう遠くはないし、場所によってはスマホのアンテナも通る。

　しかし、今は猛獣の暮らす未開のジャングルよりもよっぽど恐ろしい。

　何人もの人間を殺した『怪物』が潜んでいるのだから。

　それでも隊員たちは躊ちゆう躇ちよせずに夜よる子このあとに続いている。彼女の移動する速度に合わせて行進する。

　急に夜よる子こが立ち止まると、やはりそれに合わせて行進を止める。まるで玩おも具ちやの兵隊だ。

「あなた方は『外』で待っていても良いのよ──」

　立ち止まった夜よる子こは金魚の糞ふんのように付いてくる隊員たちのほうを振り返って言った。

「少しでも命が惜しいと思うのならね」

「なっ!?　まさか！」

「我々は生体兵器たちと戦うためにその命も捨てる覚悟でここに来ている！」

「そうです……！　侮辱するのはやめていただきたい……！」

　隊員たちは口々に声高々に言った。

　皆、同じ気持ちのようだ。彼らは誰ひとり一歩も退く様子を見せない。

　サトルたちは彼らの過去を知らない。どういう経緯でこの部隊に志願したのか、どういう思いで戦っているのか何も知らない。

　はっきりしていることは、生体兵器やＤ．Ｏ．Ｇという存在への強い戦意を持っていること。己の命を犠牲にしてでもそれを倒す覚悟を持っているということ。それがよく知れたし、それだけは知れた。

　夜よる子こはため息をつきながら前進を再開する。

「……言っておくけど、私はＤ．Ｏ．Ｇを殺すことを優先するわ。あなたたちに危険が及んでも助けてあげることはない」

「もちろん、覚悟の上です」

　隊長のＥジョンが曇りのない眼めで言うと、周りの隊員たちも同じ眼めで頷うなずく。

　彼らはこの場から逃げるつもりなど毛頭ない。サトルや夜よる子このような人を超える力を持つ者に守ってもらうつもりもない。そう主張しているのだ。

　それを受けて夜よる子こはもう一度ため息をついてみせる。

「……あっそ。なら、お好きになさい」

　サトルは知っている、外で待つように促したことも夜よる子この優しさだが、無理矢理にでも彼らを置いていかないのも夜よる子この優しさだということを。この森に潜むＤ．Ｏ．Ｇに仲間の命を奪われた彼らの思いとプライドを尊重するためのこと。

　そして。

　探索開始から程なくして、隊員たちは先な遣か隊まの無む惨ざんな遺体を発見することになるのだった。





※






　７人の隊員たちは一斉に『それ』に対して銃を構える。




「来たぞ……！」




『それ』が逃げ込んだとされるジャングルに踏み込んだサトル、夜よる子こ、それにＥジョンら生体兵器討伐部隊の隊員たち。

　サトルと夜よる子この『鼻』でＤ．Ｏ．Ｇの『残り香』を辿たどり、森の中で先遣隊の兵たちの遺体を発見できた。

　そして、その直後。

　遂ついに『それ』との対面の運びとなった。




「来たぞ、来たぞ、来たぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」




　──紫色の悪魔。

　実際に目にしてみれば、確かに、という外見だった。

　全身が紫色の外殻に覆われ、群ぐん青じよう色いろの血管のようなものが浮き出ている。口元からは牙のような、あるいは角のような突起物。地球上の生物の何とも一致しないような異形。

　まるで神話の怪物──悪魔だ。

　ハシュラ・イオスイ。『人』だったときの名残は二本足で立っていることくらいか。

　こいつがこの国でテロを引き起こしたＤ．Ｏ．Ｇの最後の１体。この国の人々に不幸をばら撒まいた『悪魔』だ。

　その姿を見た瞬間、隊員たちは威嚇も警告もなしに一斉に銃を発射する。自然の音だけが流れていた森に銃声という人工物の騒音が鳴り響く。

　彼らは皆、戦闘のエキスパートだ。がむしゃらに撃ったわけではない。その証拠にすべての弾丸が正確に対象に向かって射抜かれていた。

　それなのに。

　対象ターゲツトには一発も命中しなかった。

　その背後の木がハチの巣になっただけ。

　突然『悪魔』は──ハシュラ・イオスイは、その姿を消失させたからだ。

「消えたッ！」

　全員が周囲を見回す。この場にいる９人の目で全方位を観察する。右も左も。後も上も。

　しかし、どこにもその姿はなかった。

　消えた、としか言えなかった。飛び上がって木の上に登ったり、地面に穴があってそこに隠れたり、そういう素振りも一切なかった。

　煙のように忽こつ然ぜんとその場から消きえ失うせたのだ。

「報告の通り……か」

　Ｅジョンが呟つぶやく。

　先遣隊の『遺言』通り、Ｄ．Ｏ．Ｇ、ハシュラ・イオスイは突然消えてみせた。

　Ｅジョンはじっとサトルと夜よる子このほうを見る。姿を消したＤ．Ｏ．Ｇの『気配』を例の能力で追って欲しいという期待の視線なのだろう。

　他の隊員たちも理解していた。やはりこのふたりに頼らざるを得ないことを。もしもＤ．Ｏ．Ｇの『能力』で透明になっているのであれば、自分たちではどうしようもできない。眼めしか頼りのない自分たちに追跡は不可能だ。

　しかし、そんな彼らの期待とは裏腹に。




「──いないわ」




　そう言って夜よる子こは目を細めるばかりだった。

「……どういうことですか？」

　Ｅジョンが眉をひそめる。他の隊員たちも同じような反応をしている。

　この場でサトルだけが夜よる子この発言の意味を理解していた。

　消えたのだ。

　姿かたちだけではない。

　その『悪魔』の姿と共にＤ．Ｏ．Ｇの『気配』すらも消え去ったのだ。

「………………」

　サトルは夜よる子この表情を確認する。

　夜よる子こは思案しているようだ。この状況は何なのか。一体何が起こっているのか。思考を巡らせているのだ。

　サトルも同じだ。考えながら注意深く周囲を観察する。

　どうやって消えたのだ。

　奴やつはどこに行ったのだ。

　仮にＤ．Ｏ．Ｇの能力で透明になったのであれば気配までは消すことはできないはずだ。

　いくら考えても答えは出てこなかった。

　そんなサトルたちを嘲あざ笑わらうかのように。

『攻撃』が始まる。

「……ッッ！　夜よる子こさんッ！」

　サトルが気づくより先に夜よる子こは反応していた。

　消えたはずの『気配』が湧いた方向に。




「うわああああああああああぁぁぁぁぁぁッ！」




　サトルがそちらを振り向いたのとほぼ同時だった。

　隊員のひとりが叫んだ。

　それに反応して、隊員たち全員も一斉にそちらを見る。

　サトルが見たときには、Ｄ．Ｏ．Ｇが──『紫色の悪魔』が叫び声を上げた隊員目掛けて手刀を振り下ろそうとしているところだった。

　その隊員は咄とつ嗟さに両腕を突き出して、身を守る動作を作る。腕を失ってでもせめて急所へのダメージを避けようとする動きだ。叫び声を上げつつもその判断ができる冷静さがあったのか、生存本能による反射的行動だったのかは彼にしかわからない。

　次の瞬間。

　切断された腕が赤い血液と共に宙を舞った。

　刃物など必要ない。鉄骨をも斬り裂く恐るべきパワー。そんなＤ．Ｏ．Ｇの攻撃によって容易たやすく腕が吹き飛ばれたのだ。

「クッッッッ！　ソオオオオォォッッッッ！」

　隊員は両目を瞑つぶり、歯を食いしばり、痛みに耐えようとする。

「………………え？」

　恐る恐る目を開けるが。

　次に来るはずの痛みがなかったので困惑しているようだ。

「あ、ああぁぁ…………」

　Ｄ．Ｏ．Ｇに切断されたはずの自分の腕がきちんと残っていることに隊員は気づく。

　そして。

「オレのじゃない……。斬られたのはオレの腕じゃない……っっ！」

　その隊員が夜よる子こに庇かばわれたことに気づくのに数秒を要していた。

「夜よる子こさんッッ！」

　切断されたのは夜よる子この腕だったのだ。

　少女の白い細い腕が草木生い茂る地面に落ちる。

　それを目まの当あたりにしたサトルは夜よる子このほうに駆け寄ろうとする。他の隊員たちもだ。

「バカ！　次の攻撃に備えなさい！」

　夜よる子こは片腕を失いながらも、もう片方の手、傘を握っていた手を突き出して皆を制止する。

　今の攻撃と同時に、Ｄ．Ｏ．Ｇはまた姿と気配を消してしまっていた。

「な、なんで……」

　夜よる子こに庇かばわれた兵士は呆ほうけている。自分の身代わりで小さな少女の腕が吹き飛んだことにショックを受けているのだろう。彼女が普通の人間ではないとわかってはいるが、見た目はかわいらしい女の子。その身体からだが自分のせいで欠損したことに動揺を隠せていないのだ。

「ああ、これ？　大丈夫よ。バケモノ、だから」

　自虐的にそう言うと、たちまち夜よる子この腕は元通り修復された。服の袖部分が切られていることだけが、彼女が攻撃を受けた痕跡として残った。

　それと同時に地面に落ちたほうの腕は灰となって消失する。これはＤ．Ｏ．Ｇが死んだときと同じ現象だ。死んだほうのパーツはそうやってこの世から消え去る。あとには何も残らない。

「マ、マジかよ……っ」

　事前に夜よる子この存在は組織から知らされているが、その『能力』を目まの当あたりにするのは初めてなのだ。庇かばわれた隊員は驚きよう愕がくの表情でそれを見ていた。

　それは明らかに『バケモノ』を見る目だった。自分たちとは違う生き物を見る目だった。自分を守ってくれた少女を畏れる目だった。

　その状況にサトルは少なからず動揺してしまうが、そんなことをしている暇はなかった。

　もう戦いは始まっているのだから。

「来る！　今度はそっち！」

　消えたはずの気配をまた感じたかと思えば、『悪魔』が再び姿を現した。

　そして、再び『悪魔』による攻撃が行われる。

　今度はさっきとは別の隊員に向けてだった。

　やはりサトルよりも先に気配を感じ取っていた夜よる子こは、そちらに高速で移動する。

　攻撃対象となった隊員の『盾』になるためと、攻撃のため。

　いつも手にする『傘』を変形させ『鎌』を担かつぎながら走り。

　再び隊員の代わりに凶きよう刃じんを受け。

　今度は左肩を抉えぐられる。

　辺りに激しく血ち飛沫しぶきが飛んだ。庇かばわれた隊員の服が赤く染まる。

「…………ちぃっ」

　そうやって体に穴を開けられながらも、夜よる子こは反撃を試みる。

　だが、その一刀は空を斬るのみだった。

　また、Ｄ．Ｏ．Ｇが『消えた』からだ。

　姿も気配もだ。

　暫しばらくはそれが繰り返される。

　姿が消えたかと思えば、隊員を攻撃するために姿を現し、それを夜よる子こが庇かばいながら反撃に転じようとする。

　しかし、夜よる子この攻撃は当たらない。

『消える』からだ。

「お前たち、何をやっているッ！」

　Ｅジョンの怒号が響く。

　さっきから隊員たちが夜よる子こに守られていることに対して、Ｅジョンは怒りを露あらわにしているようだ。これでは何しに一緒に来たのかわからない。完全に彼女の足を引っ張っているだけではないか、と。

「クソッッ！　クソオオォォッ！」

　夜よる子こが隊員を庇かばって攻撃を受ける度に、これまでポーカーフェイスだったＥジョンが苛いら立だちを露あらわにしている。

　隊員たちに対してだけではない。自分に対してもだろう。

「夜よる子こさん、やめてください！　その『役目』は我々のものです！」

　それから悲痛な叫び声を上げる。『盾』になるべきは自分たちだと、Ｅジョンはそう意見しているのだ。

「バカ。このほうが効率がいいでしょ。あなたたちの命はひとつ。一回やられたらアウト。なら『残機』のある私やサトルがやられたほうがいい」

　夜よる子こはそう冷静に言い返してＤ．Ｏ．Ｇからの攻撃を受け続ける。

　夜よる子この主張は正しい。そうしていなければ、もうとっくに隊員たちは全滅している。今頃、彼らも先遣隊の者たちと同じような無む惨ざんな姿に変えられていたに違いない。

　そして、この展開になることをサトルは予想できていた。『隊員たちに危険が及んでも助けない』とか夜よる子こが宣言していたとき、どうせ噓うそなんだろうなと苦笑いでそれを見ていた。

　兵士だろうと、一般人だろうと、関係ない。

　目の前でＤ．Ｏ．Ｇに殺されそうな人間を放っておけるような人ではない。そんなことくらいサトルはわかっていた。わかっていたのだ。

　だから、こうして夜よる子こがズタズタにされる姿を見るハメになることも予見できていた。

「あんた、本当に大丈夫なのかよ!?」

「見ればわかるでしょ──」

　隊員の心配をよそに夜よる子こは余裕そうに言う。

「ご覧の通り、大丈夫よ」

　傷ついた部分を一瞬で修復しながら。

　だが、衣服を穴だらけにして血で汚しており、傷はなくとも、その姿は痛々しいものだった。

　それに、元に戻るとはいえ、小さな少女の身体からだが欠損するという場面も何度も見せられるこの異常な状況。たとえ、戦場で何度も人の死に触れてきている彼らでもそんな光景を繰り返されるのはキツイ。

　絶えず続く17度目の攻撃のあと、一時、攻撃の手が止やんだ。

「……次に現れたら、私がやつを抑える。そのとき、私ごと撃ちなさい」

　その隙を突いて夜よる子こは大きく深呼吸してから隊員たちに話し掛けた。

「あなたごと……ですか？」

　隊員のひとりがショックを隠し切れない感じで夜よる子この顔を見ながら言った。

「ええ、そうよ。もう理解できているでしょ？　私なら大丈夫だから。いい？　あなたたちはやつの姿を探す必要はない。私がやつを見つけて摑つかまえる。だから、あなたたちは私の姿を追い続けなさい」

　その隣でＥジョンが動揺している。取り繕うこともなくはっきりと表情を崩している。

「いい？　これは命令よ？　夜よる子こさんの命令には逆らわないのでしょ？」

「…………了解しました」

　Ｅジョンは渋々といった返答をする。

　言われた通りに部隊員たちは各おの々おの武器を構える。夜よる子こに向けて。

　少なくとも『悪魔』は消えたままでは攻撃をしてこない。やつは攻撃する瞬間は姿と共に気配を現す。夜よる子こならその現れた瞬間への対応ができる。つまり、彼女が走った方向に『悪魔』はいる。彼女の姿を追って彼女に向けて銃弾を撃てば『悪魔』にも攻撃が当たる。

　これはそういう作戦だ。

「サトル。あなたはそこから『観察』をしていなさい」

「…………うん。わかった」

　さっきからサトルが『付いていけない』ことに夜よる子こは気づいていた。

　突然、姿と気配を消し、突然、姿と気配を露あらわにするこのＤ．Ｏ．Ｇ。夜よる子こはその一瞬だけ現す気配を探り取り、何とか攻撃に対応ができている。

　それに比べて、サトルは夜よる子こよりも生体兵器としての能力が劣る。そのため悉ことごとく遅れを取ってしまっている。気配の発したほうに向かおうと思った時点で、『悪魔』は目の前から消えてしまうのだ。

　だから、本当は自分が『盾』になりたいのにその役目を負うことができない。

　そんなサトルに夜よる子こは別の役目を与えることにしたのだ。

『観察』する役目を。

　敵が一体何者なのか。何をしているのか。何な故ぜ、姿と同時に気配まで消せるのか。

　その期待に応えるため、サトルは意識を集中する。

　これまでの敵の一連の動きを回想してみる。

　……わからない。

　何な故ぜ、消えるのかは不明だが、ともかく攻撃を行う一瞬だけは姿と気配を現している。倒すためにはその瞬間を狙うしかないだろう。

　夜よる子こも同じ考えだ。姿を現したところを押さえつける。そこを隊員たちに攻撃させる。それが現状取れる唯一の作戦。

　それに、これもまた夜よる子こなりの優しさなのだろう。

　Ｅジョンたちにも『役目』を与えること。戦う機会を与えること。仲間の仇かたきを取るチャンスを与えること。このままでは足手まといなだけになってしまう彼らに対して。

「来たッ！」

　再び攻撃が始まったようだ。Ｄ．Ｏ．Ｇが気配を発し、その場所に『悪魔』が出現する。

　夜よる子こたちは作戦を実行に移そうとする。夜よる子こがその方向に走り出し、隊員たちは照準を夜よる子こに合わせる。

　しかし、見立ては甘かったようだ。

「くっ！」

「ダメだ！　照準が追い付かない！」

　現れてから消える時間があまりに早すぎるのだ。

　夜よる子こがその動きを抑えることはもちろん、隊員たちが攻撃をする暇など一切なかった。そもそも身体からだを摑つかむ隙があるのなら大鎌の一振りも当てられているだろう。

　結果、さっきまでと同様、無駄に夜よる子こが傷つけられるだけになってしまう。

『悪魔』の攻撃が繰り返される。

　現れては消え、現れては消え。その攻撃のすべてを夜よる子こが請け負う。

　これでは結局、同じことの繰り返しだ。

「なあ、あんた！　本当に大丈夫なのかよ!?」

　自分たちの代わりに攻撃を受け続け、血ち飛沫しぶきを身体からだから何度も飛ばす夜よる子こを隊員が心配する。

「だから、大丈夫って言ってるでしょ……！」

　夜よる子こは攻撃を受け続ける。

　部隊員たちを守るために。Ｄ．Ｏ．Ｇの動きを止めるために。

　血を、肉を、裂かれ、千切られながら。

「け、けどよ……。あんた…………」

　間近の隊員がうわ言のように言った。




「あんた…………、泣いているじゃねえか……っ！」




　夜よる子この瞳からは透明な雫しずくが落ちていた。

　指摘されてから気づいたのか、夜よる子こは慌てた動作で涙をぬぐい取る。

「うるさいわね……。痛いんだし、しょうがないでしょ……」

　夜よる子こは能力で修復した部分を擦りながら言う。

　そうだ。彼女は確かに治る。斬られても。焼かれても。傷はすぐに元通りになる。

　それでも痛覚は存在している。

　受けた瞬間の痛みは残るのだ。心は傷つくのだ。

　怪物のように見えても、痛みという人間らしさは残っているのだ。

　それがあるからこそ、彼女は『人間』でいられるのかもしれない。己の欲のために人を殺すような『怪物』にならずに済んでいるのかもしれない。

　痛みを知るからこそ、こうやって誰かを守ることに全力になれるのかもしれない。

「ば、馬鹿かよ！　全然大丈夫じゃねえじゃねえか、それ！」

「誰がバカよ。バカって言ったほうがバカよ。バカ」

　まるで子供みたいな問答をしてしまっていることからも、夜よる子この余裕のなさが見えてしまう。

　痛いのだ。辛つらいのだ。苦しいのだ。叫びたいのだ。

　それでも彼女は決して泣き言は言わない。

　──いつもこうだ。

「ク……クソ……。クソオオオオオォォォォ！」

　こんな小さな女の子が傷つけられ、痛みに耐えているのに、自分は何を呆ほうけているのだと、最初に夜よる子こに庇かばわれた兵士が雄お叫たけびを上げる。

「クソおおぉぉぉぉ！　どこだ！　どこに隠れてやがるッ！　卑ひ怯きようだぞこの野郎ぉぉぉ！」

　反撃を試みようとするが、やはり無駄だった。どこに銃口を向ければいいのかわからない。どこにいるのか。どこから攻撃が飛んでくるかわからない。怒りをぶつける方向がわからない。

　急に静かになった。

　そのまま、１分、２分と経過する。

　Ｄ．Ｏ．Ｇからの攻撃の手が止やんだようだ。

　いくら攻撃しても無駄だと踏んだのだろうか。

　消えたままこの場から逃げたのだろうか。

　一旦、消えた状態で何か作戦でも練っているのだろうか。

　理由はわからないが、不気味な静けさが訪れる。

「夜よる子こさん……？」

　こめかみから血液をダラダラと流す夜よる子こを見てＥジョンは驚いている。すぐに治るはずの傷口が開きっぱなしなのだ。

　その視線に気づいた夜よる子こは確認するように傷口に手を当てる。

「ああ……。ちょっと『使い』過ぎたかもね」

　サトルは察する。

　治りが遅くなっているのだ。

　本人の言う通り、使い過ぎたからだ。

　夜よる子こは決して不死身ではない。再生能力は有限ではないのだ。エネルギーを消耗する。そのエネルギーを蓄えるためにあるのが食事だ。食事をエネルギーに代えて彼女のパーツを補強する。質量保存の法則。傷口を治すための血肉はどこからともなく湧いてくるものではない。

　だからこその下準備。大量の食事は単に彼女が大食らいなだけではない。戦いで受けるであろうダメージを考慮してのもの。治癒に使うためのもの。

　ここはジャングルの中。

　今すぐに『補給』は行えない。

　だから、このまま守勢でいてはダメなのだ。

　このまま攻撃を受け続ければ『残機』を失い夜よる子こは死んでしまう。

「来るなっ！」

　サトルが自分に近寄ろうとしていることに気づいた夜よる子こがそれを止める。

「あなたは『観察』を続けなさい！　こいつが何なのか！　何をしているのか！」

「…………っ」

　サトルは辛つらかった。何もできずに夜よる子こが傷つけられる姿をまざまざと見せられることに。今すぐに彼女の元に駆け寄りたかった。

　それでも夜よる子この言う通り、今は観察を続けなければならない。

　この『見えない脅威』をどうやって制するのかを。

　さっきから僅かながら『気配』は感じている。攻撃の手は止めているが、間違いなくやつはここにいるし、間違いなくＤ．Ｏ．Ｇの『能力』を使ってはいる。Ｄ．Ｏ．Ｇの能力を使っているのなら、Ｄ．Ｏ．Ｇの気配を消すことはできない。それだけは確実。それだけは否定できない確定した真実。

　そうだ。気配は僅かだが感じるのだ。

　注目すべきは、それが疎まばらに感じること。まるで消えたり現れたり。そういう感じ方だ。この森の中に入る前からそういう気配を発していた。そのせいで確実な場所を特定できなかった。

　身体からだを見えないレベルに縮小させている？

　そこらにある木に姿を変えている？

　違う。

　それじゃあ透明になるのと変わらない。物理的に姿を消しても『能力』を使う限り気配を消すことはできない。

　もうひとつ気になるのは、攻撃するときには必ず姿と気配を見せていること。この『消えたまま攻撃はできない』というルールには理由があるはずなのだ。

　ひょっとしたら、あの『悪魔』の姿はカモフラージュの幻影で、実際の攻撃は遠くからスナイパーのように行っているという考えはどうだろう。

　違う。

　あの『悪魔』は幻なんかではない。Ｄ．Ｏ．Ｇの気配はあの『悪魔』から発せられていた。あれは間違いなく実際に存在するあいつの肉体そのもの。

　……駄目だ。

　サトルには見えなかった。

　敵の姿も。

『答え』も見えなかった。

　そのとき。




「何をしているッ！」




　唐突にＥジョンが叫んだ。

　懸命に観察と考察をするサトルに向かってだ。




「お前がこの人を──夜よる子こさんを守らなくてどうするのだッ!?」




　Ｅジョンのその叫びにサトルは苛いら立だつ。

　今、夜よる子こを攻撃から庇かばいに行っても彼女は喜ばない。守るのではない。Ｄ．Ｏ．Ｇの能力の秘密を探って倒すこと。それを彼女は期待している。今はその期待に応えなければならない。

　Ｅジョンの言っていることは間違っている。

　サトルはそう思いながら、夜よる子こを見つめた。

　彼女は治りきっていない傷から血を垂らしている。

　痛みのせいだろうか、その瞳はまだ少し潤んでいる。

「………………………」

　それを見てサトルは思った。

　──いや、違うな。

　Ｅジョンの言っていることは間違っていない。

　他の誰でもない。自分が夜よる子こを守らなくてどうする。

　誓ったのだ。夜よる子こに救われたあの日に。自分の人生を擲なげうってでも、自分にもう一度人生を与えてくれたこの人に尽くすのだと。

　絶対にこの人を守るのだと。

　しかし、守るためには半はん端ぱな思いでいてはダメだ。

　彼女を守るために、彼女を傷つける覚悟を持たなければ。




「──わかったよ、夜よる子こさん」




　そう決心すると『答え』をすぐに出すことができた。

　とっくに答えは見えていた。その答えを出したときのことを思って躊ちゆう躇ちよしてしまっていた。その答えが正しいのなら、夜よる子こを守るために夜よる子こを傷つけなければならないだろうから。そうならないために別の答えを探そうとしていた。

　それでも決心したサトルは、夜よる子こに伝えた。




「速すぎるんだ──」




　その単純な『答え』を。




「速すぎて見えていないんだ」




　こいつの能力は、透明になるとかそんな『超能力』じみたものじゃない。

　超スピード。

　純然たる身体能力。

　透明なんかじゃない。目で追えないだけ。視野角の外に一瞬で移る足の速さで走り回っている。ただそれだけ。それが見えない理由であり、このＤ．Ｏ．Ｇの『能力』。

　気配がいきなり消える理由も同じだ。疎まばらに感じるのはそのためだ。速すぎるから気配をきちんと追えず飛び飛びに感じる。気配すら捉えられない超スピードでこいつは逃げ回っている。

　それから、攻撃の瞬間にだけ姿を現す理由。

　考えられる理由はふたつ。ひとつは、速すぎる自分の身体からだのコントロールが利きかないので一旦減速しているため。

　もうひとつは、動いたまま攻撃しては自分自身にも被害が及ぶから。マッハを超えるような速度で何かにぶつかればタダでは済まない。そんなことをすれば自分自身もダメージを負う。車の単独事故のように。

　おそらく後者が正解だろう。こんな木々がそこら中にある森の中で高速で動き回っているのだから、どれだけ速くても動きのコントロールは自在のはずだ。

「そう。そういうこと……ね」

　夜よる子こも大方察しは付いていたのだろう。サトルが解いた答えを聞いてすぐに納得している様子だ。

　そして、次に夜よる子こが言う言葉をサトルは予想できていた。

「なら、あなたがやりなさい。サトル」

　一言一句予想通りだった。

「私ではこいつを捉えられない。眼めでも、足でもね。だからあなたがやつの動きを捉えなさい。そして狩るのよ」

「彼が？」

　隊員のひとりが信じられないといった声を上げた。

「あなたではなく、彼がこの敵を？」

　このＤ．Ｏ．Ｇは『親』である夜よる子こを完全に超えてしまっている。

　ことスピードに関していえば。

　ならばそんな相手にサトルが敵かなうはずはない。普通に考えればそうだ。腕力も、走力も、探知能力も。あらゆる身体能力において、サトルは夜よる子こに敵かなわない。現にさっきまでサトルは『盾』になることすらできていなかった。隊員たちにとってこれまでサトルは夜よる子この付属品程度の扱いだった。そんなサトルに何ができるというのか。そう考えているのだろう。

　夜よる子こは自らの足でサトルのほうへと歩み寄る。

「サトル。あなたならできるわ。私にできないことも、あなたならできる『可能性』がある。『限界』を超えることのできるあなたならね」

　その言葉の中には、自分には『限界』があることを孕はらんでいた。

　確かに夜よる子こは強い。生体兵器として『完成』している。だが、その裏を返せばこれ以上の成長はないということ。細胞変異で今の形を保ち続ける。傷は治せるが成長はしないのだ。今より強くはなれないのだ。




「──だから、私を食べなさい」




　サトルには夜よる子この言っている意味がわかっている。

　そうしなければならないこともわかっている。

　それを躊ちゆう躇ちよしていたからこそ『答え』をすぐに出せずにいたのだ。

　彼女は痛みを感じる。だからこそ、傷つけたくない。しかし、ここでこのＤ．Ｏ．Ｇを倒さなければ、より一層彼女が傷つくことになる。攻撃を受けることで傷つく。隊員たちが殺されることに傷つく。

　だから最終的にこの『答え』を選んだ。

　夜よる子こを守るために夜よる子こを傷つけるという『答え』を。

　幸い今は敵が攻撃の手を休めている。今しかもうチャンスはないだろう。

　サトルはしゃがみ込んで夜よる子この身体からだを抱き寄せた。これからすることを思い、壊れ物を扱うようにそっと優しく。

「ごめん。夜よる子こさん」

　そして、一言詫わびを入れてから。

　夜よる子この腹部に喰くらい付つく。

　衣服を脱がす必要はなかった。敵の攻撃により裂けて素肌が覗のぞいていたから。

　白い柔肌に、歯を押し込み、嚙かぶり付つく。

　咀そ嚼しやくする。血を啜すする。肉を飲み込む。

「なッ……!?」

　サトルのその行動に理解が追い付かないようだ。隊員の誰しもが驚きを隠せていない。敵ではなく、相棒のサトルが夜よる子こを血ち塗まみれにしていくその状況に。

　それを尻目にサトルは夜よる子この腹を食いちぎっていく。

「お前!?　何を……!?」

　こいつ狂ったのかと、サトルを止めようと銃を構える者まで出てくる。

「やめなさい」

　それを食われている夜よる子こ自身が制止する。

「あなたたちは黙って見ていなさい。これからサトルが敵を倒すところを」

　その表情は穏やかだった。母親が子供を寝かしつけるように優しかった。

　痛いに決まっている。苦しいに決まっている。時々我慢できなくて、呻うめき声を上げてしまっている。

　それなのに彼女は食われ続ける。肉体を再生させながら、繰り返し食われ続ける。

　サトルの『限界』を超えさせるために。

　サトルの身体からだは夜よる子この細胞で動く屍しかばね。身体からだを動かすためには彼女の細胞が必要だ。細胞を取り込むことで生命活動ができている。

　いわば夜よる子この細胞というエンジンを消費することで動くマシーン。普段はエンジンを少しずつ消費して動いている。このマシーンはエンジンを一気に消費することでより多くの馬力を出すこともできる。

　つまり。

　エンジンを限界ギリギリまで取り込めば、普段出せないような爆発的な力を引き出すこともできる。

　瞬間的に夜よる子この力をも超える『可能性』を持っている。

　そのためにサトルは喰くらう。限界まで夜よる子この細胞を自らに取り込むために。

　──今だけは『怪物』になるのだ。

　そう思いながら。

　ああ、ダメだ。一瞬でもそんなことを思ってしまった自分にゾッとしてしまう。

　──この人はなんて美お味いしいのだろう。




「オオオオオオオオおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉォォォッ！」




　口から血液を垂らしながら、サトルは獣のように咆ほう哮こうする。

　きっと傍はたから見れば、その姿は『怪物』そのものだ。

『怪物』と化したサトルは、夜よる子この身体からだを余すことなく食べようとする。少女の肉を喰くらい、血を啜すする。それはあまりに異常な光景だった。それでも誰も目を背ける者はいなかった。衝撃的すぎて目を離す余裕すらなかったからだ。

　やがてサトルは。

『夜よる子こひとり分』を身体からだに取り込んだ。

　感覚が研ぎ澄まされる。体内に流れる血液が命のガソリンのように感じる。それが信じられない速さで身体からだ中じゆうに流れていくのを感じる。

　熱い。身体からだが熱い。取り込んだ血液が沸騰しているような錯覚を覚える。

　ぐったりとする夜よる子こをそばにあった木の根元に寝かせた。Ｄ．Ｏ．Ｇから受けていたダメージも相まって、もはや再生能力も限界に達しているようだ。サトルは自分の上着を脱いでそれを被かぶせる。まだ治りきっていない大きな傷と、引き裂かれた衣服から覗のぞく素肌を隠すために。

　それから彼女の『大鎌』を受け取ると。

　サトルは周囲を見回した。恐ろしく研ぎ澄まされた五感を使って。

　──見えた。

　さっきまで見えなかったそいつの存在がはっきりとわかる。

　姿も。気配も。

　場所を確認したサトルは走り出した。

『限界』を超えるスピードで。




「…………ッッ」




　あっさりと『敵』のスピードに追い付く。

　その一瞬だけ目が合った。

　同じ速度に達したその瞬間だけ。

　サトルはハシュラ・イオスイの──『紫色の悪魔』の領域に入門を完了したのだ。

　見えない脅威はもはや脅威ではなくなった。はっきりと、しっかりと、その眼めで見えているのだから。

　走りながら思う。もしも痛覚が残っていたら、サトルは正気を保ててはいないだろう。『屍し体たい』で良かったと思える数少ない瞬間だった。

　速さによる摩擦で、風との摩擦で、皮膚が発火しているのだ。

　どうあがいても人には辿たどり着つけない領域。夜よる子この細胞を取り込んでいるサトルの身体からだは瞬間的に修復される。崩壊と再生を繰り返しながら『音』と変わらないスピードで走ることができる。

　人の身体からだには限界がある。陸上選手が走る速度も、投手がボールを投げる球速も、年々記録が更新されるがいつかどこかでリミットが訪れる。

　リミットを超えると腱けんが切れるからだ。それを超えてしまうと人間は壊れるのだ。リミットを超えるためには、切れない肉体を作るか。あるいは切れてもいい肉体を作るか。

　今、サトルはその両方を得ている。潰れない身体からだと潰れてもいい身体からだの両方を。

　だから捉えた。

　眼めでも。

　足でも。

　動きさえ捉えられれば終しまいだ。速さ以外はただのＤ．Ｏ．Ｇ。

　託された夜よる子この大鎌で一いつ閃せんする。

　一撃。

　たったの一撃。

　それだけで戦いは終わったのだ。

『悪魔』の首が落ちる瞬間を、サトルだけがその眼めで見ていた。

　音速の世界では『悪魔』が断末魔を上げる時間すらなかった。

「なんだッ!?」

　爆音と共に１本の樹木が大きく揺れる。勢いよく『それ』がぶつかったからだ。

　首をなくした『悪魔』の身体からだが。

「お、おい！　あっちだ！」

　隊員たちが殺到して『それ』を囲む。

「これって……」

「ああ……。終わったってことだよな……」

　その場にいた人間すべてが、ほとんど何が起こったかわかっていなかった。見えない戦いだったからだ。わかることは、Ｄ．Ｏ．Ｇの肉体が木に衝突して地面に堕おちたこと。

　サトルが勝利したということ。

「……ええ。終わりましたよ」

　ふらつきながらサトルもその場に歩み寄る。

　一撃で終わって良かったと心底思う。倦けん怠たい感かんと共に身体からだが重い。今はもうさっきのような動きはできない。『夜よる子こひとり分』取り込んでも、あの一瞬しか『限界』を超えられないのだ。

『悪魔』はピクリとも動かない。Ｄ．Ｏ．Ｇの気配も完全に消失している。

　首を落とされ完全に絶命している。

「こいつが……。こいつがみんなを……ッッ」

　仲間と罪なき人々を何人も殺してきたそいつに怒りをぶつけたいのだろう。その亡なき骸がらに向けて隊員のひとりが銃口を向けた。

「気持ちはわかりますがやめてください。そんなことは……」

　サトルがそれを制した。

　その行為は『人』として見過ごせるものではなかったからだ。死体撃ちなんて行為は。

　そして、そんな気持ちを抱けたことにサトルはひとり安心感を覚えていた。

　まだ自分は『人間』でいられていると確認ができたのだから。

「…………すまない」

　他の誰でもない。このＤ．Ｏ．Ｇを倒したサトルの言葉だ。隊員は素直に言うことを聞いて銃口を下ろした。

　やがて『悪魔』の肉体はグズグズに崩れ落ち、彼らの目の前で灰になっていった。

　それは確かにそのＤ．Ｏ．Ｇが死んだことを意味していた。

「……本当に終わったんだな」

　言いながら、隊員のひとりが灰の塊に近づく。

　肉体が消滅し、あとに残ったのは、Ｄ．Ｏ．Ｇの持ち物と思われる小さなポーチだけだった。

　別の隊員がしゃがみ込んで中身を確認する。

「財布に身分証にスマホ……か」

「こいつのものか？」

「ああ。ハシュラ・イオスイが『人間』だったときのな」

　隊員がスマホを操作してみる。何か情報を得られないか確認しているようだ。

　サトルも横から画面を覗のぞき込こむ。

「ついさっきもこいつを使って誰かとやり取りをしていたようだな」

「まさか、Ｄ．Ｏ．Ｇの仲間か？　他にも生き残りが？」

「……いや、そういう感じじゃなさそうだな」

　スマホに映るメッセージアプリの最後の送信時刻は15分前だった。先遣隊の遺体を発見して交戦が始まったのとほぼ同じ時刻。

「…………え、これって」

　サトルが注目したのは、それよりも前のメッセージだった。

　サトルにはそのやり取りに見覚えがあった。

「あの子の父親だ……」

「え？　あの子って？」

「……食堂にいた女の子ですよ」

　夜よる子こが『下準備』のために訪れた食堂。

　そこで働いていた少女。

　名前はフェイ。

　間違いない。このスマホに映っているのは、フェイが見せてくれた彼女とその父親とのやり取りだ。

「つまり、あの少女の父親が、Ｄ．Ｏ．Ｇだったということか……？」

　もうやつはこの世にいない。肉体も精神も。だから、想像をすることしかできない。

　フェイは父親が出稼ぎに行ったと言っていたが、それは普通の働き口ではなかった。父親は莫ばく大だいな報奨金を得るために、Ｄ．Ｏ．Ｇ開発の被験者となっていたのだ。

　結果、彼はＤ．Ｏ．Ｇとして、人ならざる力を獲得してしまった。その後、どういう経緯があったのかはわからない。更なる報酬を提示されたのか、あるいは他のＤ．Ｏ．Ｇたちに仲間意識が芽生えたのか、共謀して各地でテロ活動を行ったのである。

　彼はその力で人間を何人も殺した。罪なき一般人も。自分を止めに来た兵士たちも。それは言い逃れできない『怪物』の所業だ。

　そして、仲間をすべて倒された彼は、この森の中に逃げ込んだ。ひとり、この森の中に閉じこもって『怪物』として、人を殺し続けた。

　だが、その半面、彼はこの森の中に隠れながら、娘のフェイとスマホでやり取りをしていた。

『父親』として、フェイにメッセージを返し続けていたのだ。

　その事実に対して、サトルの中で言い表せない変な苛いらつきのようなものがあった。

　自分が倒したＤ．Ｏ．Ｇに『人間』味が残っていたことに対してだ。

　どうせなら最さい期ごまで『怪物』でいて欲しかった。『怪物』のまま自分に殺されて欲しかった。そんな我わが儘ままにも似た感情をサトルは抱いてしまっていた。

「こいつは父親の遺留品だ。あの少女にはのちほど我々が届けよう」

　スマホを握った隊員が言った。

　誰かがフェイに告げなければならない。もう父親がこの世にいないことを。もうスマホにメッセージは返ってこないことを。

　せめてもの救いは、父親が人々を『不幸』に陥おとしいれた張本人であった事実は伏せられることだ。Ｄ．Ｏ．Ｇの存在は極秘事項。併せてハシュラ・イオスイという男の存在も闇に葬ほうむられる。死んだ理由も、彼が何者なのかも、語られることは永遠にない。

　遺体は完全に消え去った。ただ少女には父親のスマホだけが遺のこされる。もしかしたら、彼女は父親の死を認めないかもしれない。どこかで生きていていつか自分の許もとに帰ってくると信じ続けるかもしれない。

　まただ。

　Ｄ．Ｏ．Ｇによって『不幸』の連鎖が起こる。

「お願いできますか……？　そのスマホを……。あの子に……」

「ああ、せめてそのくらいはやらせてくれ」

　隊員は穏やかに言った。

　その役回りは負いたくないと思っていたサトルは感謝の念を抱く。

　フェイの悲しむ顔を見たくなかった。あの子に自分の手で『不幸』を届けたくなかった。

「ありがとうございます……」

「こっちの台詞せりふだよ。みんなの仇かたきを取ってくれてありがとうよ」

『仲間』と認めてくれたのだろうか。Ｄ．Ｏ．Ｇである自分のことを。『怪物』のような姿を曝さらけ出だした自分のことを。

　非難を受ける覚悟も、お前もバケモノだと罵られる覚悟もあった。しかし、そんなことはなかった。それどころか、最初に会ったときに感じた彼らから発する嫌な空気を今はほとんど感じなかった。

　６人の隊員たちは一斉にサトルに向かって敬礼する。

　全員生存。

　そんな『奇跡』が起こるなんて彼らは思ってもいなかったはずだ。『奇跡』を起こしたサトルを彼ら６人は戦友と認めてくれたのかもしれない。

　…………６人？

　ふとサトルは気がついた。

　その場にひとりの隊員がいないことに。





※






　身体からだを血に染め、ぐったりとする夜よる子こを『隊員』のひとりがじっくりと眺める。

　夜よる子こは木にもたれ掛かって穏やか寝顔で寝息を立てている。

　先程まで『怪物』と勇敢に戦っていた人と同一人物には見えなかった。眠っている彼女は無む垢くなただの少女にしか見えなかった。

　ゆっくりと手を伸ばす。

　今は無抵抗なその『少女』に向かって。




「──何をしているんですか。Ｅジョンさん」




　背中から呼び止められ、ぴたりと手を止める。

　振り返るとサトルが怪け訝げんそうな表情でこちらを見ていた。

　Ｅジョンは何も言わなかった。

　そのまま、また、夜よる子この身体からだに手を伸ばそうとする。

「もう一度訊ききます。何をしているんですか？」

　言いながらサトルが距離を詰めてきた。容易に攻撃できる間合いに入られたので、Ｅジョンは仕方なく手を引っ込めた。

「…………介抱しようと思ってね。彼女、気を失っているだろ」

「必要ありません。今は体力を回復するために眠っているだけです。傷だって失った血肉の分の食事を取ればすぐに治ります。彼女は僕が町まで運びますので、手出しは無用ですよ。それに、介抱するのなら『それ』は必要ありませんよね」

　サトルはＥジョンが手に握る拳銃を見ながら言った。

「質問を変えます。何な故ぜ、あなたは『それ』を夜よる子こさんに向けていたのですか？」

　どうやら銃口を彼女に突きつけていたことは目撃されていたようだ。そういうことなら言い訳も誤魔化しも無意味である。

「……逆に質問をさせてくれないか」

　Ｅジョンは言った。




「あと何回殺せばこの子は死ぬ？」





※






　サトルは思い出していた。フェイの食堂で感じた鋭い視線のことを。

　あの視線はこの男──Ｅジョンのものだったのだ。

　それに、あのときだけではなかった。トラックでの移動中も。ジャングルでＤ．Ｏ．Ｇを捜索しているときも。この男は常にこちらに視線を送ってきていた。

　サトルの隣にいる夜よる子こに向けて。

「なあ、教えてくれ。もうあと何回か殺せばこの子は死ぬんだろ？　何回撃てばいい？　弾には限りがあるんでな。確かめておく必要がある」

　所々修復しきれていない傷口を露あらわにして倒れている夜よる子こを見ながら、Ｅジョンは言った。

　サトルは答えなかった。そもそも正確な答えを知らなかったし、答えるつもりもなかった。

「それを知ってどうするんですか？」

「『殺す』んだよ。完璧に。完全に。完膚なきまでに。もう二度と目を覚まさないように」

　そのポーカーフェイスのせいで、Ｅジョンの思考がずっと読めなかった。

　夜よる子こは生体兵器。彼ら生体兵器の討伐部隊にとっては本来彼女も倒すべき敵。今回、Ｄ．Ｏ．Ｇを倒すために協力を要請してはいるが、心の底からは信用できない。だから、その動向に注意を払うために常に視線を送っていた。その程度にサトルは考察していた。

　しかし、どうやらそれ以上の『負』の感情を持っていたようだ。

　この男は明確に夜よる子こへ『殺意』を向けている。

「夜よる子こさんは生体兵器ですが、あなたたちの『敵』ではありませんよ。あなたも自分の目で見たはずだ。あなたたちを懸命に護まもりながら、Ｄ．Ｏ．Ｇと戦う夜よる子こさんの姿を。この人は『人間』の『味方』ですよ」

　Ｅジョンは一瞬、押し黙る。

「……思わないか？　Ｄ．Ｏ．Ｇっていうのは、この子の細胞から生み出された存在だ。なら、この子が死ねば、Ｄ．Ｏ．Ｇたちも全部死ぬ、と」

「いいえ。それはボイジャー博士が否定しています。夜よる子こさんとＤ．Ｏ．Ｇの中にある夜よる子こさんの細胞とは完全に独立した存在。たとえ夜よる子こさんが死んでも、現存するＤ．Ｏ．Ｇが消えることはあり得ません」

　それに該当するとすればサトルだけだ。他のＤ．Ｏ．Ｇたちとは異なり、サトルだけは夜よる子こから細胞を定期的に供給されないと生きられない身体からだ。つまり、Ｅジョンの言うように『夜よる子こを殺せばサトルも死ぬ』訳だが、それ以外のＤ．Ｏ．Ｇには何の影響も及ぼさない行為。

「なるほど。だが、少なくとも、彼女が死ねばこの先新しいＤ．Ｏ．Ｇが生まれる心配はなくなる。君のような『イレギュラー』もね。そうすればこの先新しい悲劇は生まれない」

　そう言いながらＥジョンは、サトルの目の前で拳銃を夜よる子こに向けて構えた。そうやって彼女へ持つ殺意を明確な行動で表現してみせる。

「……夜よる子こさんを殺すことがあなたの『任務』なんですか？」

「いいや、違う。これはただの『私情』だ。君は何のためにＤ．Ｏ．Ｇと戦っている？　私は『復ふく讐しゆう』のためだ。私がこの部隊に入ったのも、Ｄ．Ｏ．Ｇを殺しているのも『復ふく讐しゆう』のためなんだ」

　Ｅジョンは冷たい声色で言う。

「そしてこれからするのも『復ふく讐しゆう』だ。私の家族はＤ．Ｏ．Ｇに皆殺しにされたのだからな」

　打ち明けられたＥジョンの過去は、サトルのそれと酷似していた。彼の愛する家族はＤ．Ｏ．Ｇによって皆殺しにされていたのだ。

　だが、決定的に違う部分があった。

　彼のＤ．Ｏ．Ｇに対する復ふく讐しゆう心しんは、生みの親たる夜よる子こに対してまで向けられてしまっている。

「しかし、それは──」

「関係ないとは言わせない。この子の行動がこの世界のすべてのＤ．Ｏ．Ｇを生んでしまったことは事実だ。細胞ざいりようを提供したのは、彼女自身なのだからな」

　夜よる子この細胞を他人が窃取することは不可能だ。先程の戦いでの一幕からもそれは窺うかがい知しれる。切り離された夜よる子この身体からだの一部は灰となって消失していたし、無理矢理奪おうとしても手に入れられるものではない。

　それなのに、どうして世界中にＤ．Ｏ．Ｇを製造するための『原料』である夜よる子この細胞が拡散されたのか。

　夜よる子こ自身の手によって創られた『最初のＤ．Ｏ．Ｇ』たちから流用されたのだ。

　研究施設にいた頃、当時、まだ幼かった彼女はその意味を理解していなかった。『大人』たちの口車に乗せられ、自らその細胞を提供し、最初のＤ．Ｏ．Ｇたちを生み出してしまった。

　それが世界中で起こっている悲劇のきっかけになるとも知らずに。

　たとえその気がなかったとしても言い訳はできないと、かつて夜よる子こはサトルに言っていた。

　最初のＤ．Ｏ．Ｇを生んだのは夜よる子こ自身。そのＤ．Ｏ．Ｇから流用された夜よる子この細胞によって多くの『怪物』が作られてしまった。その『怪物』の手によって、サトルの家族も皆殺しにされてしまった。

　過去には罪の意識から自ら命を絶つことを考えたこともあるらしいが、それを逃げだと彼女は思い至った。その結果が今の夜よる子この生き方だ。自分がきっかけで生まれてしまった『怪物』たちを自らの手で『処分』して廻まわるという過酷な道。

　それにサトルも同調した。夜よる子こから『力』を授かったサトルは、夜よる子こと共にＤ．Ｏ．Ｇを倒す旅に出ることを決意した。

　そして、現い在まに至る。

　たった今、目の前にいるのは、この一連の悲劇に巻き込まれてしまった人間のひとり。その男──Ｅジョンは銃口を夜よる子こに向けたままでいる。

　家族を奪われた『復ふく讐しゆう』のために。

「どうする？　私を止めるか？　君が『人間』である私を殺してこの子を守るか？」

　引き金には指が添えられている。Ｅジョンが少し力を入れれば弾丸が発射される。恐らく数発心臓を射抜かれれば死んでしまう状態の夜よる子こに向かって。

「……いいえ。止めませんよ。どうぞ、あなたの好きにすればいい」

　物理的に彼を止めることは簡単だ。さっき『限界』を超えて戦ったせいで身体からだが酷ひどく重いが、人間を殺す程度造作もない力はまだ十分残っている。

　それでもサトルはそうしようとはしなかった。

「そうか。ならば遠慮なくやらせてもらうよ」

　Ｅジョンはそう言うと。

　あっさりと引き金を引いて銃弾を放った。

　辺りに銃声が鳴り響く。

　しかし。

　弾は明後日あさつての方向を射抜いていた。

「………………」

　やはりサトルの見立て通り、止める必要はなかったようだ。

「できるわけがない──」

　震える声でＥジョンは言った。

「できるわけがないだろ、そんなこと……。この子は『人』だ……！　嫌というほどに『人』だった！　何な故ぜだ？　何な故ぜ、この子は『怪物』じゃないんだ……？」

　Ｅジョンは崩れるようにして地面に膝をついた。

「……私はずっと待っていた。この瞬間を。家族の恨みを晴らすため、ずっとＤ．Ｏ．Ｇを殺し続けてきた。しかし、殺しても、殺しても、いくら殺しても、私の心が晴れることは一度もなかった。ならば、元凶たるこの子を殺せば晴れる。そう思ってこれまで生きてきた。ようやくその機会が巡ってきた。それなのに……。それなのに……！　くそッ……！」

　サトルには理解できた。Ｅジョンの気持ちが。さっきサトルが倒した『悪魔』に対して抱いた感情と似たものだ。どうして『人間』らしさなんて持っている。『怪物』でいてくれれば、倒すことに躊ちゆう躇ちよも、後悔も残らないのに、と。

　Ｅジョンはその目で見てしまったのだ。痛みに耐えながら戦う彼女を。自分の身を犠牲にしてでも自分たちを守ろうとする彼女を。そのせいで『死』の手前にいる状態の彼女を。

　本意ではなかっただろう。それでもＥジョンは夜よる子こを『人間』と認めてしまった。

　故に、戦闘中、Ｅジョンはサトルに向かって叫んだ。

　──お前が夜よる子こを守らなくてどうする、と。

　Ｅジョンは『人間』である彼女が助かることを心から願ってしまったのだ。

　復ふく讐しゆうがこの男のアイデンティティであり、死と隣り合わせの戦場で立ち続けるための支柱だったはずだ。引き金を引く相手を見失い、そのアイデンティティを失なくした彼は、力なく跪ひざまずいて地面に向かって項うな垂だれてしまっている。

　サトルはすっかり戦意を失なくしたその男を追い越し、夜よる子この小さな身体からだを担かつぎ上あげた。

　戦場このばから立ち去るために。

「……………君は何のためにＤ．Ｏ．Ｇと戦っているんだ？」

　眠る夜よる子こを抱き上げたサトルに向かって、Ｅジョンが弱々しい声で言った。

「君も復ふく讐しゆうのためなんじゃないのか？　ボイジャー博士から聞いている。君も私と『同じ』境遇だと。Ｄ．Ｏ．Ｇによって家族を殺された身の上なのだと」

「全然『同じ』じゃないですよ。僕とあなたは全然違う。僕が戦う理由は、夜よる子こさんのそれと同じです。僕は世界中の人間を守るためにＤ．Ｏ．Ｇと戦っています」

「…………そうか。確かに違うな。私と違って君は人間ができている。他人のために自分の命を賭けられるなんて。復ふく讐しゆうという自分自身のためにしか銃を握ることのなかった私とはまるで違う」

「いえ。あなたが復ふく讐しゆうの念を燃やしていたのは、殺された家族をそれほど大切に想おもっていたからでしょう。自分自身のためじゃない。誰かを想おもう故の行動だ。あなたが銃を向けようとしていた相手は否定しますが、その気持ち自体を否定しようとは思いません」

　サトルは腕の中で寝息を立てる夜よる子こに意識を向けながら話す。

「違うと言っているのは境遇のことです。確かに僕がＤ．Ｏ．Ｇと戦っているのは、家族のこともあってのこと。ただ、僕はあなたと違って『夜よる子こさん』を知っていた。だから、全然同じじゃないんですよ」

　サトルは思い出す。今日の戦いのことを。これまでの戦いのことを。

　どんなに嫌われても、どんなに恨まれても、どんなに傷ついても、どんなに痛い思いをしても、それでも人間を守るために自分の身を犠牲にして戦おうとするひとりの女性の姿を。
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　心の底から惚ほれこんでいるその人のことを。

　その人を知っていたからこそ、Ｅジョンのように銃を向ける相手を見誤ることはなかったのだと思う。

「……それと、僕はそれほどできた人間じゃないですよ。結局のところ、僕だって『私情』で戦っているんですからね」

　まるで憑つき物ものが落ちたようにも見えるひとりの兵士をその場に残し、サトルは歩き出した。

　自分が戦う一番の理由である愛する人の命を背負って。
















「ラーメン特盛　ゼンブマシマシ」




　ラーメン屋の店内に少女の透き通るような声が響く。ランチタイムが終わりガラガラの店内にその声はよく通った。

「……お嬢ちゃん。意味を理解してその言葉を発しているのかな」

　店主は両腕を組んで見下ろすようにして言った。カウンター席にいるのはおよそラーメン屋には似合わないドレス風の装よそおいの女の子だった。

「そいつは遊びで頼むようなもんじゃねえぞ」

　大人げないとわかりつつも、せいぜい中学生か、下手すれば小学生にも見えるその少女を威圧するように睨にらみつける。

「おじさんはねえ、やれ『映え』だの言ってろくに食わずに残すキッズを何人も見てきた。その度に怒鳴り散らしてきたよ。食い物を粗末にすんなってなあ。『金払ったんだしどうしようがこっちの勝手だろ』とか逆切れしてくるやつもいりゃあ、ＳＮＳだか何だかでキレる店主だと曝さらされてめちゃくちゃ炎上したこともあった。それでも、おじさんは言い続けるよ。食う気もねえのに注文すんじゃねえってなあ」

「私は『客』よ」

　その少女は臆することなく強こわ面もての店主を睨にらみ返かえした。

「食べないことが客失格なら、頼まれたものを客に出さないあなたは料理人失格よ」

「……ほう。言ってくれるじゃねえか」

　子供のくせに堂々としている。物言いも態度も。生意気なガキをわからせてやる気でいた店主だったが翻意する。

「いいだろう、出してやるよ。ただし、後悔すんじゃあねえぞ。全部食べ終わるまで帰れると思わねえことだな。……お連れさんは？」

「そうですね──」

　少女の連れの背の高い青年は笑顔を浮かべてメニュー表を眺める。

　こちらは顔の向こう傷のせいでカタギには見えなかった。少女との関係性はわからなかったが、店主は踏み込むつもりもなかった。相手が誰だろうと、どんな事情があろうとも、自分の役割は客に満足のできる『味』を提供してやることただひとつなのだから。

「この『賄い丼』というのは何ですか？」

　青年はメニューを指差して尋ねてくる。

「ん？　ああ、そいつか……。名前の通りだよ。昔、ここで働いていた従業員が作った賄い飯だ。なかなか良いいできだったんで正式にメニューに採用したんだよ。『特別』にな」

「へえ……」

　相変わらず笑顔のままだが、青年の表情がどこか寂し気なものに変わったのは気のせいだろうか。

「……なら、これをお願いできますか」

「あいよ」

　店主は注文を受けた品を手慣れた手付きで用意する。

　そして、程なくして。

「……たまげたなあ」

　その光景に驚倒することになる。

　泣き言を言うかと思えば、少女は自分の頭三つ分くらいに盛られたそれを物もの凄すごいスピードで平らげていくではないか。無理をして食べている風でもない。

　この小娘は『本物』だ。

「ははっ！　いい食いっぷりじゃねえか！　けど、そんなに慌てて食べなくてもラーメンは逃げやしねえよ」

「いいえ。料理はそのほとんどが『提供された瞬間』が最も完成された状態となる。出来立ての状態を食すことこそが真に料理を味わうということよ」

　何やらまた生意気なことを言ってきているが確かにその通りだ。冷めたり、麵が伸びたりすれば、当然味は損なわれる。どうやらただの大食い娘という訳ではない。出された料理を最大限に味わおうとする気骨。食や料理人に対する一定の敬意も持ち合わせているようだ。

「…………」

　その拍手を送りたくなるような食べっぷりに、店主は唐突にデジャヴュを感じた。

　そう言えば、かつて似たような恰かつ好こうの女の子がこの店にやってきたことがあった。顔はもう覚えていないが、こういう服装でこれくらいの身長だったように思う。

「なあ、お嬢ちゃん。もしかして、あんた……」

「何か？」

「ああ、いや。何でもねえ」

　いや、まさかあの子と同一人物な訳がない。店主は首を横に振った。

　それと同時に、あの女の子と一緒にいる『あいつ』のことを思い出してしまった。

『あいつ』は休憩時間にあそこの窓まど際ぎわの席にあの子と一緒に座っていた。まるで餌付けでもするように、自分で作った『賄い丼』を女の子に食わせてやっていた。

　数ヶ月の付き合いだが『あいつ』のことは忘れられない。身の丈はちょうど客のこの青年くらいだったか。生きていてくれたらといつも思う。きっと世の中のため人のために働くいい大人になっていたことだろう。

　青年が頼んだこの『賄い丼』を見ていると、特にそういう気持ちが思い起こされる。

　青年は少女がラーメンを啜すする横でじっと器の中身を眺めている。箸で取ったそれに鼻先を近づけ香りを楽しんでいる様子だ。

　それから一口食べる。

「…………うん。美お味いしいな」

　やはりどこか寂し気な表情でそう言った。

　遠い日の記憶を思い出しているような。そんな印象を抱いた。
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「バカね。無理して食べなくても良かったのに」

　ラーメン屋を出ると、夜よる子こが呆あきれた声色でサトルに話し掛けてきた。

「一口だけだし大丈夫だよ。あとは全部、夜よる子こさんが横から奪い取って食べちゃったしね」

「その言い方だと、私が食い意地の張った食いしん坊みたいじゃないの」

『食いしん坊』の部分は否定できなかったが、今回の場合、厚意からの行動だ。

　サトルにとって『普通の食事』は栄養にならないし、『死んで』からは味覚もほぼない。そのせいでどんなに美お味いしいものを出されても、夜よる子この言うように、食べるためには無理をしなければいけないのだ。

　それでもどうしても注文をしてみたかった。

　──あの思い出の味を。

　夜よる子こが『組織』からの連絡を受け、サトルがそれに同行してこの町にやってきたのは昨日のこと。日本に入国するのも久しぶりだ。押おし並なべて左側車線の道路を見るほうが珍しいので違和感すら覚える。Ｄ．Ｏ．Ｇ討伐のために、五大陸のあらゆる場所を巡ってきたのだから。

　この町に来た理由は、いつもの通り、Ｄ．Ｏ．Ｇが起こしたと思われる事件の調査だ。内容は未解決の連続放火事件。ただ、外れの情報だったらしく、ただの『人間』が起こした事件だった。犯人には軽く灸きゆうを据えて警察に引き渡してそれで終しまいだ。どんなに重い罪であろうとも『人間』の起こした事件は人間のルールで裁かせればいい。

　あくまで自分たちの標的はＤ．Ｏ．Ｇ──『怪物』だけなのだ。

　そういう訳で、現在は特に当てがなくなったので夜よる子この気まぐれでそこらをブラブラしている。ラーメン屋を離れて暫しばらく歩くと、ふたりで車通りの多い交差点に差し掛かった。

「変わらないようね。あの店も。この町も」

　夜よる子この言葉に頷うなずき、サトルは周囲を見渡す。そうやって人々が行き交う町の様子を改めてじっくりと眺める。

「……そうだね。まさか、こうしてまた訪れることになるとは思わなかったよ」

　ここは故郷の町だ。

　死んだ『樹いつき　知さとる』がかつて暮らした町。

　もう二度と訪れる機会はないと思っていた。

「あなたにとっては１年振りになるのかしら。御感想は？」

「１年振り？　……ああ」

　言われてから自覚する。そうか。サトルが夜よる子こと共に旅をし、Ｄ．Ｏ．Ｇとの戦いを始めてからまだたった１年なのか。

　あまりに濃い１年でそんな感覚これっぽっちもなかった。

「そうだね。浦島太郎みたいな感覚なのかな」

　さすがに大きく町の様子は変わっていなかったが、それでも細部は変わっていた。前はなかったビルがあり、前はなかった店舗が入っている。サトルの頭の中では当時の記憶のまま時間が止まっていたので、すぐに比較ができた。

　あのラーメン屋のこともだ。

「店長も変わらず元気そうで良かったよ」

　最後に会ったときとまったく同じ印象だった。一見すると、職人気質で頑固者。初めのうちは突き放した態度を取ってくるが、気に入った人間にはとことん尽くす義理人情に厚い人。

「向こうはまったく気づいていなかったね。僕のほうは変わってしまったから」

　サトルは顔の傷を擦る。『例の手術』の名残で人相が当時から変わってしまった。これでは昔の知り合いとすれ違っても気づかれることはない。

　幸か。不幸か。

　もしも気づかれていたら、それはそれで辛つらい事態になっている。何な故ぜなら、正体を隠すために、かつての恩人に噓うそをつかなければならなかった。

「ま、彼からしたらあなたはもう『死人』だからね。死人が会いに来るなんて誰も思わない。同一人物という想定は自動的に外れるわ。それに、変わらな過ぎても気づかれないものよ」

　夜よる子こは自分のことを指して言っているようだ。確かに店主は夜よる子このことを以前会ったことのある同一人物だと気づいていなかった。

　夜よる子こはあの日とまったく同じ姿をしているというのに。

「……それで、夜よる子こさん。変わらないと言えば、『味』はどうだった？」

　懐なつかしいあの賄い丼。

　まさかああしてメニューとして置いてくれているとは。アルバイトが考えたメニューを置くような性格の人だとは思っていなかったので素直に驚いた。

　死んだ自分への手向けなのだろうか。

　見た目は当時のままだった。ただ、味覚が死んでいるサトルには比較ができなかった。

　夜よる子ことの出会いの『味』を。

「そうね。味も変わらなかったわね。ちっとも変わらない。あなたに食べさせてもらったあのときの味そのままよ」

「そっか……」

　それを聞いてサトルはホッとしたような、嬉うれしいような、温かい気持ちを抱いた。

『樹いつき　知さとる』という人間が生きた証あかしが残っていたのだから。




　サトルはひとり、故郷の町を歩く。

　珍しく夜よる子ことは別行動となった。基本的にサトルは夜よる子このそばから離れることができない。定期的に彼女の細胞を取り込まなければ生きられないからだ。

　とはいえ、戦闘行為等で身体からだに大きな負担をかけない限り、細胞の消費は少しずつなので一度の『食事』で１週間は保つ。こうやって少しの間くらい離れても支障はない。いざというときの緊急用に、腰のバックルに夜よる子この血液を入れた小瓶を携帯しているので、その場しのぎにはなるが『飢え』もしのげる。それぞれ個人のスマホを持っているし、いざとなったら探知能力でお互いの存在を感じ取れるから、何かあれば合流もすぐ可能だ。

　夜よる子こはちょっと用事があるから暫しばらく自由行動にすると言っていた。けれど、多分それは方便で、サトルに気を利きかせてくれたのだと思う。久しぶりの故郷の町だ。せっかくの機会なのだしひとりでゆっくりと見て回れというお達しのつもりなのだろう。

『樹いつき　知さとる』だった頃、通った小学校。中学校。よく利用した複合商業施設。アルバイト先。

　サトルはそれらを一通り巡ってみた。

　道中、見知った顔ともすれ違った。ラーメン屋の店主同様、誰もサトルのことには気づかなかった。異様な見た目にびっくりするくらいの反応で、誰も『久しぶりだな』と声を掛けてくれる者はいないし、こちらからもそれはできなかった。

　自分はもう樹いつき　知さとるではない。名乗り出たところで信じてもらえるわけもない。

　夜よる子この言う通り、本来、自分は死人なのだから。




　導かれるようにして、やがてサトルは『自分』が眠る墓地へと辿たどり着ついた。

　樹いつき家けの墓。そこには『知さとる』の名前も刻まれているはずだ。自分の墓参りをするというのは何とも不思議な感覚だが、主目的は自分ではなく一緒に眠る家族のほうである。

　サトルは自分と同じ日に殺された家族を悼いたむためにここへ訪れた。

　みんなの顔が頭をよぎる。

　父さん。お祖じ父いちゃん。お祖ば母あちゃん。

　そして、まだ幼かった妹の叶かなえ──。

　いつかはと思っていたので、ようやくそれが叶うタイミングがやってきた。

　少し緊張感を持ちながらサトルは墓地を歩く。当時、葬式にも参列できなかった。別れの言葉を言うこともできなかった。せめてもの穴埋めがしたい。そんな思いで歩を進める。

　Ｄ．Ｏ．Ｇとして蘇よみがえり、一年が経たった。夜よる子こと共に世界を巡り、戦いに明け暮れていた。

　本当にようやくの機会となった。

「………………」

　目当てのエリアまでやってきたことで、先客がいることに気づいた。

　自分と家族の眠る墓の前に制服姿の女の子がいたのだ。地元の高校の制服だ。花を飾って手を合わせている。

　その女子高生は墓に接近するサトルの存在に気づいたようだ。

　その子がこちらを振り向いたことで目が合った。

「あっ」

　女子高生は驚いた顔をした。

　やはりというか、サトルの異様な風貌を見て驚いた反応だった。自分でも仕方ないと思っているし、気を悪くしたりもしなかった。

　それよりもサトルは。

　その子が誰か気がついたから、目を離せなくなっていた。

　その目をよく覚えている。その顔立ちを。年月が経たったってすぐにわかった。




　途端、当時の記憶が走馬灯のように蘇よみがえった。
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　ラーメン屋の店内にラーメンを啜すする音が響く。聞き慣れてくると、それが小気味良くも聞こえてくる。

　土曜日の昼間。忙しさのピークを迎えていた。店を切り盛りする店主とバイトの女子高生が忙せわしなく働いている。

　それと、もうひとり──。

「並、麵、固めでーす」

「おい、樹いつき！　そっち頼む！」

「はいよ！」

　店員のひとり、樹いつき　知さとるは大学生だ。このラーメン屋でバイトを始めて３ヶ月目になる。これまで様々なバイトを掛け持ちでやってきているが、今はこれ一本に絞っている。

　アルバイトだけではない。知さとるの大学での専攻は人文学だが、他の様々な学部や研究機関に顔を出している。サークルにもジャンルを問わず一通り体験入部をしてきた。

　興味の幅が広すぎるのだ。

　高校時代からも、体育系だろうと文化系だろうと関係なく部活を掛け持ちし、短期で色々なアルバイトに手を付けて回っていた。

　色んな事から経験を得るために。一いち期ご一いち会えを大切に。あらゆることを人生の糧かてに。

　そんな気持ちで向き合っている。

　遊びにも。勉強にも。仕事にも。

　これは亡なくなった知さとるの母からの受け売りでもある。

　悔いのないように限りある人生をとことん楽しめという。

「へっ。すっかり様になってんじゃねえか。惚ほれ惚ぼれするねえ」

　店主は横で作業する知さとるを見ながら嬉うれしそうに言った。

「ハハッ。ただの湯切りじゃないですか」

　謙遜しながら、知さとるはオーダーの入ったラーメンを調理していく。

　平日と比べると客層は多少なりとも変わる。昼食の会社員や学生に加えて、店の評判を聞きつけてやってきたのだろう旅行者風の男女の姿もある。様々な客がいる中で共通するのは、皆、食べ終わったあと、満足そうな顔で店を出ていくことだった。

　自分が作った料理で他人の舌と腹を満足させる。やはりこれがこの仕事の醍だい醐ご味みだろう。もちろん、自分はアルバイトに過ぎないし、ほとんどは調理補助業務だ。レシピから何まで自作のものを提供できたなら、きっと感動も一ひと入しおなのだろうなと思う。

　忙しい時間帯が終わった。ランチタイムを過ぎて客足はゼロとなり、ようやく一息つける。

「あ、美み衣いちゃん、もう上がってもいいよ。あとは僕がやっておくから」

　知さとるは同僚の女子高生の美み衣いに声を掛けた。彼女は客席のテーブルを拭いているところだった。

「え？　いやいや、知さとるくん、これくらいあたしがやるってば」

「大丈夫だよ。美み衣いちゃん、このあと部活あるんでしょ？」

「うん、まあ、そうだけど……」

「いいから、いいから。あとは食器を洗ったり、ディナータイムの仕込みするくらいで、手は十分足りてるからさ。遅刻しちゃったら大変だろ」

「うーん……。じゃあ、お言葉に甘えよっかな」

　美み衣いはエプロンを外し、後ろに束ねた髪を解いた。案の定、時間がギリギリらしく、忙せわしなく帰るための身支度をする。

「知さとるくん、いつもあんがとね！　今度、なんかお礼するからさ！　店長、知さとるくんをあんまりこき使わないであげてよね」

「ああん!?　別にこき使ってねえよ！　いらねえこと言ってねえでお前はさっさと行け！」

「知さとるくん、ばいばーい」

　美み衣いは店主を無視するようにして、知さとるに向けてだけ手を振って帰っていった。

「ケッ！　これだから最近のキッズは！　生意気でしょうがねえぜ！　なあ、樹いつき!?」

「ははっ……」

　客席には誰もいない。お喋しやべりな美み衣いも帰った。知さとると店主だけになった店内は静かで空調の音が際きわ立だった。

「かぁ……。しかし、勿もつ体たいねえな……」

　静寂の中、唐突に、店主がそんなことを呟つぶやいた。

「樹いつき。お前さんは筋が良いい。お前さんさえ望めば、将来的にはのれん分けしてやってもいいくらいに思ってるんだがなあ、俺はよお」

「え？　ああ、ありがとうございます。お世辞でも嬉うれしいですよ、店長にそんな風に言ってもらえるなんて」

　このアルバイトを始めた当初からは考えられない言葉だった。ここの味に一ひと目め惚ぼれならぬ一口惚れをして、バイトをさせて欲しいと頼んだところ『中ちゆう途と半はん端ぱな野郎はすぐに追い出す』と怒鳴られたのが懐なつかしい。気がつけば、こうして当たり前のように厨ちゆう房ぼうを任せてもらえるようになっていた。

　自分はただやりがいを感じ、一生懸命に仕事に取り組んだだけだ。そういう勤勉な態度を評価してくれたのだろうか。

　ただ、知さとるは今月一杯でこのラーメン屋のアルバイトを辞める。

　それは、入った当初から伝えていたことでもある。

「俺はお世辞なんて下らないことはしねえよ。本音だ。なあ、樹いつきよお。本格的にここで修業してみねえか？　給料くらいいくらでも上げてやるからよお」

　この間、美み衣いからも辞めて欲しくないと駄々をこねるような頼まれ方をされたので、少し心が揺らいだりもしたが、それでも知さとるの意志は変わらなかった。

「お心遣いは嬉うれしいのですが、最初から決めていたことですので。大変なことも多かったですが、ラーメン屋さんで働くことは楽しかったですし、沢山のことを学べました。けど、もっともっと色んなことをやってみたいんです。それで、自分の可能性を確かめたいんです。生意気なことを言ってすみません」

　深々と頭を下げる知さとるを見ながら、店主は大きくため息をついた。

「……まあ、お前さんの人生だ。好きにしな。お前さんの場合、単なる飽き性とかいうわけでもねえみてえだしな。何事にも手を抜かずに全力でやってのける。それは十分近くで見させてもらった。まあ、そういうことなら、次の場所でも頑張れや。樹いつき」

　そう言って店主は激励のために力強く肩を叩たたいてくれた。

「はい！　ありがとうございます！　最後までしっかりと働かせていただきます！」

「へっ。いい返事だ」

　それから仕事が一段落したので、すっかり遅くなった昼食を取るため、知さとるは賄いを調理して食べることにした。

　色々なジャンルの飲食店で働き、家でも毎日のように自炊をして料理の腕前を上げてきた知さとる。彼の作る賄い料理は評判が良く、過去にバイトしていた洋食屋では正式にメニューに採用されたこともあった。このラーメン屋でも店主の許可を得て、ありものの食材と調味料を使わせてもらってオリジナルの丼料理を作ってみた。

　今日作るのもそれだ。客に出すものでもないが、丁寧に器に盛ってみる。メニューとして提供するならこんな感じかとイメージしながら。

「……うーん、良いいと思うんだけどなあ」

　我ながら良いい出来だと自負しているのだが、ここの店主は客に出すレベルでないと認めてはくれていない。もう少し改良が必要だろうか。辞めるまでに店主を唸うならせる一品を作るのが知さとるの今の目標でもあった。

「いただきます」

　知さとるは窓まど際ぎわの客席に座り、自作の賄い丼を食べ始めた。

　タレの沁しみ込こみ方も、溶いた卵の絡からみ方も、ちょうどいい。焼くことによって甘さを増したネギが肉の辛味を引き立てる。

　暫しばらくその味を堪たん能のうするのだが──。

「……え？」

　知さとるは思わず箸を止めてしまった。

　窓の外の人影のせいだ。

　そちらに視線を送ってみると、ガラス窓に手を付けてジッとこちらを見る女の子がいた。ガラス一枚を隔ててすぐ近くに立っている。

　まるでお人形さんのような見た目のゴスロリ少女だった。小学一年生の妹の叶かなえよりは大きい。六年生か、あるいは中学生か、知さとるにはそれくらいに見えた。

「………………………」

　最初、自分のことを見ているのかと思ったのだがそうではない。その少女が何やら物欲しそうに見ているのは知さとるの手元だった。ショーウィンドウを覗のぞき込こむようにしてずっと眺めている。

「あっ……」

　知さとるはすぐに察した。

　その少女の熱い視線が何を意味するのか。




　少女は知さとるが作った丼を食べ始める。知さとるが「遠慮せずにどうぞ」と言うよりも先に食べ始めるくらいには遠慮がなかった。

　知さとるは、涎よだれでも垂らしそうな勢いで丼を見つめているこの少女を放っておくことができず、店から出て声を掛けてみたのだ。相手は女の子だし向こうから言うのも恥ずかしいだろう。そう思った知さとるは『もし良かったら新メニューの味見をして欲しい』とこちらから頼むかたちを取ってみた。すると、少女は無言でホイホイと店の中に付いてきたのであった。

　店主にも一言断りを入れた。お金は自分が出すのでこの子にご飯を食べさせてあげてもいいかと訊きいてみたところ、店主は戸惑いを見せつつも了承してくれた。

　店主はカウンターの向こうでテレビを観ながら、たまにこちらの様子を眺めてくる。夢中で食事をする少女と、それをテーブルの向かい側に座って微笑ほほえましく見守る知さとるのことを。

「どう？　それ、美お味いしいかな？」

「……まあ、なかなかイケているんじゃないの。及第点ね」

　口ではそう言っていても体は噓うそをつけない。箸を動かす手が止まらない。大満足というのが本音のようだ。夢中でご飯を口の中に搔かき込こんでいる。相当気に入ってもらえたようだ。単にめちゃくちゃ空腹だっただけの可能性もあるが。

　勢いは早いが食べ方は綺き麗れいだった。上品ささえ感じる。米粒ひとつ残さずに平らげてみせた。

　その様子を感心して見ていた知さとるに対し、少女は空になった器を差し出してこう言ってきた。

「おかわりは？」

　あまりに遠慮がなさ過ぎて知さとるは思わず笑ってしまった。このくらいの年頃の女の子なら十分満腹になる量かと思ったが、まだまだ足りないということのようだ。

「えっと。もしかして、お昼、食べそこねたのかな」

「食べたわよ。ちょうど３時のおやつが欲しいところだっただけのこと。それでラーメン屋の看板が見えたから寄ってみた。ただそれだけ」

　おやつにラーメンを食べたがる女の子など珍しいことこの上なかったし、何より見た目とのギャップが凄すさまじかった。見た感じはお嬢様然としていて、オシャレなコース料理しか食べなさそうな雰囲気を醸かもし出だしているというのに。

「おい、樹いつき！　そんなに腹が減ってんならラーメンも作ってやれや！」

　カウンターのほうから店主の声が聞こえてきた。

「いいんですか、店長？」

「構わねえよ。お前が拾ってきたんだ。責任持って満足するまで食わせてやれや」

　そんな子犬を拾ってきたみたいな言い方をされても……。

　厨ちゆう房ぼうのほうへ向かうため席から立ち上がろうとした知さとるだったが動きが止まる。突然、少女が知さとるの袖を引っ張って自分のほうに引き寄せたからだ。

　見た目に反する強い力だった。そのままグイッと顔を接近させられる。

「な、なに……？」

　一体何事かと困惑する知さとるのことを少女は間近で窺うかがうような目で見てくる。

　綺き麗れいな瞳だった。

　今まで一度も傷を付けられたことのないような綺き麗れいな肌をしていた。

「……あなた『樹いつき』っていうの？」

「え？　う、うん。そうだけど」

　少女の真剣な表情に息を吞のむ。年相応の幼さの中に大人びた雰囲気も同居している。そんな不思議な印象を受けた。

「あなた、樹いつき　朝あさ子こをご存知かしら」

「……え？」

　知さとるは、初対面のはずの少女の口から思いがけない名前が出てきて、驚く。

「いや、ご存知も何も……。樹いつき　朝あさ子こは僕の母さんの名前だよ」

　今度は少女のほうが目を見開いて驚いた。

「なら、あなたが、樹いつき　知さとる？　樹いつき　朝あさ子この息子の？」

「うん、そうだよ。だけど、どうして僕のことを……？」

　やがて、ずっと不ぶ愛あい想そうな表情だったのが、口元が緩くなっていく。少女は知さとるの前で初めて笑顔を浮かべたのだ。ようやく年相応の表情になったなと思った。こっちのほうがよっぽど似合う。

　どうやら彼女の言う樹いつき　朝あさ子こは、知さとるの母親本人のことのようだ、さらに彼女は息子である知さとるの存在も知っている。

「そう。あなたが……」

　感極まった。そんな表情にも見える。

　この子は一体何者なのだろう。知さとるとは絶対に初対面のはずだ。顔を覚えるのは得意なほうだし、特にこの子は印象に残る外見をしている。口振り的には朝あさ子こと知り合いで、彼女から息子である知さとるのことを知った風ではある。

「ようやく見つけたわ。まさか、こんなところで会えるなんてね。ずっと探していたわ。あなたを。樹いつき　朝あさ子この家族を」

　少女は椅子から立ち上がり、スカートを持ち上げ優雅にお辞儀する。

　それからすぐに『正体』を明かした。

「初めまして。私は朝あさ子こママの娘よ。──名前は、夜よる子こ」

　夜よる子こと名乗るその女の子の言葉に、知さとるの脳ミソの思考は追い付かなかった。

　おいおい、ちょっと待て。

　今この子、何て言った。

「母さんの……娘……？」





※






「ハッハッハッハッハッ！」

　樹いつき家けのリビングに豪快な笑い声が響いた。

「いやあ、驚いたよ！　最初聞いたときは、俺の知らないところで朝あさ子こが別の男と子供を作っていたのかと思ったぞ！」

　愉快そうに笑っているのは、知さとるの父、敬けい一いちだ。

　右手には缶ビールが握られていて、食卓の上には空いた缶が既に２本。酔いが回っているのも相まって上機嫌だった。敬けい一いちは知さとるが突然連れてきた夜よる子こを快く迎え入れている。

「バッカもんが！　朝あさ子こちゃんがそんなことするわけないだろうが！」

「ええ、そうよ。敬けい一いち、あんた、何、言ってるんだい。バカも休み休み言いなさい。ただでさえバカなんだからあんたは」

　敬けい一いちの両親、即すなわち、知さとるの祖父母が窘たしなめるように言った。

「おいおい！　息子の前で息子にバカとか言うなよ！　傷ついちゃうだろ！　つーか、傷ついたわ！　俺、傷ついちゃったもんね！」

「バカにバカ言って何が悪い」

「そうよ、バカ敬けい一いち」

「だあ！　うっせえ！　バカに育てたのはあんたらだろ！　バーカ、バーカ！」

　親たちが大人げない言い争いをしている中、知さとるの妹、叶かなえは、夜よる子このことを興きよう味み津しん々しんといった感じで見ている。

「かわいい……」

　どうやら夜よる子このかわいらしい容姿に憧れを抱いているようだ。確かに叶かなえのような小さな子が観みる少女アニメに出てきてもおかしくないビジュアルをしている。

「ねえ、ねえ。おとーさん。かなえも夜よる子こおねえちゃんみたいなの着た～い」

　叶かなえが舌足らずな声で言って敬けい一いちの肩を揺する。叶かなえは夜よる子この着ているゴスロリ服がお気に入りのようで、この家に現れてからずっと目を耀かがやかせながら観察していた。

「ん？　ああ、そうだなー。きっとかわいい叶かなえにも似合うだろうし、今度、似たようなの買ってやるよ」

「やったーっ！　ねえ、ねえ、こんどっていつ？　ねえ、ねえ、いつ？　ねえ、ねえ」

　まったくこの妹は、今年から小学生になったというのにまだまだ落ち着きがない。小さなウサギのように飛び跳ねて喜んでいる。

「こらこら、叶かなえ。行儀が悪いよ。ご飯のときはちゃんと座って座って。──ははっ。ゴメンね、喧やかましくて」

　知さとるは夜よる子こに向かって言いながら、食卓に料理を並べていく。

「別に構わないわ。騒々しいのも別に嫌いじゃないし」

「なら、良かった。どうぞ、遠慮せず食べ──、って、もうオカズほとんどなくなってるね」

　相変わらずというか、食のことになると遠慮のない人である。夜よる子こは目の前に並べられた料理を当たり前のようにポイポイと口に入れている。

「よし。せっかくだし、今夜はじゃんじゃん作ろうかな」

　知さとるは冷蔵庫の貯たくわえに相談しながら、追加で新たな料理を調理していくことにする。

　家族みんなでの夕食。そこに夜よる子こも招き入れた。『朝あさ子この家族と会いたい』という彼女の要望を叶えるために。

　そう、たった今、樹いつき家けの居間に家族が全員揃そろっている。

　大学生の長男、知さとる。小学生で妹の叶かなえ。サラリーマンの父親、敬けい一いちに、祖父母。

　そして、２年前に他界した母、朝あさ子こ。朝あさ子こは家族を見守るようにして居間に飾られた遺影の中で笑顔を浮かべている。

　食卓でかつて朝あさ子こが座っていたポジション。

　今夜は夜よる子こがそこに着く。

「おにーちゃん。かなえ、トマトやだぁ」

「こーら、叶かなえ、好き嫌いは良くないよ」

「あら？　それ、食べないの？　なら、私がいただこうかしら」

「わーい、夜よる子こおねえちゃん、ありがとっ！」

「んー、あー、美お味いしい。これ、すっごく美お味いしいわ。食べないなんてもったいないわねー。本当に全部私が食べていいのかしら」

「え？　え？　ほんと？　それ、そんなに美お味いしいの？　……じゃあ、かなえも食べてみよっかな」

「はい、どうぞ」

「あらあら。叶かなえちゃんが苦手なトマトを食べてるわよ」

「ハハッ！　すごいねえ！　夜よる子こちゃん、子供の扱いが上う手まいじゃないか！」

　意外にも夜よる子こはすぐに家族たちに溶け込んでみせた。叶かなえが夜よる子こに懐なついたのが大きかったようだ。叶かなえにとって見た目が好みだったのもあるし、以前から姉妹が欲しいと口にしていたのも理由にあるのかもしれない。会ったばかりなのにまるで姉のように慕っているのだ。

「話を戻すと、つまり君は朝あさ子こが働いていた外国の『施設』の子供だったわけだな」

　敬けい一いちは冷蔵庫から引っ張り出してきた新しいビールをグラスに注ぎながら言った。

「ええ。血の繫つながりはない。けど、天涯孤独で『施設』に入れられていた私を、職員だった彼女が『母親』として育ててくれたの」

「それで、遠い外国から日本まで訪ねてきてくれたのよね。ありがとうねえ。きっと朝あさ子こさんも天国で喜んでくれてるわよ」

「朝あさ子こちゃんの娘ってんなら、俺らにとっても孫だ。いやあ、いきなり孫が増えて俺らも嬉うれしい限りだよ。来てくれてありがとうなあ」

　祖父母も夜よる子こに対して歓迎ムード全開だ。いきなり現れた息子の嫁の娘を名乗る少女の存在を、こうもあっさりと受け入れている。

　そもそもがお人よしで、人を疑うようなことをしない人たちだ。そのうえ、夜よる子こにあんな姿を見せられたらこうなっても仕方ないだろう。

　この家に訪問してからすぐのことだ。夜よる子こは朝あさ子この遺影に向かって手を合わせた。

　そして。




『──やっと再会できたわね。朝あさ子こママ』




　遺影の中の朝あさ子こに向かって、愛いとおし気にそう話し掛けていた。

　その瞳からは一筋の涙が流れていた。

　否いやが応おうでも、朝あさ子こに特別な想おもいを持っていることは伝わってきた。

「亡なくなったのは２年前と聞いたわ」

「ああ。そうだな。３年前に身体からだを悪くして日本こつちに戻ってきて、そのまま、な」

　敬けい一いちは当時のことを思い出したのだろう、俯うつむきながら言った。ビールの缶を握る手にググっと力が入っている。

「最さい期ごまで明るいやつだったよ。余命がわかってからも、家族の誰よりも明るかった」

　知さとるもそうだし、家族のみんなもきっとそうだろう。

　敬けい一いちの言葉を聞いて、朝あさ子ことの思い出が頭の中で蘇よみがえってきた。

　樹いつき　朝あさ子こは、科学の研究者だった。扱っていたのは、遺伝子学とか細胞学とかそういう分野の研究だったらしいが、専門的過ぎて夫である敬けい一いちも全然理解できないものだった。

　父、敬けい一いちは「自分は凡人、朝あさ子こは天才」と口癖のように言う。たまたま幼おさな馴な染じみじゃなかったら朝あさ子こと出会うことも、結婚することも不可能だったと、息子の知さとるにまで自虐的に語ってくるのだ。それを証明するかのように、研究者として有能だった朝あさ子こは、海外の研究施設に呼び出され、よく海外赴任をしていた。

　日本で知さとるを産んでからも、朝あさ子この海外での勤務はずっと続いていた。ただ、仕事も大事だが家族のことも大事に考えてくれていた朝あさ子こは、必ず長期休暇には日本に帰ってきてくれた。幼い頃の知さとるは母恋しさを抱くこともあったが、そのお蔭かげでそれほど寂しい思いはしなかったし、朝あさ子この休みの時期が年の楽しみとなっていた。

　それから、７年前に妹の叶かなえを出産。産休もそこそこにまた海外での勤務が続いた。知さとるは朝あさ子こが不在の間は、母親代わりのつもりで叶かなえの世話を積極的にするようになった。妹が大事なのはもちろんだが、朝あさ子こが安心して仕事に打ち込めるようにという思いもあった。

　朝あさ子こが身体からだを悪くしたのは３年前。それからは仕事を辞め、日本で家族の元で余生を過ごすことを選んだ。

　そして、その１年後。

　つまり、２年前に朝あさ子こは他界してしまった。

　ともかく明るく自由奔放な人だった。余命がわかってからも、変わらず家族の前で明るく振る舞っていた。

　この人は本当は死なないんじゃないか。医者の余命宣告は噓うそなんじゃないか。知さとるがそんな風に思わされるくらいだった。

　だが、突きつけられた現実は残酷だった。

　いつものように迎えた静かな朝。

　朝あさ子こは病院のベッドの上で二度と目を開けることはなかった。

「そう……。朝あさ子こママは安らかに逝いったのね……」

　当時の話を聞いた夜よる子こは感極まった表情をする。

　薄うつすらとまた目が潤んでいるようにも見えた。

「ああ。眠るようにして旅立ったよ。ちっとも苦しそうな素振りもなかった。ひょっとしたらあいつのことだから、俺たちに心配掛けたくなくて無理してたかもしれないがな」

　敬けい一いちは寂し気に笑いながら酒を口に入れる。

「……亡なくなったと聞いたとき、誤報じゃないかと思ったわ。いえ、そう信じたかった。それを確かめるために、日本にやってきて朝あさ子こママとその家族を探していたの。でも、これで事実だとわかったわ。……本当に残念」

　夜よる子こは本当は声を上げて泣きたいのではないだろうか。そう思わされるような声色だった。

「……もう一度、朝あさ子こママとお話がしたかったわ。私の『仕事』の話を聞いて欲しかった。私が選んだ『仕事』を彼女はどう思ってくれるのか、聞いてみたかった」

「え？　仕事？　夜よる子こちゃん、まだ子供だし学生でしょ？　ていうか、今、いくつなの？　そう言えば、外国から来たって話だけど、ひとりで日本ここまで来られたの？」

　当然の疑問だろうが、さすが親子というか、敬けい一いちが今した質問を知さとるも既に行っていた。ラーメン屋のバイトを終え、この自宅にまで案内する道中でのことだ。

「ああ、えっと、父さん、実はね……」

　意気消沈している様子の夜よる子こを気遣って知さとるが口で説明しようとするが、そこは譲れないとばかりに夜よる子こは先に行動で示した。

「私は『大人』よ」

　そう言って夜よる子こは敬けい一いちにパスポートを突きつける。

「え？　なに？　どういうこと？」

　続けて夜よる子こはパスポートのある項目をちょんちょんと指で叩たたいてみせる。

「は……？　え……!?　冗談だろ!?」

　彼女の言いたいことを理解した敬けい一いちが驚きの声を上げると、何事かと祖父母も横からパスポートの中を覗のぞき込こんだ。

　皆、生年月日欄に書かれた数字に注目する。今年が西暦何年かを思い出しながら逆算してみる。

「ええ！　うそ!?　夜よる子こちゃん、27歳なの!?」

　当然の反応だった。知さとるだってさっき同じ反応をした。外見はどう見てもローティーンだというのに、このパスポートは夜よる子こがとっくに成人を超えていると主張しているのだ。

「夜よる子こ、さん、でしょ？」

　パスポートをチラつかせながら、夜よる子こはドヤ顔気味に言う。

「いやあ、これは失礼した！　夜よる子こさん！」

「最近の子は若作りがすごいんだねえ～」

　祖父母たちは感心して言っているが、知さとるは未いまだに信じられなかった。完全に『年下の女の子』だと思っていたのに、こうやって『年上のお姉さん』だという事実を突きつけられたのだ。

　知さとるも改めてパスポートを確認する。顔写真は夜よる子このものだ。偽造を疑うレベルだが、上から書き足したような形跡もないし、本物のパスポートにしか見えない。

　叶かなえだけはよくわかっていない風だ。ぽかーんとしながら驚くみんなの様子を見ている。理解できたとて、叶かなえにとっては端はなから『お姉さん』なのだから、何も変わらない事実なのかもしれないが。

　お姉さん……か。

　知さとるは、かつて、母、朝あさ子こから言われた言葉を思い出していた。今思えばあれは『フラグ』だったのかもしれない。




『実はあんたにお姉ちゃんがいたらどうする？』




　夫の敬けい一いちと同じく、結構な酒飲みだった朝あさ子こ。ある夜、酔ったときに知さとるに向かってそんな発言をしていた。あのときは変な冗談を言うなあと適当に流していたのだが。

　もしかしたら朝あさ子こは、この人のことを指して言っていたのではないだろうか。

　名前は、夜よる子こ。

　遠い外国の地で朝あさ子こに実の娘のように育てられた人。

　どう見ても子供にしか見えないのに本当は『大人』である不思議な人。

「しっかし、驚いたなあ！　まさか成人してるなんて思ってもみなかったぞ！　よーし、そういうことなら、歓迎の乾杯だ！　知さとる！　夜よる子こさんにも酒を注いでやれ！」

「お酒は結構よ。それよりもご飯のおかわりをいただけるかしら」

　そう言って夜よる子こは知さとるに目配せする。昼間も『おやつ』にラーメンを何杯も食べたというのにまだこの食欲。これでこんな子供みたいな体型なのが信じられない。

「はい、はい。おかわりね。ちょっと待ってて」

「あと、オカズ、足りてないわよ」

「はい、はい。りょーかい」

　人使いが荒い人だ。ただ、悪い気はしなかった。どの料理も美お味いしそうに食べてくれるのだから、こっちも作り甲が斐いがあるというものだ。

　夜よる子この歓迎会という名目で、敬けい一いちの酒も進んだ。樹いつき家けの食卓はいつも以上に騒がしい晩ばん餐さんとなったのであった。




　知さとるはソファーに寝転がりイビキをかく敬けい一いちに毛布をかけてやった。

　時刻は深夜の１時を過ぎたところ。叶かなえと祖父母はもうとっくに自室に戻って眠っている。

　家族たちが寝静まった夜。知さとるは居間のテーブルにノートＰＣを開き、大学の授業のレポートを書いていた。キーボードを素早く打ちながら今日の出来事を思い返す。

　バイト先で『母の娘』を名乗る夜よる子こと出会ったこと。

　その夜よる子こと共に家族みんなで夕食を食べたこと。

　今日は本当に賑にぎやかな夕食だった。いつも賑にぎやかではあるが普段より増しましだったと思う。ゲストを迎え入れての夕食だからだろう。それもゲストは朝あさ子こと縁の深い人物。夜よる子こを交えて朝あさ子この思い出話に花が咲いた。

　それに、夜よる子こから『施設』での朝あさ子この様子を初めて聞くことができた。

　朝あさ子こが働いていた外国の研究施設。そこで行われている研究は機密が多く含まれているらしく、施設内でのことを朝あさ子こは家族にも語ってはくれなかった。知さとるは興味があったので、生前、隙あらば質問をしていたが、いつもはぐらかされて詳しいことを知ることはできなかった。

　中で何の研究をしていたのか。どういう研究施設なのか。その一切をだ。

　夜よる子こはその謎に包まれた研究施設にいた。彼女はその目で何が行われていたのか目撃している。そこで朝あさ子こが何をしていたのか知っている。

　やはり詳しくは機密事項なのだそうだが、子供を対象に行う研究で、夜よる子こはその被験者だったらしい。孤児で天涯孤独の身だった夜よる子こは、施設の保護下に置かれていたのだそうだ。

　その施設内において、朝あさ子こは研究者の一員にして夜よる子この教育係だった。食事の世話から、一般教養の教育、あらゆる面で『母親』として夜よる子こに接した。

　当時、施設に拾われてからまだ名前のなかった彼女に、自分の名前に因ちなんで『夜よる子こ』と名付けてくれたのも、朝あさ子こだった。

　夜よる子こにとって、朝あさ子こは恩人であり、初めての『家族』だったのだ。

　夜よる子こから聞く限り、施設の中でも外でも朝あさ子この人となりは変わらなかった。他人に強い関心と興味を持ち、その人のために色々尽くそうとする。その対象は夜よる子こもだった。親のいなかった夜よる子こだが、彼女から『母の愛』を受けながら成長することができた。

　やがて『大人』になった夜よる子こは、施設を出て自立し、ひとりで仕事を始めるようになったのだそうだ。今の自分があるのは朝あさ子このお蔭かげだと、夜よる子こは夕食の席で樹いつき家けの家族たちに誇らしげに語っていた。

「……はあ」

　知さとるはため息をついてキーボードを打つ手を止める。

　そんな夜よる子この話を聞きながら、さっき知さとるは、自分でも驚く感情を抱いてしまった。そのことを深く後悔しているのだ。

　──嫉妬だ。

　夜よる子こは知さとるの知らない朝あさ子この一面を知っている。『研究者』としての一面だ。知さとるは日本にいる『母親』としての朝あさ子この顔しか知らない。それを夜よる子こは近くで見てきている。

　それに、朝あさ子こは日本にいる時間よりも海外にいる時間のほうが長かった。その間、母の愛を彼女は一身に浴びていたことになる。

『娘』として。

　そんな勝手な想像から、嫉妬という浅ましい感情を抱いてしまったのだ。

　我ながら馬鹿だなあと思った。叶かなえじゃあるまいし、そんな子供じみた考えをするなんて。

　そんなことを思いながら、知さとるがレポートを書いていると。

「……あれ？」

　リビングに夜よる子こが現れた。

「どうしたの、夜よる子こさん？　目が覚めた？」

　すっかり叶かなえに懐なつかれた夜よる子こは叶かなえと一緒にお風ふ呂ろに入り、一緒のベッドで眠っていたはずだが、どうしたのだろうか。何やら窺うかがうようにしてきょろきょろしている。

「……ご飯ってあなたがいつも作っているの？」

「ん？　ああ、そうだね。昔はお祖ば母あちゃんと交代でやってたけど、最近は専ら僕が家族の分の夕食を作るようにしているよ。当番というよりかは、料理は趣味のひとつだし、好きでやらせてもらってるんだけどね」

「ふーん。そう。好きでやっているのね」

　何やら言いたげにチラチラ見てくる夜よる子この腹の虫が鳴った。

　ああ、なるほどと思った。

　どうやらお腹なかが空いて目が覚めたようだ。

「……えっと。簡単なもので良ければ何か作ろうか？」

「そうね。別にそんなつもりはなかったけど、趣味でやっているのなら付き合ってあげるわ」

　素直な性格ではないようだ。苦笑いしながら知さとるはキッチンへ向かう。

　知さとるは冷凍していた唐揚げを焼いた。唐揚げは調理次第で冷凍保存してもジューシーさはキープできるので、いくつか作り置きしている。醬しよう油ゆベースの合わせ調味料を絡からめて甘辛くなるように火を入れる。父、敬けい一いちもよく酒のあてにする一品だ。

「はい、どうぞ」

　刻んだ野菜に手製のドレッシングを添えて皿に乗せる。それを夜よる子この座るテーブルに置いた。

　途端、ゴクリと生唾を吞のみ込こむ音が聞こえた。

「退屈しなさそうでいいわね──」

　誤魔化すように夜よる子こはジュージューと音を立てる鶏とり肉にくに箸を入れながら言った。

「あなたの家族。すごく賑にぎやかだったわ」

「ハハッ。そうでしょ。今日はいつにも増してだったけど、大体いつもあんな感じだよ」

　知さとるは謙遜せずに思ったままを口にする。

「僕にとっては自慢の家族さ」

　気持ち良さそうにイビキをかいて寝る父を見ながら嚙かみしめるように言った。

　父、敬けい一いちはよく言う。『自分は朝あさ子こと比べたら凡人だし、父親として自慢できないだろ』と。その度に『そんなことない』と言い返すのだが、気を遣うなと苦笑いを浮かべてくる。

　確かに朝あさ子こは一流大学を首席で出て、一流の研究機関に属し、対外的に見ても優秀な人間だった。対して敬けい一いちはどこにでもいるサラリーマン。目立った特技もないし、コンプレックスを感じても無理はないのかもしれない。

　それでも、知さとるは両親のどっちがより優れているとか、そういう天てん秤びんで測ったことはない。どちらにもどちらの良さがあると知っている。

　他のみんなもそうだ。今も母がいなくなった寂しい思いを完全には払ふつ拭しよくできずにいるが、みんなのお蔭かげで毎日を楽しく過ごせている。

　知さとるは、大学を卒業したあと、大学院に進むか、就職するか、ずっと決めかねている。だが、どちらにせよ家族のいるこの町を出る気はない。ひとり暮らしをするにしろ、いつでもこの家に来られるような環境で過ごそうと考えている。

　父も祖父母もしっかりしているかと言われたらそうでもないので心配だし、妹の叶かなえも今年小学校に上がったばかり。少なくとも、叶かなえが独り立ちするまでは遠くに住むつもりはない。

　みんなも家事全般を取り仕切る知さとるのことを頼ってくれている。できればずっと家にいて欲しいとも言ってくれている。

　しかし、本当に家族に依存しているのは自分のほうなのだという自覚がある。

　母がいなくなったことでその気持ちはより一層強くなった。

　もう家族のひとりも失いたくないという気持ちが、今の知さとるを形成しているのだ。だからこそ、この家から離れたくない。心からそう思う。

「朝あさ子こママから聞いていたイメージ通りだわ。施設でよくあなたたち家族のことを私に話してくれたの。もちろん、あなたのこともね、知さとる。自慢の息子だっていつも楽しそうに言っていたわよ」

「え？　あ、ああ、そうなの」

　朝あさ子こという母親は面と向かって直球で褒めてくれる人なのだが、それでも人ひと伝づてにそういう話を聞くのは少しむずがゆかった。

「そっか。母さん、向こうで僕たちのこと話してくれてたのか」

「ええ、そうよ。……聞いていて、ちょっと妬やくくらいにはね」

　夜よる子こがぼそりといった一言に対して、知さとるはさっき抱いた自分の考えが、より一層恥ずかしく感じた。

　夜よる子こが施設内で朝あさ子こを独占していたことへの嫉妬だ。

　夜よる子こは言っていた。自分は天涯孤独の身だと。家族と言えるのは朝あさ子こしかいなかったと。そんな境遇の彼女に対して、向けるべき感情ではなかったと反省する。

「……君のいた『施設』ってどんなところだったの？」

　朝あさ子この属していた海外の研究施設。夜よる子こが言うには子供を被験者とする施設だったようだが、その全貌は謎に包まれている。

　生前、一度たりともどんな場所だったのか、朝あさ子こが教えてくれることはなかった。その中にこの夜よる子こという『もうひとりの娘』がいたことも完全に秘密にしていたくらいだ。

「あそこはね──」

　夜よる子こは打ち明けてくれた。




「『怪物』を作る場所よ」




　自分の秘密を。朝あさ子この秘密を。

「……『怪物』？」

「施設には研究のために身寄りのない子供たちが集められていた。私も物心付いた頃には施設にいた。そこで『怪物』を作るための『人体実験』を受けていたの」

　人体実験。

　どう考えてもいい言葉の響きではないし、ショッキングな内容だ。先ほどみんなの前で語らなかったのは、幼い叶かなえがその場にいたから配慮していたのだろうか。

「詳しくは伏せさせていただくけど、色々と身体からだ中じゆうを弄いじられてね。こんな身体からだになったのもその後遺症よ」

　子供のような見た目のことか。それとも異常な大食いのことか。どちらにせよ、あまり触れてはいけないデリケートな部分だと思っていたが、自ら明かしてくれた。

　そして、それを聞いて何がショックかと言えば、先天的な病気ではなく、後天的に付いた体質だということだった。

　彼女の言う『怪物』を作る研究とやらで。

「人体実験……。そんな研究に母さんも関わっていた……」

「ええ、そうよ。人の細胞や遺伝子を弄いじる研究。デザイナーベビーってわかる？　遺伝子操作で優秀な子供を作る技術ね。その応用で『怪物』のような超人を作ろうとしていたの。そのための人体実験。科学の発展に犠牲は付きもの。朝あさ子こママもそのことは承知していた。いち科学者としてね」

　やはり夜よる子こは知っている。知さとるの知らない朝あさ子このもうひとつの顔を。

　科学者としての残酷とも言える一面も。

　知さとるは想像する。もしかしたら、その姿を知さとるたちには知られたくなかったのかもしれない。だから頑かたくなに施設でのことや、その研究内容について話してくれなかったのかもしれない。

　いつも明るく屈託のない表情をしていたあの人が、心のうちでどんな葛藤をしていたのだろうか。もうそれを確認することは永久に叶わない。

「ただ、被験体としてしか私のことを見ていなかった他の連中と朝あさ子こママは違った。ある日、新しい職員として私の前に現れた彼女は、実験動物のように扱われている私の姿を見て異を唱えたの。朝あさ子こママはずっと『番号』で呼ばれていた私に『夜よる子こ』という名前を付けてくれた」

　知さとるは夜よる子この語りを食い入るように聞き入る。

「それから彼女は毎日のように私の部屋に来てくれたわ。女の子らしい衣服や、部屋に飾るお花、ぬいぐるみ。沢山のプレゼントを持ってきてくれた。これまで空っぽだった私に本や知識も与えてくれた。そうやって、初めて私をひとりの『人間』として扱ってくれたの」

　知さとるにもその姿は大いに想像が付いた。人ひと懐なつっこく『娘』に絡からんでいく母の姿を。それはマッドサイエンティストではなく、自分がよく知っている朝子ははの姿だった。

「彼女の胸の内はわからない。あくまで科学者として、研究員のひとりとして私に優しくしていたのかもしれない。それでも、私にとって『お母さん』はあの人なの。あの人しかいないの」

　また知さとるはさっき夜よる子こに嫉妬心を持ってしまったことを恥ずかしく思った。

　確かに自分は母をなくした。それでも、自分には父がいる。妹がいる。祖父母がいる。

　しかし。

　夜よる子こにとっては朝子ははしかいなかったのだ。

「施設を出たあとは？　今、夜よる子こさんに家族はいないの？　……結婚は？」

　こんな見た目の女の子にするのは違和感のある質問だったが、実年齢を知った今だからこそできる質問だった。

「いないわ。家族と言えたのは、朝あさ子こママだけよ。今も昔もね」

　夜よる子こは寂しく言った。

「朝あさ子こママはいつも言っていた。もしも自由を得たら、色んな世界を見てきなさいって。色んな経験をしなさいって。言われた通りに、施設を出たあと、私は世界中を旅して回った。そして、世界を回るうちに、人ひと伝づてで朝あさ子こママが日本で亡なくなったことを知ったわ。信じられなかった私は『仕事』の合間を縫って朝あさ子こママとその家族を探すようになった。けれど、本当に彼女はもうこの世界にはいないことがわかった。だから、もう私には家族なんていないの」

　朝あさ子こが本当にもうこの世にいないことを、彼女は今日、知ったことになる。

　たったひとりの『家族』を失ったことを、今日、はっきりと自覚した。

　だからこその遺影の前で見せた涙だ。

　そんな夜よる子この切なげな顔を見ているうちに。

「──僕らがいるじゃないか」

　知さとるは自然とそう口にしていた。

「……え？」

「ああ、いや、ほら。お祖じ父いちゃんたちも言ってただろ。血は繫つながってなくても、母さんの娘なら、君は僕の姉さんってことになるじゃないか」

「私が姉さん……？　あなたの……？」

　夜よる子こは鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をしている。

「うん。叶かなえだって君のこと、お姉さんみたいに思ってるよ。叶かなえだけじゃない。もうみんな君のこと、家族の一員みたいに思っている。……もしかしたら君も、ちょっとはそう思ってくれたんじゃないかな」

　夕食での一幕を思い出す。

　笑顔の家族たちに囲まれ、微笑ほほえみを浮かべる夜よる子この顔を。

　傍はたから見ても、彼女は『家族の一員』だったはずだ。

「……だけど、私は『怪物』よ。わかるでしょ？　普通の人間じゃないって」

　夜よる子こは両腕を広げて見せる。そうやって子供の姿から成長していない自分の身体からだを見せつけるようにしている。

「『怪物』なんかじゃないよ。その見た目だって、個性みたいなものじゃないか」

　咄とつ嗟さに出たフォローの言葉だったが、薄っぺらかっただろうか。夜よる子こにはまったく響いていないようで顔を強こわ張ばらせているし、何なら逆効果だったまである。

「……ごめん。デリカシーなかったかな」

　夜よる子こは首を大きく横に振る。

「いいえ、違う。違うの……。見た目がどうとかじゃない。私は正真正銘の『怪物』なの」

　彼女が何を言いたいのか、知さとるにはわからなかった。その表情は怒っているというよりも、何かに怯おびえているようにも見えた。

「……そうね。例えばの話よ。これからするのは、例えばの話」

　夜よる子こはそう前置きしてから語り出す。

「あなた『真祖』ってわかる？　吸血鬼の真祖」

　興味の範囲が多岐に亘わたる知さとるは、ファンタジー系の小説や漫画も一通り読んだことがあるし、吸血鬼が題材の作品もいくつか触れてきている。その中でも、吸血鬼に咬かまれた者が吸血鬼に　なるというのは割と王道のパターンだ。

　最初に嚙かんだ吸血鬼。つまり吸血鬼たちの大元となる存在。それを真祖と呼ぶ場合がある。

　いわば、吸血鬼という病の感染源。

「私はね、世界中に悪い吸血鬼を生み出してしまった真祖なの」

「……えっと、それじゃあ、夜よる子こさんも吸血鬼ってこと？」

　知さとるは戸惑いつつも、夜よる子この話に合わせることにした。言われてみれば、夜よる子この美しい外見は吸血鬼を彷ほう彿ふつとさせるものだ。大抵、吸血鬼というのは若く美しい肉体を永久に保つ者として描かれる。

「悪い吸血鬼ってどんなの？」

「人を殺す吸血鬼よ。何の罪もない人たちを残酷に殺してしまう『怪物』たち」

「なるほど、それはすごく悪いね」

「そんな悪い吸血鬼たちを生み出してしまった『怪物』が私なのよ」

　夜よる子この言う通り、例え話なのは間違いないだろう。そもそもの話、彼女は吸血鬼などではない。こんな血を吸わない大食いな吸血鬼など聞いたことがない。

　おそらく彼女は自分が『悪い者を生み出す元になった』ということを主張したいのだろう。

　そして、それにとても負い目を感じている。

「……うーん、でもさ、夜よる子こさんは悪い真祖なの？」

「え？」

「もしも夜よる子こさんがそいつらに命令して人を殺させているのなら悪い真祖だ。でも、もしもその吸血鬼たちが勝手に悪いことをしているのなら、夜よる子こさんは悪い真祖じゃない。悪い真祖じゃないのなら、夜よる子こさんは『怪物』なんかじゃないよね」

「いいえ。『怪物』を生んでしまった私も『怪物』よ。私は『人間』じゃないの。だから、あなたたちと家族になる資格なんてないのよ」

「でも、そんなの……」

　知さとるが言いい淀よどんでいると。




「かんけーねーだろ、んなこと」




　突然、横から声がして、知さとるも夜よる子こもふたりして驚いた。

　何事かと声のほうを振り向く。

「……人間じゃなかったら家族になれないってか？　んなことねーよ。犬だろうと猫だろうと、家族にはなれんだろうが。家族ってもんはな、血の繫つながりじゃねえんだよ。つーか、お前だってそれくらいわかってんだろ」

　敬けい一いちだった。

　いつの間にか起きていて、知さとると夜よる子この会話を聞いていたらしい。ソファーから起き上がってこちらを見つめていた。

「お前、自分で言ってたじゃねえか。血の繫つながらない朝あさ子このことを唯一の家族だってよ。だったらかんけーねーじゃねえか。お前が人間だろうとも、人間じゃなかろうとも、家族にはなれんだよ」

「……そうじゃない。私は私のせいで多くの人を不幸にしてしまった。だから──」

「悪い子だから家族になれねえってか？　朝あさ子こだって裏で何やら怪しい研究に手を出していたみたいじゃねえか。俺ら家族にも言えねえようなな。そいつも世間さんから見れば『悪いこと』だったかもしれねえな」

　さっきまでべろんべろんに酔って寝ていたかと思えば、敬けい一いちの声色はしっかりしている。

「それでも俺にとって朝あさ子こは大切な家族だ。良いい部分も悪い部分も全部ひっくるめてな。俺はさ、この世の中、後ろ暗いことひとつない人間なんていねえと思う。もちろん、大きい小さいはある。償うべき悪事があるならきちんと償わせるべきだ。守ってやるべきときは守ってやる。𠮟るべきときは𠮟ってやる。それが家族ってもんよ。お前が何を抱え込んでいるかは知らねえが、俺らで解決できるような悩みなら、いつでも打ち明けてみせろ。待ってるからよ」

　夜よる子このことを真剣な眼まな差ざしで見据えている。それはいつもおちゃらけてばかりいる敬けい一いちがときおり見せる『父』の顔だった。

「……でも、私は……」

「まあ、そう気負うなよ。別に、いきなり明日から一緒に暮らそうとかそういう話をしているんじゃねえ。仕事だってあるんだろうし、今、住んでいる家だってあるだろうしな。そもそも、家族ってのは、いつも同じ場所にいなきゃいけないもんじゃねえよ。自由でいいんだよ。やりたいことをやればいい。行きたいところに好きに行けばいい」

　敬けい一いちはそう言ってニカッと笑う。

「でも『帰れる場所』はいるだろ？　『おかえり』と『ただいま』が言える場所だ。家族ってのは、そういう場所でいいんだよ。いつか知さとるも叶かなえもこの家を巣立っていくだろう。でも、いつだって帰ってくることはできる。いつでも『おかえり』と『ただいま』を言うことはできる」

　一瞬、敬けい一いちは知さとるのほうを見て、さらに続ける。

「朝あさ子こもそうだった。海外出張から帰ってきたらあいつが『ただいま』って言う。俺は『おかえり』って言う。お前もそれでいいんだよ、夜よる子こ。……ま、俺が何を言いたいかって言うとだな、お前はひとりじゃないってことだよ。どんなに遠くにいたって、離れ離れになったって、家族はいつだって家族なんだからな」

　そこまで喋しやべると、敬けい一いちは急に電池が切れたように、また寝転がってイビキをかき出した。

　それを見て夜よる子こが呆あきれたため息をつく。

「……何よ。言いたいことだけ言って勝手に寝ちゃって」

　文句を言いつつも、夜よる子この表情は柔らかいものに変わっていた。今の敬けい一いちの言葉によって、何かを抱え込んでいる夜よる子この心を少しでも解きほぐすことができたのだろう。

　──そう、こういうところだ。

　自分のことを凡人だとか卑下しているが、父のこういうところを知さとるは尊敬しているのだ。

「まあ、そういうことでいいんじゃないかな」

　知さとるは微笑ほほえみながら言った。

「父さんの言うように変に気を張らないでさ、とりあえずここを自分の家と思ってくれたらいいんだよ。もしも何か力になれることがあるなら、できる限り協力するからさ。家族として」

　夜よる子こは大きな闇を抱え込んでいる。自分のことを怪物だとか、人間じゃないだとか、言い張るくらいだ。

　けれど、悪い人間にはどうしても思えない。見た目の可か憐れんさもあるが、それ以上に母、朝あさ子こに育てられた人が悪人な訳がないと、息子の立場からもそう考えてしまう。

　だから、彼女の抱える闇を照らしてあげたい。お節介かもしれない。身勝手かもしれない。それでもそう思ってしまう。

　叶かなえに対する気持ちと同じだ。

　この人の朝はは子おやの代わりになってやりたい。

「……あっ、ていうか、ごめんね。何か一方的に盛り上がって。いきなり家族とかさ。夜よる子こさんのほうはそんなの嫌だって思っているかもしれないのに」

「別に嫌なんて一言も言ってないでしょ」

　そう言って夜よる子こは頰を膨らませている。気を許してくれたのか、初めに会ったときの印象よりも、その態度は随分柔らかいものになっていた。

　それから気まずさを誤魔化すようにして、夜よる子こは空いていた皿を知さとるに向けて突き出してきた。

「……おかわりは？」

　彼女の胸中はわからないが、少なくとも、彼女の胃袋は摑つかめたようである。





※






　夜よる子こはベッドに仰向けに寝転がる。

　そうやって『自室』の天井を見つめる。

　樹いつき家けにやってきて、あれからもう２週間が経たった。

　天井を見つめながら目を瞑つぶる。

　この家を初めて訪れたときのことを思い出す。朝あさ子この死を確認し、深い絶望を感じたときのことを。それに付随するようにして、もっともっと過去の記憶も蘇よみがえった。

　年数も思い出せないような時間を実験体として身体からだ中じゆうを弄いじくり回まわされた過去。意味も理解しないまま『怪物』を作る手伝いをさせられた過去。

　そんな地獄から救い出してくれた人たちのこと。

　その人たちの中に朝あさ子こがいた。

　名前が示すように、彼女は光を与えてくれた。

　朝あさ子こに『人間』として育てられ、『人間』として自由を得た夜よる子こは、自分の足で世界中を旅することができた。

　そして、自分にしかできない『仕事』を見つけた。

　朝あさ子こに聞いて欲しかった。自分が選んだその『仕事』の話を。褒めてくれただろうか。それとも、反対してくれただろうか。

　どちらでも良かった。

　もう一度彼女と会いたかった。話がしたかった。それだけを長いこと夢見ていた。

　それがもう叶わないという絶望──。

　だけど、その絶望感はすぐに消えていった。元々、死の知らせを聞いたときから覚悟していたことだし、樹いつき家けでの『家族体験』によって払ふつ拭しよくすることができた。

　彼らは本当にお人よしだ。こうしてひとり部屋を与えてもらった。彼らはほとんど素性のわからない自分を本当の家族のように扱ってくれているのだ。

　やはり朝あさ子この『家族』なんだなと再確認する。

　この数日のことを思い返すと、自然と頰が緩む。

　昼間、祖父母の趣味に付き合ったり。放課後、叶かなえの遊び相手になってやったり。夜は敬けい一いちの晩酌に付き合ったり。

　夕食はなるべく全員揃そろって。樹いつき家けのルールはそれくらいのものだった。毎日、知さとるが腕によりを掛けて美お味いしい料理を振る舞ってくれた。空腹で寝付けないとき、密ひそかに夜食を作ってもらうのも日課になっていた。

　これが『家族ごっこ』だということはわかっている。敬けい一いちや知さとるはああ言っていたが、やっぱり自分にその資格はないと思う。

　人並みの幸せなど許されない。吸血鬼だなんて例え話で出したが、それよりもよっぽど酷ひどい。血を吸うだけならまだしも、自分は血で自分と周囲を汚すだけ。

　それでも、せめて今だけはこの時間を堪たん能のうさせて欲しいと、夜よる子こは天に祈る。

　どうせそう長くは許されないのだ。

　せめてもう少しだけ。もう少しだけ──。

　今日はみんなでタコ焼きパーティーをやった。叶かなえがめちゃくちゃはしゃいでいた。敬けい一いちも実験と称して子供みたいにタコ以外のものを中にじゃんじゃん投入していた。祖父母がそれを窘たしなめる。最終的には夜よる子こが全部美お味いしくいただく。知さとるがその様子を見て愉快そうに笑う。

　楽しかった。本当に楽しかった。

　こんな時間をもう少しだけ──。

「…………っ」

　緩んでしまっていた夜よる子この顔がキッと強こわ張ばる。理由は携帯電話のコールだった。

『仕事』の電話である。祈りも虚むなしく、そのときが来てしまったようだ。

　覚悟を決めて夜よる子こは応答する。




『Ｄ．Ｏ．Ｇデイー・オー・ジーです』




　開口一番がそれか、とため息が出そうになった。

『詳細はこのあとすぐにメールで送ります』

　いつも通りの事務的な喋しやべりだ。機械音声を相手にしているのかと錯覚しそうになる。

「…………今回は確かなの？」

　夜よる子こが『彼ら』から誤情報を摑つかまされることはこれまで何度もあった。そのせいで無駄足を踏まされてきた経験から、ついつい懐疑的になってしまう。

『既に報道にも乗っていますが、人体がバラバラにされていました。怪物を見たという近隣住民の目撃情報も出ています』

　機械ではなかったようだ。ちゃんとこちらの質問に答えてきた。

　そして。

　そういうことなら今回は信しん憑ぴよう性せいが高そうだ。

「……そう、わかったわ。今からすぐに調査を始める」

　夜よる子こは電話に耳を当てたままベッドから立ち上がる。

『はい。よろしくお願いします。応援が必要な場合はいつでもご連絡を。足ならすぐに出せますので』

　いつも通りの一方的な事務連絡が終わった。

　携帯電話の通話を切りながら夜よる子こは天を仰ぐ。

　──これで『家族ごっこ』も終わりか。

　出発の準備をするため、押し入れからトランクを取り出す。準備といってもいつでも発たてるようにはしていたのでそれで終しまいだ。

　夜よる子こはトランクを手に部屋の外へ向かう。

『仕事』へと旅立つために。

　別れが辛つらくならないように、誰にも一言も言わず、旅立つために。

「あっ」

　部屋の扉を開けると、知さとるが驚いた顔をして立っていた。

「……なに？　私の着替えでも覗のぞこうとしてたの？」

　気まずさを取り繕うと、夜よる子こは知さとるに言った。

「え？　まさか。ないない」

　あまりにさらっと否定されて少しムッとするが「そうだよ」と言われたらそれはそれで反応に困る。

「ノックして呼ぼうと思ったらちょうど君が出てきたんだよ」

　知さとるにさっきの電話の会話を聞かれただろうか。いや、相手の声は聞こえてないはずだし、聞かれたとしても特に問題はないか。

「……何か用？」

「ああ、いや。夜よる子こさん、明日の献立、何がいいかなって」

　夜よる子こからの返答を待つ知さとるの表情は無む垢くそのものだった。

　彼は料理を作ること自体が楽しいというよりも、料理を食べて喜んでくれる人の顔を見るのが好きなのだと思う。初めて会ったラーメン屋でもそうだ。初対面で何の見返りもないはずなのに、丼やラーメンを食べさせてくれた。自分が食べる様子を嬉うれしそうに眺めていた。

　この子は本当に朝はは子おやに似ている。朝あさ子こも夜よる子このために施設の部屋に毎日のように手料理を運んできてくれたものだ。

　そのときの表情とそっくりだった。

「……明日はいらないわ」

「え!?　うそ!?　どこか悪いの!?　熱とかある!?　あっ！　もしかして変なもの食べちゃった!?　ダメだよ。いくらお腹なかが空いていても拾い食いなんてしちゃ」

「……あなたの中で私はどういうキャラなのかしら」

　かなり心外なことを言われている気がする。とりあえず咳せき払ばらいを入れてみせる。

「そうじゃないわ。『仕事』に戻るの。だからもう明日から私の分の食事を作る必要はない」

　知さとるは夜よる子こがトランクを手にしているのに注目する。

「……ああ。そっか。そういうことか……」

　そのことで理解してくれたようだ。知さとるはわかりやすく肩を落としている。

　知さとるたちにはあらかじめ伝えていた。日本にいるのは仕事が休みの間だけだと。仕事が始まればこの家からすぐに出ていくと。

「けど、こんな時間から出ていくの？　もう暗いし、今日はゆっくり休んで明日の朝出発すればいいじゃない」

「ダメよ。仕事先から電話が来たから、すぐに出ないといけないの」

『奴やつら』が出没したのなら一刻を争う。新たな犠牲者が出る前に対処しなければならない。それが夜よる子この『仕事』なのだ。

　それが自らに課した『使命』なのだ。

「残念だな……。叶かなえも落ち込むだろうね……。あいつ、夜よる子こさんと一緒に買い物に行くって張り切ってたから。ほら、夜よる子こさんとお揃そろいの服を買うんだって言ってたでしょ」

　それを聞いて叶かなえの無邪気な笑顔が頭に浮かんでしまうが、気の迷いを断ち切るために夜よる子こは首を横に振る。

「仕事だからね。行かなくちゃいけないの。子供にはわからないかもしれないけど、それが大人というものなの」

　夜よる子こは自分自身にも言い聞かせるように言った。

「……結局、仕事って何をしているの？　仕事のために世界中を旅してるとは聞いたけど」

「私が生んでしまった悪い吸血鬼を狩る仕事よ」

　初めて会った日の夜と同じだ。近からず遠からずの例え話をしてみる。

「私はあいつらをこの世から消さなければならない。それが私の仕事なの。それじゃあね」

　夜よる子こはそそくさと知さとるの横を通り廊下に出る。

「それってどのくらいかかるものなの？」

　そのまま玄関へと向かう夜よる子このあとを付いてきながら、知さとるは問い掛けてくる。

「さあね。わからないわ」

「今度はいつ休みなの？」

「休みなんてないわ。あいつらを全部倒すまでこの仕事は終わらない。あいつらは世界中にいるの。生みだした私でさえも、その正確な数を把握していない。だから、10年か20年か。それよりもっとかかるかもね」

「……そうか。大変な仕事なんだね」

　さすがに吸血鬼だとかいう話は信じていないだろう。こうやって遠回しに伝えているのは、巻き込みたくないという思いと、誰かに共有して欲しいという思いが交錯しているためだ。

　──もしも何か力になれることがあるなら、できる限り協力するからさ。家族として。

　知さとるから言われた言葉を思い出す。

　本当は誰かに助けを借りたい。精神的支柱になって欲しい。そんな甘えた感情が湧いてきてしまった故の行動だ。

　もちろん、彼ら家族には何もできない。だから、絶対に真実は話さない。

「じゃあさ、終わったあとはどうするの？」

「え？」

「その仕事が片付いたら、夜よる子こさんはどこに行くの？」

　思ってもみない質問だったし、夜よる子こは驚いて立ち止まってしまう。

　すべての決着が付いたとき。

　そのときの自分のことを、これまで想像すらしたことがなかった。

「もし終わったら、またここに帰ってきなよ。そのときは、美お味いしいご飯を作って待っているからさ」

　今度は敬けい一いちから言われた言葉を思い出す。

『ただいま』と言えば『おかえり』と言ってくれる人たち。

　それが家族。

「……そうね。考えておくわ」

　夜よる子こは知さとるに向けて笑顔を浮かべて言った。

　多分、そんな日は来ない。きっとこの戦いに終わりなんてないのだから。

　でも、夢見るくらいはいいだろう。

　そう思いながら、夜よる子こは再び歩き出す。

「あ、待ってよ！　みんなにも挨拶を──」

　これ以上ここにいれば、みんなの顔を見てしまえば、決意が揺らいでしまう。夜よる子こは、振り返らず玄関のドアを潜った。




「いってらっしゃい！　夜よる子こさん！」




　知さとるのその言葉を受けながら、夜よる子こは戦いへと赴いた。

　自分が生んでしまった『子供』たちを刈り取るために。





※






　その日、アルバイトを終えた知さとるはバイクを走らせていた。後ろには高校の制服姿の女の子を乗せている。バイト仲間の美み衣いだ。

　知さとるは美み衣いの家の前でバイクを停とめた。

「ありがとね、知さとるくん。家、逆方向なのに」

　今はアルバイト終わり。知さとるは美み衣いを自分のバイクに乗せて家まで送ったところだ。

「いいよ、いいよ。ほら、最近、物騒だしさ。念のためにね」

　最近よくニュースで報じられている連続変死事件。

　ここ数日、日本全国でバラバラになった人間の遺体が発見されている。報道によれば、被害者はまるで爆弾で破裂したような凄惨な状態だったらしい。通り魔的な爆発テロの線で捜査が進んでいるとのことだ。

　テレビのニュースを観ながらラーメン屋の店主も心配そうな顔をしていたので、美み衣いは自分が家まで送ると知さとるが買って出てこうなった次第である。

「は～あ……。明日で知さとるくん、バイト最後なのか……。くぅ～。寂しいよ～」

　美み衣いの言う通り、明日でラーメン屋のバイトは終わりだ。こうやって家まで送ってあげられるのも今日と明日だけになってしまう。

「またちょくちょく店には顔出すよ。あそこの味、大好きだしね。それがきっかけで始めさせてもらった仕事だからさ。美み衣いちゃんはあそこでバイト続けるんでしょ？」

「うん、そのつもりだったけど……。あのさあ、知さとるくん……」

「ん？　なに？」

「あのね、あのね……。あたし……」

　いつも元気いっぱいの美み衣いにしては珍しく歯切れが悪い。それに、何な故ぜか顔を真っ赤にしている。どうも様子がおかしい。

「ううん！　えっとね！　知さとるくんって、次は何をやる予定なのかなあ～って。ほら、これまでも、色んなアルバイトやってきてるんでしょ？」

「ああ、えっと……。アルバイトは暫しばらくやらないかな。大学の休みを利用して、長期で海外に行こうと思っているんだ」

「え!?　そうなの!?」

　これは家族にもまだ言ってないことだ。アルバイトで貯ためてきたお金を使って海外へ旅に出る。少なくとも、１ヶ月は家を離れる予定でいる。

　この目で『世界』を見てみたい。強くそう思ったからだ。

　きっかけはあの人の──夜よる子この影響である。

　知さとるは国内ならバイクで巡ったことがあるが、海外旅行はまだほとんど経験がなかった。本やネット上でしかその景色を見られてない場所ばかり。海外からやってきた夜よる子こから、そんな世界の話を聞くことができた。

　夜よる子こも今頃、世界のどこかにいる。世界のどこかで『仕事』とやらをしている。

　もう一度、夜よる子こと会いたいなとも思った。どこの国に行くとか具体的な話は聞いていないし、世界は広い。どこかで再会できる可能性など万にひとつもない。

　それなのに、彼女と世界の色んな土地を巡る想像をしてしまう。

　あり得ない未来の想像である。

「そっか……。やっぱすごいんだね、知さとるくんって……」

　美み衣いが俯うつむいて言う。

「あ～あ！　知さとるくん追っかけて同じバイトしようかななんて思ってたけど、まさか世界に行こうだなんてね！　ずるいよ、知さとるくん！」

「え？　ずるいって、何が？　どういうこと？　美み衣いちゃん？」

「そんなんじゃ、気持ち、伝えられないじゃん……。自分がちっぽけに思えてさ……」

「え？　え？」

「ううん！　　いいの、いいの！　何でもない、ない！」

　そう言うと美み衣いは逃げるように家の中に入っていった。

「知さとるくん、また明日ね！　ばいばーい！」

　勢いよく扉が閉まり、美み衣いの姿が消える。

　一体、何だったんだろう。

　知さとるは訳がわからなかったので首を傾かしげながらバイクに跨またがった。まあ、明日もバイトはある。そのときにまた聞けばいいだろう。そう思いながらバイクのエンジンをかける。

　走り出す前に携帯電話を確認する。特に連絡はなかったが、ネットのニュースが気になった。

「……これ、段々近くになってきてるな」

　ここ最近全国で起こっている連続不審死事件。

　発生場所は南のほうから段々と都道府県を上がってきている。

　今朝は隣町で起こった。

　急に胸騒ぎがした。

　知さとるはバイクを発進させ、家路を急いだ。

　自分でも何な故ぜこれほどまでに胸騒ぎがしたのかわからない。第六感とかいうやつか。異常に家族の身が心配になっていた。




　陽が落ちて外灯の光がチラつく中、知さとるはバイクを走らせる。

　家の前に到着した。

　バイクを停とめ、急いで玄関に上がる。

　何も起こっているはずがない。いつも通り家族に『ただいま』と言う。そうだ。それから、今度、ひとりで海外に行ってみようと思っていることを伝えなければ。

　反対されるだろうか。説得するのは大変かもしれない。いや、きっと父や祖父母は理解してくれると思う。ただ、問題は叶かなえだ。泣くだろうなと容易に想像が付く。お土産いっぱい買ってくるからと物で釣ってご機嫌取りをするか。

　大丈夫。ずっと帰ってこないわけじゃない。そう言って優しく頭を撫なでてやるか。

　そんな想像をしながら、ドアを開けた。

　途端に。

　異常を感じた。

　臭いだ。

　異常な臭いがした。

　この独特の鉄臭さは多分血の臭いだ。

　何で家の中でこんな臭いがするのだろうか。

　誰かが出血している？

　何でだ？　怪け我がでもしたのか？

「あ、ああああああ──」

　夢だ。

　きっとこれは夢だ。




「あああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁ」




　家の中に父たちがいた。

　いや『父たちだったもの』があった。

　廊下に。リビングに。

『父たちだったもの』が散乱していた。

　知さとるは高校時代、本を読よみ漁あさっていた時期がある。図書室に籠って本の虫とまで言われていた。町の大きな図書館に行ったときには本格的な医学書を読んだこともある。人の筋肉の付き方、骨の形や内臓器官の形、それらをそのときに頭に入れていた。

　だから、それらが『人の一部』であることにすぐに気づいてしまった。

　そこら中に人の肉塊が落ちている。

　千切れた耳が。えぐれた目玉が。指先が。まるで幼児が玩おも具ちやを散らかしたように無造作に並んでいる。

　見覚えのある衣服の切れ端が落ちている。

　あれは叶かなえのスカートだ。あれは祖父のものだ。あれは祖母のものだ。あの腕が巻いているのは父の腕時計だ。

　それらが血だまりに浮かんでいる。

　ニュースの報道を思い出す。

　──被害者はまるで爆弾で破裂したようだった。




「ああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁ」




　知さとるはその場に崩れ落ちた。

　なんだ。

　なんなんだこれは。

　どうしてだろう。家に帰ってきたのに、誰も『おかえり』とは言ってくれなかった。

　だって仕方ない。みんな死んでいるのだから仕方ないじゃないか。

　死んだ？

　みんな、死んだ？




「『母さん』はどこだ」




　知さとるは何も言えなかった。頭が真っ白になっていた。だから、後ろから声を掛けられてもすぐに反応ができなかった。

　激しい悲哀という感情の昂たかぶりで心臓が締め付けられる。苦しい。胸が苦しい。

　胸を押さえつけながら、何とかゆっくり振り返ってみると。




　目の前に『怪物』がいた。




　頭部があり、四肢があり、人の形をしているが、人という種には見えなかった。

　人というには身の丈が大きすぎるのだ。

　そいつはほとんど天井に頭を擦らせながらこちらに歩いてくる。確か一軒家の天井の高さは平均２メートル40センチ。正確には知らないが、樹いつき家けもそのくらいのはずだ。少なく見積もっても、こいつの身長は２メートル30センチ以上ある計算になる。肩幅も広すぎてそこらの家具に身体からだをぶつけている。

『巨人』だ。

『巨人』の『怪物』だ。

　状況的にも、本能的にも、理解できた。

　家族を殺したのがこの『怪物』だと。




「『母さん』はどこだ」




『巨人』は同じことを知さとるに向かって言った。

　そのとき、知さとるの目線の先にあったのは、朝あさ子この遺影だった。この『巨人』が暴れたせいなのか床の上に堕おちていた。

　呆ぼう然ぜんとしながら遺影の中の朝あさ子こを見ていると。

『巨人』がその大きな腕を振り下ろしてきた。

　その瞬間、知さとるの身体からだは家族たちと同じようにバラバラになった。





※






　その青年の身体からだがバラバラになったことで『巨人』の目の前にまたひとつ血だまりができた。

　ああ、弱いなあ──。

　本当に弱くて脆もろい生き物だ。こんなものが生態系のトップにいるなんておかしな話だ。人間なんてずる賢いだけが取り柄の下らない生き物なのだ。

　これで、この青年も『母さん』ではないと、すぐに理解できた。仄ほのかに『母さん』の匂いがしたので確かめようと思ったが、あっさりと死んでしまった。『母さん』ならこんな攻撃ものともしないはずだ。『自分が産んだ子供』に簡単に殺されたりなんてしない。

　この家にいた他の連中もそうだ。全員『外れ』だった。

　虫の羽を引き千切るように簡単に四肢をバラバラにできてしまった。拳げん骨こつを当ててやったら顔面が粉砕して中身を全部ぶちまけてしまった。

　また外れだ。

　ここにも『母さん』はいなかった。

　せっかくこの家の中からこれまでで一番濃い『匂い』を感じたというのに。

『匂い』を追っているうちにこの町に辿たどり着ついた。さらに『匂い』を追っていると、とても濃い『匂い』の場所に着いた。

　それがこの『樹いつき』と表札に書かれた一軒家だった。

　今、ここに『母さん』はいない。それでも、長い間、ここに滞在していたのは間違いない。

　自分を産んだ『母さん』がここにいたのだ。

　ずっと恋焦がれていた『母さん』に会いたい。その気持ちだけで世界中を歩き回ってきた。

「く……くくくくくくくく…………くくくくくくくくくく……………」

　思い通りにならず苛いら立だった『巨人』は激しく癇かん癪しやくを起こす。

　すぐ近くにあったテーブルが粉々になった。

　そのとき。

　玄関が開く音がした。

　まだこの家には家族がいるのかと『巨人』はうんざりさえした。一体この家には何人の家族がいるのだ。自分には『母さん』しかいないのに、不公平ではないか。

　いや、ちょうどいい。今帰ってきたこいつに『母さん』の情報を聞き出そう。絶対にこの家にいたはずなのだ。

　そう思いながら振り返ってみると、そこにいたのは小さな少女だった。どうも他の連中と雰囲気が違う。服装もゴシック系というのか、何やら個性的な装よそおいだ。

　今、殺した青年よりも、もっと脆もろそうな細くて色白の女の子。

　しかし。

　それは見た目だけの話のようだ。

「ああ……」

　この独特の『匂い』は。

『仲間』同士でしか感じられない強い『気配』も感じる。

「ああ……。やっと会えたんだね……。母さん……」

『巨人』は感激した。生まれてから今までで一番の幸福を感じた。ゴミみたいな人生だと思っていた中で初めて一筋の光が差したような気分だった。

　間違いない。目の前にいるこの人だ。『母』と呼称はしているが、性別も年齢も不明確な存在だった。手掛かりは『匂い』と『気配』のみだった。

　この小さな女の子から、はっきりとそれを感じ取れる。

　愛いとおしい。愛いとおしい人。世界の誰よりも愛いとおしい人。

　今すぐに抱きしめたい。

　そんな衝動に駆られてしまう。

「……なあ、母さんなんだろ？　答えてよ、母さん」

「あんたみたいなでくの坊、産んだ覚えはないわ」

　少女はドスの利きいた声で言った。

　込められているのは明らかな拒絶だった。

「……酷ひどいなあ。こんな風にボクを産んだのは母さんだろ。ボクらＤ．Ｏ．Ｇを産んだのはあなたじゃないか。ねえ、そうなんだろ、母さん。母さん。母さん」

『巨人』は拳を広げたり閉じたりする。人の命を簡単に奪えるこの巨大な拳。そいつを『母さん』に向けてアピールするように見せつける。




「──何な故ぜ、殺したの」




『巨人』の問いかけを無視してその少女は言った。

「え？　母さん、今、なんて？」

「何な故ぜ、この家の人たちを殺したの」

「え……？　え？　え？　何な故ぜって……、人間を殺すのに理由がいるの……？」

　よくわからない不思議な質問だ。鬱陶しい蚊や蠅はえが目の前を飛んでいたらブチ殺すのは当然のことではないか。『母さん』は一体何を言っているのだろう。このボクを揶揄からかっているのだろうか。『巨人』は本気でそう思った。

　まあ、そんなことはどうでもいい。

『母さん』に会えたら伝えようとずっと思っていたことを話さないと。

「ねえ、母さん。ボクらで新しい世界を作ろうよ。ボクたちＤ．Ｏ．Ｇが支配する世界をさ」

　世界は無知だ。そんな世界も少しずつ気づき始めている。新たな種であるＤ．Ｏ．Ｇという存在に。それはやがて世界中の人間に認知されるだろう。

　そうなれば、世界はＤ．Ｏ．ＧとＤ．Ｏ．Ｇならざる者に二分される。

「支配するんだボクらで。Ｄ．Ｏ．Ｇならざる者たちを。だから、世界中の『仲間』を集めようよ。そのためには、みんなをまとめる『王様』が必要だ。それは母さんが相応ふさわしい。ボクたちを産んでくれた母さんが」

　すべてのＤ．Ｏ．Ｇの元になった存在。

　通称【ＭＯＴＨＥＲ】

【ＭＯＴＨＥＲ】はある『施設』で世界最高の生体兵器として生み出された。人間を素体とした人造兵器だ。【ＭＯＴＨＥＲ】ひとりを生み出すのに、国家予算程度の投資があったとされている。それもほとんど偶然的に創り出せた代物。

【ＭＯＴＨＥＲ】を創った者たちは考えた。一からまた同じものを製造するのはあまりに効率が悪い。ならば『コピー』を作ればいい。彼らはそう考えた。

　その結果、劣化コピーが大量に作られた。【ＭＯＴＨＥＲ】の細胞を流用して作られた彼らは、そのほとんどが『ゴミ箱』に捨てられ、完成度の高い者は檻おりの中に閉じ込められ、観察と実験という名の虐待を受け続ける。

　この『巨人』もそうだった。

　幼少期の記憶はほとんどない。気が付いたときにはどこかの地下施設に閉じ込められていた。檻おりの中に入れられ、足に鎖を巻かれ、犬の餌以下の食事を与えられた。

　毎日のように、妙な注射を打たれ、妙なカプセルのような機械に入れられたりした。それが終わるとまた臭くて汚い檻おりの中に放り込まれた。それだけ。ただ、それだけ。毎日それだけが繰り返される生き地獄。

　檻おりの中には同じ境遇の子供たちがいた。中には別の施設から移されてきたという者もいた。

　そんな子供たちから聞いた。

『母さん』の存在を。

　自分たちが植え付けられているのは『母さん』の細胞なのだと。自分たちは『母さん』の『子供』なのだと。

　その話を聞いているうちに『母さん』に会いたいと思うようになった。

　ただその思いだけが生きる糧かてだった。

　それから何年かして地下施設に武装した大人たちが現れた。彼らは施設の研究員を殺しながら施設の中を破壊して回っていた。

　初めは助けが来たのだと思った。これでここから解放してもらえるのだと思った。

　しかし、違った。

　彼らは檻おりの中の子供たちにも銃弾を浴びせていったのだ。彼らはこう言っていた。『怪物どもめ』と。『怪物はすべて処分する』と。

　そのとき、初めて気が付いた。

　自分がこの『巨人』の力を得ていることに。

『母さん』から力を授かっていたことに。

　その力を使って武装した大人たちを殺し、その場から逃げおおせた。

　それでようやく自由を得たのだ。

　初めて空の青さを知った。風を肌で感じることができた。

　それからは人の姿に化けながら、各地を歩き回った、誰かを殺すときだけ『巨人』の姿に戻った。食糧欲しさに忍び込んだ家で住人を殺した。ムカつく奴やつがいたらとりあえず殴り殺した。奪った金で世界中を渡り歩いた。

　旅の途中で『仲間』と出会うことがあった。

　そいつから自分たちがＤ．Ｏ．Ｇと呼ばれる存在であることや、『母さん』の存在を改めて教えてもらった。

　この世界のどこかに自分たちを産んだ『母さん』がいる。『母さん』はどこかで生きている。

　旅の目的ができた。

『母さん』に会うこと。

　そして、こうしてようやく巡り合えた。

「さあ、行こうよ、母さん。ボクたちの新しい世界を創りに。さあ、さあ」

『巨人』は『母さん』に手を伸ばした。

　ずっとこの瞬間を夢見てきたのだ。高揚感で心臓の鼓動が高まる。

　だが、あろうことか。

「……………………え？」

『巨人』の手首から先が消し飛んだ。

『母さん』が手を振り払ったからだ。それは明確な『攻撃』だった。




「ボクの右手があああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッッッ」




　これは何だっけ。何て言うんだっけ。そうだ。痛みだ。

　いつ振りかに感じる感覚だ。

　この無敵の肉体を得てから感じるはずもなかった感覚。これまで誰もこの『巨人』の身体からだを傷つけた者はいなかった。だから、ずっと痛みなんて感じてこなかった。

　Ｄ．Ｏ．Ｇの肉体を簡単に傷つける力。

　ああ、やっぱりこの人は『母さん』だ。

　それをよく理解することができた。

　しかし、しかし──。

「酷ひどいよ、母さん……！　何で……！　何で、こんなことをするのさ……!?」

　手の切断面から血がダラダラと垂れてくる。いくら『母さん』でも、戯たわむれだったとしても、こんなことあってはならない。

　すると『母さん』はこう答えてきた。

「私はお前を許さない。みんなを──私の『家族』の命を奪ったお前を」

「は……？　家族……？」

　どうやらこの家の住人たちを指して言っているようだ。

　ただの肉片になったこいつらを。

「こいつらが家族……？　母さんの……？」

「返せ。私の大切な人たちを。返せ……。返してよ……」

　理解できない。

『母さん』の──少女の瞳から涙が溢あふれ出でている。

「はあ……？　いやいやいやいやいや！　ちょっと待ってよ！　なに？　なにそれ、なにそれ？　あんた、なに『人間』みたいなことしてんの？」

　その姿を見ていると、酷ひどくムカついてきた。

　ああ、ダメだ。

　殺したくなってきた。

『人間』を見ていると、どうしてもその感情が湧いてくる。

「あんたはボクの母さんだろッ!?　なに勝手によそで家族を作ってるのさ！　責任を取れよ！　産んだ責任を！　責任も取れねえくせに子供なんて産んでんじゃねえよッ！　こんな身体からだに産んだくせに、そのまま放っておくのかよッッ！」

　少女は涙を拭い取り『巨人』を睨にらんだ。

「……確かに私はあなたたちＤ．Ｏ．Ｇを生み出してしまった。きっと望んでその力を得た訳でもないでしょうね。あなたも『被害者』のひとりよ。だから、あなたにも生きる権利がある」

　少女は睨にらみながらジリジリと距離を縮める。

「だけど、『人間』でなくなってしまったあなたにはもうその権利はない。『怪物』になってしまったあなたはここで死ななければならない」

「なにを言っているんだ……？　あんたもだろ……？　あんたもボクと同じ『怪物』だろ……？」

「いいえ、違うわ。少なくとも、あなたのように人間を見下して、自分から人間を辞めようなんて思ったことは一度もない。私は人間に育てられた人間よ。『怪物』なんかじゃない。あなたに家族を殺された『人間』よ」

　少女は小さな拳を握り締め、突きつけてくる。

「だから、私は『人間』としてあなたを殺す」

　そうやって明確な攻撃の意志を示す。

『子供』に対して、だ。

「そうか……。母さんもボクを拒絶するんだね……。『怪物』だと言ってボクを殺そうとする連中と同じで……」

　地下施設で銃弾を放ってきたやつらを思い出す。あの連中も『怪物』はすべて処分すると言いながら『仲間』たちを皆殺しにしていた。

『母さん』を探していたのは、Ｄ．Ｏ．Ｇたちを率いてもらってそんな人間たちに復ふく讐しゆうすることだった。

　しかし、目的は変わった。

　こんな身体からだに産んだことへの復ふく讐しゆうだ。

　今から『母さん』を殺す。

　そう決心した『巨人』は、自分を殴ろうと飛び掛かってきた『母さん』に対して、切られていないもう片方の手で振り払った。

　すると。

「あ……はっはっは……ははははははははははっっっ」

『母さん』の小さな身体からだがひしゃげた。

　粘土みたいにぐにゃりと。

　粘土と違うのは中から赤黒い液体が大量に噴き出てきたこと。

「あはっ！　あははっ！　よっわ！　誰だよ、こいつを『母さん』とか呼び始めたやつは!?　ぜんっぜん、よわいじゃないか!?　ざーこ！　ざーこ！　あははははははははっっ」

　馬鹿らしい。こんな人をずっと探し回っていたのか。時間の無駄とは正にこのことだ。最初から自分ひとりでやれば良かったんだ。『王様』には自分がなれば良かったんだ。

『巨人』はそう思った。

　ところがだ。

「…………え」

　ひしゃげたはずの『母さん』の身体からだが元に戻った。

　たった今、殺してやったはずなのに元通りになっている。

　まるでビデオの巻き戻し映像を見せられたような感覚だろうか。

「ああああああああああああああっっ！」

　呆あつ気けに取とられている隙を突かれ、懐ふところに入られてしまう。

「痛い！　痛い、痛い、痛い、痛い！　やめろ、やめろおおおおぉぉぉぉぉ！」

　そのまま『母さん』が何度も殴ってくる。小さな拳で『巨人』の身体からだを何度も、何度も。その度に『巨人』の身体からだが抉えぐり取とられて血肉が飛び散る。

『巨人』は負けじと殴り返す。

　また、小さな少女の身体からだが潰れた。今度は上半身が千切れ飛んだ。

　しかし、さっきと同じことだ。

　何事もなかったように元の形に戻る。

　殴る。殴る。殴る。

　少女は殴り続ける。

「ああがあがが■がこがあおこお■■あこめっがかかが■■■あ」

『巨人』の身体からだが段々縮んでいく。

　攻撃を受ける度に、血肉が飛んで、擦り減っていくからだ。

　何とか逃れようと『巨人』が殴り返すと、少女の身体からだが粉々になる。

　しかし、抵抗は無意味だった。

　また元の美しい少女の形に戻り、パンチの応酬が続く。

「があ■おばえなあばあばば■■ばああああああげげご■■■■■」

　血が。肉が。

　飛ぶ。飛ぶ。飛ぶ。

　パズルのピースが飛んでいくように『巨人』の破片が、飛ぶ。飛ぶ。飛ぶ。

「うが■ああ■■ば■■■■■■■■■■■■ああ■■■■■■■■■■」




　最後には『巨人』の身体からだは完全に消えてなくなっていた。
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　現在、樹いつき家けの一軒家は目隠し用の囲いがされ、完全に封鎖されている。周囲には有毒ガスが発生しているとアナウンスされ、近隣住民の避難も完了している。ガスマスクを着けた者たちがひっきりなしに出入りしているが、これは地元警察に向けてのカモフラージュ。警察の捜査官たちも退避を余儀なくされている。

　出入りしている彼らは【アントウェルペンの鐘】によって派遣された工作員たちだ。Ｄ．Ｏ．Ｇによる戦闘行為が確認された際に動く者たち。

　Ｄ．Ｏ．Ｇとその戦いを隠蔽するための存在。

　その中に、白衣姿の男がいた。樹いつき家けに駆けつけてきた彼は、壁や天井、テーブル等などの家具が破損するリビングに入り、その惨状を確認する。

　防護服を着た者たちが家を捜索する中、男は目当ての人物を見つけ、近づいていった。

「大丈夫ですか。【ＭＯＴＨＥＲ】」

「──その名前で呼ぶな」

　小さな少女から発せられたとは思えないドスの利きいた声に男は一瞬臆する。

「これは失礼。夜よる子こさん、でしたね」

　今回、彼女に与えたパスポートの中身を思い出す。生年月日、住所、すべてデタラメの内容だ。彼女が諸外国を自由に動けるように組織が用意した偽にせの身分証明書。

　本当の生年月日もわからないし、毎回、発行の際に適当に内容を決めているのだが、これだけは譲れないという彼女の指示がある。

　名前だ。

　名前だけは絶対にそれにしろと指示を受けている。よほど拘こだわりがあるのか、絶対に変えるなと言われている。

『夜よる子こ』という名前だけは。

　身体からだ中じゆうを血に染めた夜よる子こは、ボロボロになった居間のソファーに腰掛けていた。他の隊員がタオルや着替えを渡そうとするが、無視してずっとそのままでいるようだ。

　改めて周囲を確認する。酷ひどい惨状だ。そこらにバラバラにされた犠牲者の肉体が落ちている。隊員たちがその回収作業を進めている。

「『処分』は甘んじて受け入れるわ」

　夜よる子こはその様子を見つめながら、男に向かって言った。

「処分、とは？」

「私の浅はかな行動が彼らを死なせてしまった。だから──」

「何のことでしょう？　彼らは『たまたま巻き込まれた』だけですよ」

　報告によると、今回現れたＤ．Ｏ．Ｇの目的は【ＭＯＴＨＥＲよるこ】だった。夜よる子こを探してこの町を訪れ、その道中で人を殺あやめていたという。つまり、夜よる子こがこの家を訪れなければ、この家の者たちと関わり合いにさえならなければ、この悲劇は避けられていた。

　故に自分を罰して欲しい。

　そう夜よる子こは主張しているのだ。

　だが、男はそれを否定する。気の毒な被害者たちを弔ってやる気持ちはもちろんあるが、組織にとっては『優先度』があるからだ。

『その程度のミス』で夜よる子こという存在を斬り捨てることはできない。

「あなたはいつも通りＤ．Ｏ．Ｇを処理した。たまたまあなたのいた場所にＤ．Ｏ．Ｇがやってきて彼らは巻き込まれただけ。ただ、それだけのこと。我々はあなたの行動に何の落ち度もないと判断します。だからあなたはこれまで通り、Ｄ．Ｏ．Ｇを追えばいいし、我々は変わらず、それをバックアップする」

　夜よる子こを除き、この家の中にいた者はすべて死んだ。

　Ｄ．Ｏ．Ｇも含めて。

　そこら中に灰の塊が散っている。これは死んだＤ．Ｏ．Ｇの残骸だ。

　いつもクレバーに、スマートに、対象を討伐する彼女にしては珍しい状況だった。いつも彼女は首を刎はねるか、心臓を握りつぶすか、ほとんど一撃で対象の息の根を止めてきた。

　そこら中に飛び散った灰の意味することは、このＤ．Ｏ．Ｇが粉々になるまでその肉体を切り刻んだということ。必要以上に相手を痛めつけたということ。

　男が知る限り、ここまで夜よる子こが相手に強い殺意を向けることは今までなかった。相手がどんなに残忍であろうとも、冷酷であろうとも、確実に倒すことだけを優先していた。

　何らかの『私情』があったことは明白だった。

　この家の住人にそれほどの思い入れがあったという証拠。だからこそ、夜よる子こは男の下した裁定に納得のいかない様子だった。

「そうですね。あなたにできる『償い』があるとすれば、これまで以上にＤ．Ｏ．Ｇを早期に処理してひとりでも多くの人間を守ること。それだけですよ」

「…………なら、今後『武器』が欲しいわ」

　男に向かって血染めの夜よる子こが言った。

「武器、ですか？」

「ええ。今回、相手がとても大きくてね、懐ふところに入るのにえらく苦労したの。なるべく長物で持ち運びしても目立たない武器が欲しいわ」

　言い訳なのか、本音なのか、わからなかったが、ともかくこんな倒し方になってしまったのは、武器がないせいだという主張のようだ。

　確かに一理ある。いくら『力』があっても、彼女のような子供の体型では戦闘で苦労する場面は今後も出てくるだろう。武器はあって然しかるべきだ。なるべく巨大でリーチが長く、尚なお且かつ、確実に相手の命を刈り取れる形状のものがいいだろう。

　そう、速やかに、確実に、相手の命を刈り取れるような。

　魂ごと刈り取れるような。

　問題は、持ち運んで目立たないものというリクエストだ。Ｄ．Ｏ．Ｇはいつ現れるかわからないし、常に手元に置いておく必要がある。だが、彼女のような外見の人がそんな武器を担かついで町中を歩き回る訳にもいかない。何かカモフラージュが必要だろう。

「わかりました。本部に持ち帰って検討してみます。ともかく、あとのことは我々に任せて、あなたはここから出てください」

　これ以上、男は追及しないでおくことにした。自分の任務やくめはそんなことではない。

「遺体の状況がこれですからね。爆弾による無差別テロ。そんなかたちで今回は処理されるでしょう。一連の連続不審死も、そういう発表になるでしょう。被疑者死亡で事件は解決、と。これで誰も、Ｄ．Ｏ．Ｇの犯行だとは知り得ない」

　いつものことだ。男の仕事は事後処理。すべての面倒事は彼らが証拠隠滅する。戦いは夜よる子この仕事。その他の面倒事は彼らの仕事。

　こうしてＤ．Ｏ．Ｇという存在の秘密は守られてきている。

　もしも、世間に知られれば、世界が変わってしまうからだ。

　人が人を疑うようになる。隣人が怪物かもしれない。そんな疑心暗鬼から『魔女狩り』が始まる。

　そうなってはならない。すべてのＤ．Ｏ．Ｇが『怪物』というわけではないのだ。人として生きようとする者もいる。それらもすべて殺すことを良しとしてはいけない。

　それが組織のトップの考え方であり、夜よる子こもそれに同調している。

『母』としてのなけなしの思いやりなのだろう。

「この家の住人は全員死亡。そう、明日の朝刊に載ることになるでしょうね。あなたは早々にここを離れてください。誰かにその姿を見られると面倒だ」

「……全員死亡？　いいえ、まだこの子は生きているわ」

　夜よる子こは自分の傍かたわらにある『それ』を指して言った。

　男は思わず眉をひそめる。

「……これを『生きている』と、あなたは言うのですか」

　男の言い分はもっともに聞こえるだろう。医者がこの状態の人間を連れてこられたら確実に何の冗談だと言う。もうお手上げだ。助からない。葬儀の準備をしろ。そう言うに違いない。

　しかし。

　微弱過ぎるが、それでもまだ生命反応があった。ほとんど剝むき出だしになっている心臓が鼓動を続けている。

　何な故ぜ、こんな状態で生命活動ができているのだ。普通ならあり得ない。

　もちろん、男は『普通』でないことを理解している。男は【アントウェルペンの鐘】に属し、生体兵器やＤ．Ｏ．Ｇに精通するエージェントのひとり。

　だからこそ、この男には『生きている』理由がピンと来ていた。

「まさか……。まさか、あなたは……」

　男はショックを隠し切れない感じで口元に手を当てる。

「『施設』に運びなさい。今すぐに。それでこの子を生き返らせなさい」

「あなたは我々に『Ｄ．Ｏ．Ｇを作れ』というのですか……!?」

　男は察したのだ。

　夜よる子こがこの青年の中に──樹いつき　知さとるに【ＭＯＴＨＥＲよるこ】の細胞を与えたことに。

　夜よる子こ曰いわく、駆けつけたときに唯一息があったのは、この知さとるだけだった。腹から下が引き千切られ、頭部もパックリと開いていた。

　顔の下半分と心臓部だけが『生きている』状態だった。

　普通なら１分程度であろうとも酸素や酵素が身体からだを巡らなければ人間は死ぬものだ。

『人間』である限りは。

　今、この青年の中で夜よる子この細胞が脈打っている。

　だから、生き永らえている。

　しかし、いくら夜よる子この細胞を与えたところで、こんな状態で放置していてはどうにもならない。人の形を取り戻さなければ生きられない。

　そうしなければ、やがて完全なる死を迎える。

「責任は私が取るわ」

「責任……？　どのような責任があなたに取れるというのですか？　たった１体のＤ．Ｏ．Ｇを見つけ出して『処理』するだけでどれほどの時間と犠牲が必要なのか、あなた自身が一番ご存知のはずだ。現にこの一家もたった１体のＤ．Ｏ．Ｇにこんな仕打ちを受けたのですよ」

　男は夜よる子こを試すように、あるいは願うように、見つめる。

　どうかその気の迷いをやめてくれと。

「もしもこの子が『怪物』になれば、私がこの手で『処理』する。それでいいでしょ」

　これまで彼女が殺してきたＤ．Ｏ．Ｇと同じだ。

　人に仇あだなすＤ．Ｏ．Ｇはその手で殺す。

　それが彼女の考えのようだ。

「しかし──」

「お願い」

　男は驚く。

「お願いだから……」

　いつも気丈な夜よる子こが弱々しい声を上げているからだ。何をするにも論理的な解釈を提案する彼女が、ただただ心から訴えている。

　これではただの子供じゃないか。感情だけを優先する駄々っ子だ。周囲の迷惑とかそんなことにも気の回らない子供。子供扱いするとすぐに不機嫌になるくせにいつもと真逆だ。

　この青年を救ってやって欲しい。

　ただ感情のままそう訴えかけている。

「私のせいなの……。私がこの子たちを巻き込んでしまった……。だから、せめて、せめて、この子だけは……」

　これは明らかな私情だ。一切合理的な判断ではない。

　しかし、それでも──。




「──どうか『家族』を救って」




　夜よる子この訴える目を見ているうちに。

　男は携帯電話を取り出して耳に当てる。

「ボイジャー博士に繫つないでくれ。──ああ。緊急要請だ。ああ、そうだ。──いいからグダグダ言ってないで早くしろッ！」

　それから間もなく。

　樹いつき　知さとるの肉体は回収され【アントウェルペンの鐘】の施設へと輸送された。





※






　目を開くと真っ白な天井があった。

　ベッドに寝かされている。何か管のようなものが身体からだ中じゆうに張り巡らされている。

　全身が重い。動けない。

　懸命に動こうと努めていると、僅かに首だけ動かすことができた。

「…………ッ」

　白衣の女性と目が合った。

　すると、彼女は電話機らしきものを耳に当てて忙せわしなく喋しやべり始はじめた。

「──目覚めました」

　激しい耳鳴りのせいではっきりとはわからなかったが、その女性は、電話の相手にそんなことを言っているように聞こえた。

　暫しばらくすると、白衣を着た別の人物が現れた。

「気分は？」

　年輩の男だった。服装からして医者だろうと思った。とすると、さっきの女性は看護師だろうか。意識が朦もう朧ろうとするがそれくらいの分析はできた。

「自分が誰かわかるかな？」

　思い出そうとすると、割れるように頭が痛い。

「無理をしなくていい。少しずつでいい。少しずつ思い出せばいい」

　医者らしき男はそう言った。

　声を上げることも、口を動かすこともできなかった。




　それから、多分、何日か経たった。

　時計もカレンダーもないし、時間の感覚がないので、多分としか言えなかった。

　少しずつ記憶が蘇よみがえってきていた。自分のこと家族のこと。

　最後の記憶は『怪物』に自分が『殺される』瞬間だった。

　奇跡的に助かったのだろうか。わからない。何もわからない。

　と、そのとき。

　ようやく見覚えのある顔が現れた。

　ああ、この女の子は──。

　夜よる子こだ。

　もう二度と会えないかもしれないと思っていたのに、思ったよりも早く再会ができた。

　笑いたいのか、泣きたいのか、自分でもわからない。彼女はそんな表情をしている。

　その表情に、母の──朝あさ子この面影を見た。

　何な故ぜ、その言葉を口に出したのか、はっきりとは自分でもわからなかった。次に会えたとき、それを最初に言おうと心の中でずっと決めていたからだろうか。




「おかえり──」




　樹いつき　知さとるが──サトルが目を覚まして最初に口にした言葉がそれだった。





※






　久しぶりの故郷の町。死んで以来、初めて訪れたこの町。

　サトルは『自分』の墓の前にいる。

　あの日、Ｄ．Ｏ．Ｇに殺された家族たちが共に眠る墓だ。

　サトルの隣には制服姿の高校生の女の子がいる。彼女もサトルと目的は同じ。墓参りだ。彼女と一緒に墓石に向けて手を合わせる。

「ありがとうございます」

　暫しばらくすると、その女子高生がサトルに向かって頭を下げてきた。

「えっと、あの……。誰の知り合いでしたでしょうか……？」

　それから恐る恐るサトルに尋ねてきた。

「お墓参り。誰かの知り合いなんですよね」

　そう言って彼女は墓とサトルとを見比べる。

　無関係の人間の墓参りなどしないし、ここに眠る樹いつき家けの誰かの知り合いだろう。そう女の子は尋ねているのだ。

　彼女はまったくサトルが誰なのか気づく様子はない。そのことに対してサトルは複雑な心境だった。気づかれないほうがいい。そんなことはわかっている。それでもやはり寂しく思ってしまう。

　打ち明けたい。自分が何者なのか打ち明けたい。

　何とかその気持ちをグッと抑え込む。

「ああ、えっと……。そうだな……」

　サトルはどう答えたものかと迷う。

「……全員、かな。お世話になったんだよ。御家族、みなさんに」

「そう、なんですか……？」

　噓うそはついていないのだが、彼女は猜さい疑ぎ心しんまみれの表情を作っている。

「そういう君はどこの誰なの？」

　詳しく追及される前に、逆にこちらが質問をすることで誤魔化した。

　訊きいてはみたものの、どこの誰かなんてわかっている。いくら歳月の経過で隔たれようとも、一日たりとも忘れたことはなかった。

　この子はきっと──。

「え？　あ、はい。娘、です」

　サトルは表情を変えないように努める。




「──娘の叶かなえです」




　ああ。やはりかと思った。

　サトルはよく気づけたなと自分で自分を褒めたくなった。

　目の前にいるのは16歳になった叶かなえだ。

　大きく成長したが、顔なんて当時の面影そのままに見える。母、朝あさ子この若い頃の写真にもよく似ている。

　サトルがＤ．Ｏ．Ｇとなって目を覚ましたのは１年前。それからはずっと夜よる子このそばに付き、共にＤ．Ｏ．Ｇを倒して世界を回ってきた。

　ただ。

　目覚めるのに８年間もの歳月を要した。

　つまり、樹いつき　知さとるが死んだのは、今から９年前なのだ。観血的整復固定術等を用い、バラバラになった肉体を繫つなぎ合あわせた。そこからは定期的に夜よる子この細胞を移植していき、少しずつ定着させていった。

　もちろん、夜よる子こや手術に当たった者たちの行動は、反Ｄ．Ｏ．Ｇ組織がＤ．Ｏ．Ｇを生み出してしまったと物議を醸かもしたようだ。

　夜よる子こが一定間隔で細胞を与え続けなければ再び死ぬ、不完全なＤ．Ｏ．Ｇであったこと。

　夜よる子こが責任を持って常に行動を監視すること。

　そういった条件が嚙かみ合あい、一応は不問とされている。

　それから、夜よる子ことサトルはコンビを組んでＤ．Ｏ．Ｇと戦うようになった。家族の仇かたきを取ってくれた夜よる子この恩に報いるため。自分たちのような犠牲者を作らせないため。

　そうだ。

　叶かなえもあの日、Ｄ．Ｏ．Ｇの犠牲になったはずなのだ。

「あの、どうかしましたか？」

「……いや、樹いつき家けのみなさんは、９年前の事件で全員、亡なくなったと聞いていたんだけど」

　サトルは平静を装よそおいながら会話を続ける。

　殺された家族の悲惨な遺体。あの中に叶かなえも混じっていたとばかり思っていたし、夜よる子こからもそう聞かされていた。

　知さとる以外の家族はあのＤ．Ｏ．Ｇに皆殺しにされたのだと。

「いえ。事件があった日、私は家の中にいませんでした。ひとりでデパートにいたんです」

「え？　ひとりで？　でも、当時、小学一年生だよね？」

「よくご存知ですね。そうなんです。事件のショックで前後の記憶はほとんどないんですけど、私はデパートの迷子センターで保護されていたらしくて……」

　叶かなえは辛つらそうな表情をする。

「……私にはお兄ちゃんがいました。でも、お姉ちゃんもいた気がするんです。学校の帰り、そのお姉ちゃんが迎えに来てくれて、一緒にデパートに買い物に行こうって。約束してたからって。そんな会話をした気がするんです。そのお姉ちゃんは急用ができたからって、いなくなって……。まあ、夢か記憶違いでしょうね。私にお姉ちゃんなんていませんから」

「…………っ」

　サトルは肩を震わす。

　何とか叶かなえに気づかれないように努める。

「そうか。何はともあれ、君だけでも助かって良かったね」

「……そうですね。何で私だけ助かっちゃったんだろうって、泣いて泣いて、めちゃくちゃ泣いて、おかしくなりそうな時期もありました。でも、引き取ってくれた今の両親のお蔭かげで、今はとても幸せに暮らせています」

　叶かなえはそう言って笑った。

　笑うと母に雰囲気がそっくりだった。

「それでも、やっぱり亡なくなった家族のことは忘れられません。だからこうして、何度も墓参りに来ています。寂しいですよね。やっぱり月日が経たつと、来てくれる人も減っていくんですよ。死んじゃうと人って『過去』になっちゃうんですね」

「そうかもしれないね」

「でも、私以外で来てくれた人、久しぶりに見ました。ありがとうございます」

　そう言って、叶かなえは他人行儀なお辞儀をしてくる。

　手術痕で人相も変わり、しかも、９年も前に死んだとされる兄だ。

　やはり叶いもうとが気づくことはなかった。

「それじゃあ、僕は行くよ。どうか元気で」

　これ以上何か追及される前に、ボロが出ないうちに、サトルはその場から離れることにした。

　足早に歩き出す。

　そして。

　背中を見せた瞬間だった。




「お兄……ちゃん……？」




　叶かなえはぼそりと言った。

　後ろ姿に当時の面影を見てしまったのかもしれない。

　サトルの耳にはその声がしっかりと届いていたが、決して振り返ることはしなかった。




　墓地の中を歩き、曲がり角を行くと。

「夜よる子こさん？」

　夜よる子こが立っていた。

　どうやら隠れてサトルの様子を見ていたようだ。

　というか、彼女の計らいだったのだろう。そもそも、この墓地の場所を教えてきたのは夜よる子こだ。この時間帯に叶かなえが墓参りに来ることを知っていて、サトルに向かわせたのだろう。

　叶かなえと再会を果たせるように。

「夜よる子こさん、知っていたんだね。叶かなえが生きているって」

　間違いない。あの日、叶かなえの命を救ってくれたのは夜よる子こだ。

[image: ]

　Ｄ．Ｏ．Ｇを探している途中だったのか、何かの理由で彼女はこの町に戻ってきていた。そこで、下校途中の叶かなえと再会し、一緒に買い物に行くという約束を果たそうとした。

　その行動が巡り巡って、叶かなえをＤ．Ｏ．Ｇの魔の手から救う結果に結び付いた。

「怒ってる？　黙っていたこと」

「ううん。別に怒ってないよ。でも、どうして今になって……？」

「あなたは十分戦った。『人間』として。だから、もう『家族』の元に帰ってもいい。そう思ったからよ」

　意味することは『監視』の時間が終わったということだ。

　これからもサトルは『人間』として生きていける。Ｄ．Ｏ．Ｇの力で人を害することはない。そう判断が下ったということだ。

「あなたには家族と──妹ともう一度暮らす道がある。あなたにはその権利がある。自分はあなたの兄だって。実は生きていたって。彼女にそう打ち明けても構わない」

　サトルは首を縦には振らなかった。

「いや、それはできないよ。もうあの子には新しい家族がいる。今更、戻るのはかえって迷惑になる。それに、信じてもらえないよ。こんなナリじゃね。……なによりも、僕はもうあなたがそばにいないと生きてはいけない」

　今のはダブルミーニングだ。

　サトルの身体からだは夜よる子この細胞を摂取し続けなければ生きられない。

　そして。

　これまでの旅と戦いを通して、サトルは夜よる子こを心から愛するようになっていた。

　体も心も、彼女に依存してしまっているのだ。

　だから、サトルの中で彼女のそばから離れるという選択肢はない。

「私にはあなたを生み出した責任があるわ。あなたをそんな身体からだにしてしまった責任が。あなたが望むのなら、この町で暮らせるように善処する」

　それはつまり、サトルに自分の細胞を与えるために定期的にこの町を訪れるということになる。それは夜よる子こにとって大きな重荷になるし、彼女の行動を制限することになる。

　そんなことをすれば、彼女の力で救える人々も救えなくなってしまう。

「そんなのダメだよ」

　サトルはそれを拒否した。

「樹いつき　知さとるは９年前に死んだんだ。ここにいるのはあなたの相棒のサトルだ。もうあのときみたいにご飯は作ってあげられない。けど、あなたを命がけで守ることはできる。だから、これからもそばにいさせて欲しい。あなたの進む道が僕の道だ。もちろん、邪魔に思っているのなら切り捨ててもらって構わない。僕はその辺で野垂れ死ぬよ」

　自分で自分のことを卑ひ怯きようだと思った。サトルを見捨てるなんてこと、夜よる子こができないことくらいわかっている。夜よる子この性格を利用してしまっている自分を恥じる。

「……本当にそれでいいの？」

「ええ。あなたの『仕事』が全部終わるそのときまで、ずっとそばにいますよ。僕はあなたを心から愛していますから」

　サトルはそう言って地面に跪ひざまずく。

「あなた、相変わらず恥ずかし気もなくそういう台詞せりふを言ってのけるのね。──嫌いじゃないけど」

　ふたりは並んで歩き出した。

　これまでと同じように。

　これからも同じように。

　未いまだＤ．Ｏ．Ｇは世界中にいる。【アントウェルペンの鐘】によって研究施設はほとんど壊滅させられたが、それでもどこかで新たに生み出され続けているとされている。何者かによって夜よる子この細胞と製造技術が拡散されているからだ。

　今日もどこかで『怪物』が生まれている。

　今日もどこかで『怪物』が人の命を奪っている。

　そんな悲劇を終わらせるために。

　ふたりは歩き続ける。

　いつか『ただいま』と言える日を夢見て。











あとがき






　ここ数年、パンデミックによって世界が大きく変わりました。

　多くの人にとってネガティブな意味で。

　当たり前だったことができなくなり、仕事や生きがいを奪われてしまう方が沢山現れました。大切な人の命すら奪われた方もいらっしゃいます。たちが悪いのは、その責任を問う相手が存在しないことです。怒りをぶつけるべき相手が存在しないことです。誰かのせいにすることができないことです。

　しかし、もしも世界を変えてしまった原因がはっきりしていたら。

　その原因が一人の人間だったら。

　世界を変えてしまったその人は、どういう思いを抱くのでしょうか。どういう行動を取るのでしょうか。我々はその人に何を求めるのでしょうか。

　夜よる子こというキャラクターは、そんな想像から生まれました。




　デビュー作からお世話いただいております、近こん藤どう様。本書にて初めてご担当いただきました、髙たか松まつ様。制作に当たり、様々な面でご尽力いただきありがとうございます。編集様のお力添えのお蔭かげで、今回も無事作品を書きあげることができました。

　イラストをご担当いただきました、灯あかし様。メインもサブも含め、キャラクターデザインを一任してしまい恐縮ですが、とても素晴らしいものを描いていただきありがとうございます。キャラクターたちにより一層愛着が湧きました。

　そして、拙書をお読みいただいた読者の方々に最大の謝辞をお送りさせていただきます。物語の中で何か一つでも心に残るシーンがあれば幸いでございます。

　もちろん、皆様にとってポジティブな意味で。
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